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補助金等支援制度のご案内 令和7年9月20日時点

災害支援枠

令和６年能登半島地
震被災中小企業者に
よる販路開拓等の事
業再建に向けた取組
みを補助。

8次：10/27
確認書発行
10/17
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分類 制　　度 概　　要 お問合せ先受付締切補助金上限額

創業型

中小企業省力化
投資補助金
（一般型）

販路開拓等の取組み
費用を補助。「賃金
引上げ特例」等補助
上限の増額枠（50万
円～150万円）あり

18次：10/3
～11/28
確認書発行
11/18

創業後３年以内の事
業者を重点的に支
援。販路開拓等の取
組み費用を補助。

2次：10/3
～11/28
確認書発行
11/18

オーダーメイドの省
力化設備を導入し生
産性向上・賃上げす
る事業者を補助。

4次：未定

直接被害：
200万円
補助率：2/3

50万円
補助率：2/3

200万円
補助率：2/3

8,000万円
補助率：1/2
(小規模・再生2/3）

国

国

国

小規模事業者持
続化補助金〈災
害支援枠（令和６
年能登半島地震
等）〉HP

小規模事業者
持続化補助金
〈一般型〉HP

小規模事業者
持続化補助金
〈創業型〉HP

IT導入補助金
業務効率化やDX推
進、セキュリティ対策
のためのITツール導
入費用を補助。

6次：10/31450万円
補助率：1/2～4/5 IT導入補助金HP

中小企業省力化
投資補助金
（カタログ型）

補助対象カタログ掲
載の省力化設備を導
入し生産性向上・賃上
げする事業者を補助。

随時受付1,000万円
補助率：1/2以下

国

中小企業省力化
投資補助金HP

中小企業省力化
投資補助金HP

国

ものづくり・商業・
サービス生産性
向上促進補助金

生産性向上や持続的
な賃上げに向けた、
革新的な新製品・新
サービスの開発や海
外需要開拓に必要な
設備投資等を支援。

21次：
10/24

2,500万円
補助率：2/3

ものづくり補助金
総合サイト

小松市では、事業承継を検討してい
る市内事業者の皆さまが、より身近
に、そして気軽に相談できる環境を
整えるため、LINEを活用した「事業
承継相談窓口」を開設します。
事業承継に関する不安や疑問、後継
者不在や事業承継準備の進め方な
ど、適切な専門家や支援機関をご案
内し、各支援機関の支援メニューな
どもご紹介しています。
そのほか、市民からの地域に残した
いお店や味などのアンケートへの回
答も募集しています。

小松市事業承継相談窓口
https://line.me/R/ti/p/@656mbigh

小松市事業承継　　　　相談窓口について小松市事業承継　　　　相談窓口について小松市事業承継　　　　相談窓口について小松市事業承継　　　　相談窓口について

小松市事業承継相談窓口

石川県小松市

地域の担い手がみつかる

小松市で事業承継に
お悩みの方はこちらから

絶対になくしたくない小松市で

お店・味・技術
を教えてください
アンケートに回答するアンケートに回答する

後継者がいない、土地・建物・設備などを譲りたい etc...

小松市内で事業を
継ぎたい人はこちらから

小松市継業バンクの
掲載事例を見る

経営者になりたい、地域の事業を引き継ぎたい etc...

小松市内の
事業者向け

ＬＩＮＥ

同
時
開
催

会　　場　れんが花道通り
開催時間　11日㈯ 10:00～21:00
市内小学生の未来へのメッセージを記した約300個
の小型あんどんを沿道に配置します。夕方からは点
灯が行われ、れんが花道通りを幻想的に演出します。

会　　場　小松駅前市民公園
開催時間　11日㈯ 10:00～20:00
　　　　　12日㈰ 10:00～16:00
市内企業・団体の大型あんどんを駅前市民公園
に展示。あんどんの明かりが会場を照らします。

会　　場　れんが花道通り
　　　　　小松駅前市民公園
開催時間　11日㈯ 11:00～16:30
　　　　　12日㈰ 11:00～16:00
肉料理やスイーツをはじめとしたグルメを楽し
めるお店が出店します。れんが花道通りには多
彩なキッチンカーが集合します。

会　　場　小松駅前市民公園
開催時間　12日㈰ 10:00～16:00
プロの味を全面に出したこまつの「食」を
お楽しみください。

会　　場　小松駅前市民公園
開催時間　12日㈰ 10:00～16:00
小松市で人気の特産品の販売のほか、オープンファ
クトリーイベント「GEMBAモノヅクリエキスポ2025」
など、秋の観光情報を紹介します。

会　　場　小松駅前市民公園
　　　　　れんが花道通り
開催時間　11日㈯ 10:00～19:30
　　　　　12日㈰ 11:00～16:00
小松市を中心に活動する団体がダンスや歌唱、パ
フォーマンスを披露。2つのステージで会場全体を盛り
上げます。

【特別ゲスト】 DJ KOO
トータルCDセールスが2100万枚を超
え、今なお多くの人に愛されつづけて
いるTRFのDJ,リーダー。ソロとしては、
“触れ合う人々をエネルギッシュに！元気に！笑顔に！”をモットー
に、ダンスクラシック、EDMから、J-POP、アニソン、ゲーム音楽
まで幅広い音楽をDJスタイルにてプレイし、共感、賛同を得てい
る。2017年から日本の文化である“お祭り”“盆踊り”とのコラボ
レーションはエンターテイメント型ジャパンカルチャーの発信と
して、国内外において精力的に活動を行っている。

会　　場　團十郎芸術劇場うらら 2階会議室
開催時間　12日㈰ 10:00～16:00
小松裏千家茶道会による優美なお点前と小松の和菓子
で、やわらぎの時間をお楽しみください。

前売:500円／当日:700円
【前売券販売場所】
小松商工会議所／小松土産店（Komatsu 九内）

会　　場　れんが花道通り～
　　　　　小松駅前市民公園
開催時間　11日㈯ 18:00～20:00
輪島市から輪島キリコがどんどんまつり
にやってきます。能登地方の祭りで伝統
的に使われるキリコを市民一体となって
担ぎ、能登地域の復興への想いを共に
します。

会　　場　小松駅前市民公園
　　　　　れんが花道通り
　　　　　本光寺前
開催時間　11日㈯ 11:00～18:30
　　　　　12日㈰ 11:00～15:00
北陸最大級のストリートダンスコンテストを
開催！市内外から集まったダンサーが熱いダ
ンスを繰り広げます。 SEIYA

（HIP HOPダンサー）
TOMO Dabadu

（フィメールダンサー）HIRO10
（ブレイクダンサー）

MC MACCHAN
（ブレイクダンサー）

【MC】

出場者など最新情報は
公式 Instagram で！

【審査員】

会　　場　團十郎芸術劇場うらら 大ホール
開催時間　12日㈰ 11:00～15:15（開場10:30～）
市内のこども園や学校、消防音楽隊、吹奏楽団が演奏を披露します。

会　　場　小松駅前市民公園
開催時間　12日㈰ 10:00～10:45
観光大使として小松をPRするこまつ姫御前の
認証式を行います。

●こまつの杜 わくわく秋まつり
●どんどんきまっし小松中央通り商店街秋まつり
●2025にゃんぷらフェスタ ●どんどんドローン操縦体験会

●八の市うきうきチョンマゲマーケット
●こまつの郷土芸能まつり～獅子舞編～ ●サイエンスヒルズこまつ・どんどんイベント

●北國とおり町マーケット
●能登復興支援チャリティーLIVE＆フード

お問合せ先　小松市どんどんまつり実行委員会（小松商工会議所内）
　　　　　　TEL：0761-21-3121

詳細、最新情報は
HPをご確認ください

▶

補助金・助成金情報
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経営相談

本所では能登半島地震に関する事業者向け支援制度を
はじめ専門スタッフがあらゆるご相談に応じております。
ご相談の際は、事前にご連絡をお願いします。

相談場所●小松商工会議所
☎0761-21-3121

ご相談は無料です。ご相談の秘密は厳守します。

専門家によるアドバイスも受けられます。

【経営】
・各種補助金や支援策に関する経
営相談窓口を設置しています。

【被災復旧について】
・補助金について教えて欲しい。

【特許・商標】
・特許や商標登録について検討し
ている。
・海外に製品を出したい。

【労務管理】
・雇用・労務に関する相談をしたい。
※ご相談内容によっては、専門家派遣事業にて
対応または専門機関をご紹介しております。

☎0761-21-3121
（小松商工会議所経営支援課）

悩みを抱えたままにしていませんか？

金融（融資）相談
※随時対応しております。
資金繰り安定のため
金融支援制度を利用したい。
受付時間（月）～（金）9：00～16：00
（小松商工会議所経営支援課）

事業に
関する

今月の利率
（令和7年9月20日現在）

■マルケイ資金
無担保・無保証人
2,000万円（1,000万円）
・利率　2.00％
・期間　設備10年・運転7年

■創業者支援融資
原則無担保
2,000万円
・利率　2.1％以内
・期間　7年（運転5年）

■小口零細（創業者分含）
原則無担保
2,000万円
・利率　2.1％以内
・期間　7年（運転5年）

■経営安定支援融資（一般分）
8,000万円（運転資金）
・利率　2.0％以内
・期間　7年

■経営安定支援融資（資金繰り支援分）
8,000万円（運転資金）
・利率　2.25％以内
・期間　7年

■地域商工業活性化融資
5,000万円（特認2億円）
・利率　2.2％以内
・期間　5年～15年
（期間10年超の場合は、変動金利）

令和7年度（8月
末まで）認定実績

5　件

1,810万円

0　件

0万円

1　件

4,000万円

0　件

0万円

2　件

4,390万円

金融情報

0件 　　 0万円
創業者分

0件　 0万円
女性若者シニア分

1件　 300万円
零　細　分

小松法律相談センター事業に
関する

その他、石川県制度融資の
詳細はこちらから▶

・保証債務の問題で困っている。
・取引先が倒産した。
日時：10月2日、9日、16日、
　　  23日、30日 （毎週木曜日）
 13：00～15：50
☎076-221-0242
小松法律相談センターにてご予約ください。
（金沢弁護士会）

予約制

ISICO（公財）石川県産業創出支援機構からのお知らせ

「LOBO調査とは」全国の商工会議所のFAXとコンピュータで結んだ早期景気観測調査

業況ＤＩは、夏休み効果も天
候が足かせで、ほぼ横ばい
先行きは、期待感うかがえる
もコスト増の懸念続く

＊DI値（景況判断指数）について
　DI値は、売上・採算・業況などの各項目についての、判断の状況を表す。ゼロを基準
として、プラスの値で景気の上向き傾向を表す回答の割合が多いことを示し、マイナ
スの値で景気の下向き傾向を表す回答の割合が多いことを示す。したがって、売上高
などの実数値の上昇率を示すものではなく、景気感の相対的な拡がりを意味する。
【DI】=（増加・好転などの回答割合）－（減少・悪化などの回答割合）

全産業

前年同月比 先行見通し

とくに好調
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全産業合計
の業況DI値

月の

詳しくはこちら▶日本商工会議所ホームページ【https://cci-lobo.jcci.or.jp/】

景況天気予報 LOBO調査
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総務省発表 完全失業率
全 国

石 川 県

完全失業者数

全 国

石 川 県
ハローワーク
小 松 管 内

2.5％

2.0％

169万人

（前月2.5％）

（4～6月期）

（前月176万人）

1.22倍　（前月1.22倍）

1.48倍　（前月1.45倍）

1.32倍　（前月1.31倍）[就業地別]

金沢 1.40倍 白山 1.44倍 加賀 1.80倍 輪島 2.14倍七尾 1.85倍就業地別
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業
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は
、
夏
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み
や
イ
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ト
に
よ
る
需
要
増
で
宿
泊
施
設
や
飲
食
店

を
中
心
に
、
改
善
し
た
。
一
方
、
建
設
業

で
は
、
全
国
的
な
猛
暑
や
一
部
地
域
で
の

大
雨
の
影
響
で
工
事
の
作
業
効
率
が
低
下

し
、
悪
化
し
た
。
ま
た
、
卸
売
業
も
猛
暑

や
大
雨
に
伴
う
農
業
被
害
の
影
響
で
食
料

品
関
係
で
仕
入
に
悪
影
響
が
あ
り
、
悪
化

し
た
。

　
依
然
と
し
て
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価
高
が
消
費
マ
イ
ン
ド

を
押
し
下
げ
て
お
り
、
消
費
者
の
節
約
志

向
の
高
ま
り
が
幅
広
い
業
種
で
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摘
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て
い
る
ほ
か
、
長
引
く
猛
暑
に
よ
る
外
出

控
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の
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響
も
継
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て
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る
。
ま
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、

米
国
関
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置
の
本
格
化
に
伴
い
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備
投

資
計
画
の
見
直
し
や
先
送
り
の
動
き
が
散

見
さ
れ
、
業
況
は
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ぼ
横
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い
と
な
っ
た
。
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残
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品
の
価
格
高
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や
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え
が
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続
す
る
見
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み
で
あ
る
。
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た
、
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月
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低
賃
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直
し
に
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、
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件
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担
が
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と
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不

安
視
す
る
声
が
多
く
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か
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る
。

　
一
方
、
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い
水
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で
の
賃
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、
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改
善
の
下
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え

が
期
待
さ
れ
る
。
ま
た
、
米
国
関
税
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が
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意
に
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と
で
、
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で
混
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は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
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済
の
不
透
明
感

が
和
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い
だ
こ
と
で
、
先
行
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は
若
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の

上
向
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調
が
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ま
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る
。

●
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の
動
向
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。
建
設
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で
は
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今
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の
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を
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と
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た
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雨

の
影
響
で
、
工
期
の
延
長
等
が
生
じ
、
売

上
が
悪
化
し
た
。
事
業
者
か
ら
は
、
熱
中

症
対
策
の
義
務
化
に
伴
い
、
協
力
会
社
を

含
め
た
安
全
講
習
を
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っ
た
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か
、
今
後

は
作
業
時
間
の
調
整
等
を
行
う
た
め
労
務

コ
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ト
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
、
と
い
う

声
が
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た
。
卸
売
業
で
は
、
建
設
業

か
ら
の
引
き
合
い
が
減
少
し
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建
築
金
属

材
料
関
係
な
ど
で
業
況
が
悪
化
し
た
。

厚生労働省発表 有効求人倍率

〒923-0921　小松市土居原町10-10  TEL(0761)21-8000㈹

URL  https//front.g@if-binario.com

小松商工会議所 総務・事業課
☎0761-21-3121

　ベストウイズクラブでは、「福祉制度キャンペーン」を9/1～11/28に実施いたします。
（※9/1～9/30はアクサ単独キャンペーンとして実施）
　本キャンペーンは、『商工会議所福祉制度』を会員の皆様にご理解いただき、会員事業
所の福祉向上にお役立ていただくことを主な目的としています。
　『商工会議所福祉制度』は、経営者・役員の皆様の保障や退職金準備他、入院・介護・
老後に備えた様々な保障ニーズにお応えするものです。
　商工会議所職員とアクサ生命保険株式会社の担当社員がお伺いした際には、是非ご協
力いただきますようお願い申しあげます。

商工会議所福祉制度キャンペーン

※「ベストウイズクラブ」は、商工会議所共済制度・福祉制度の普及・推進を目的とし全国各地の商
工会議所およびアクサ生命保険株式会社により運営されている組織です。

お問合せ先

実施のお知らせ

事業承継円滑化補助金事業承継円滑化補助金
県内企業に蓄積された優れた技術やノウハウを次世代に引き継ぎ、安定的な雇用を確保するため、県内企業が円滑に
事業承継を推進する際の専門家の活用経費を支援します。

50万円 詳細はこちら▼

募集締切：令和8年1月31日土
※随時受付（申請額が予算の上限に達し次第終了）

補助対象者
譲渡側は石川県内に主たる事業所を有する
中小企業者
譲受側は県内企業の当該事業を引き継ぐ者
（事業を引き継ぐ創業予定者、法人、個人事業主、
親族、従業員等）
※ただし、令和7年4月1日～令和8年2月28日
までの間に事業承継を完了すること

補助上限額

2/3 (小規模事業者) (中小企業),  1/2補 助 率

お問い合わせ
公益財団法人
石川県産業創出支援機構
コンサルティング事業部
経営支援課
TEL：076-267-1244
※受付時間：9時～12時、13時～17時
　　　　　  （土日祝を除く）

記帳機械化
記帳機械化
委託事務所
募　集

■対象者（本所会員の個人事業者）
①従業員20名以下（商業・サービス業（宿泊業及び娯楽業除く）は5名以下）
②年間取得が400万円以下
③年間売上額3,000万円以下
④インターネットを利用して指定ソフト
　（freee）へ伝票入力のできる方

●詳しくは、小松商工会議所
　経営支援課
☎0761-21-3121
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経営相談

本所では能登半島地震に関する事業者向け支援制度を
はじめ専門スタッフがあらゆるご相談に応じております。
ご相談の際は、事前にご連絡をお願いします。

相談場所●小松商工会議所
☎0761-21-3121

ご相談は無料です。ご相談の秘密は厳守します。

専門家によるアドバイスも受けられます。

【経営】
・各種補助金や支援策に関する経
営相談窓口を設置しています。

【被災復旧について】
・補助金について教えて欲しい。

【特許・商標】
・特許や商標登録について検討し
ている。
・海外に製品を出したい。

【労務管理】
・雇用・労務に関する相談をしたい。
※ご相談内容によっては、専門家派遣事業にて
対応または専門機関をご紹介しております。

☎0761-21-3121
（小松商工会議所経営支援課）

悩みを抱えたままにしていませんか？

金融（融資）相談
※随時対応しております。
資金繰り安定のため
金融支援制度を利用したい。
受付時間（月）～（金）9：00～16：00
（小松商工会議所経営支援課）

事業に
関する

今月の利率
（令和7年9月20日現在）

■マルケイ資金
無担保・無保証人
2,000万円（1,000万円）
・利率　2.00％
・期間　設備10年・運転7年

■創業者支援融資
原則無担保
2,000万円
・利率　2.1％以内
・期間　7年（運転5年）

■小口零細（創業者分含）
原則無担保
2,000万円
・利率　2.1％以内
・期間　7年（運転5年）

■経営安定支援融資（一般分）
8,000万円（運転資金）
・利率　2.0％以内
・期間　7年

■経営安定支援融資（資金繰り支援分）
8,000万円（運転資金）
・利率　2.25％以内
・期間　7年

■地域商工業活性化融資
5,000万円（特認2億円）
・利率　2.2％以内
・期間　5年～15年
（期間10年超の場合は、変動金利）

令和7年度（8月
末まで）認定実績
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1,810万円

0　件

0万円
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4,000万円
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金融情報

0件 　　 0万円
創業者分

0件　 0万円
女性若者シニア分

1件　 300万円
零　細　分

小松法律相談センター事業に
関する

その他、石川県制度融資の
詳細はこちらから▶

・保証債務の問題で困っている。
・取引先が倒産した。
日時：10月2日、9日、16日、
　　  23日、30日 （毎週木曜日）
 13：00～15：50
☎076-221-0242
小松法律相談センターにてご予約ください。
（金沢弁護士会）

予約制

ISICO（公財）石川県産業創出支援機構からのお知らせ

「LOBO調査とは」全国の商工会議所のFAXとコンピュータで結んだ早期景気観測調査

業況ＤＩは、夏休み効果も天
候が足かせで、ほぼ横ばい
先行きは、期待感うかがえる
もコスト増の懸念続く

＊DI値（景況判断指数）について
　DI値は、売上・採算・業況などの各項目についての、判断の状況を表す。ゼロを基準
として、プラスの値で景気の上向き傾向を表す回答の割合が多いことを示し、マイナ
スの値で景気の下向き傾向を表す回答の割合が多いことを示す。したがって、売上高
などの実数値の上昇率を示すものではなく、景気感の相対的な拡がりを意味する。
【DI】=（増加・好転などの回答割合）－（減少・悪化などの回答割合）
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（前月176万人）

1.22倍　（前月1.22倍）

1.48倍　（前月1.45倍）

1.32倍　（前月1.31倍）[就業地別]

金沢 1.40倍 白山 1.44倍 加賀 1.80倍 輪島 2.14倍七尾 1.85倍就業地別
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ン
ド
改
善
の
下
支
え

が
期
待
さ
れ
る
。
ま
た
、
米
国
関
税
交
渉

が
合
意
に
至
っ
た
こ
と
で
、
一
部
で
混
乱

は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
経
済
の
不
透
明
感

が
和
ら
い
だ
こ
と
で
、
先
行
き
は
若
干
の

上
向
き
基
調
が
見
込
ま
れ
る
。

●
北
陸
信
越
の
動
向

　北
陸
信
越
は
、
悪
化
。
建
設
業
で
は
、

今
月
上
旬
の
石
川
県
を
中
心
と
し
た
大
雨

の
影
響
で
、
工
期
の
延
長
等
が
生
じ
、
売

上
が
悪
化
し
た
。
事
業
者
か
ら
は
、
熱
中

症
対
策
の
義
務
化
に
伴
い
、
協
力
会
社
を

含
め
た
安
全
講
習
を
行
っ
た
ほ
か
、
今
後

は
作
業
時
間
の
調
整
等
を
行
う
た
め
労
務

コ
ス
ト
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
、
と
い
う

声
が
聞
か
れ
た
。
卸
売
業
で
は
、
建
設
業

か
ら
の
引
き
合
い
が
減
少
し
た
建
築
金
属

材
料
関
係
な
ど
で
業
況
が
悪
化
し
た
。

厚生労働省発表 有効求人倍率

〒923-0921　小松市土居原町10-10  TEL(0761)21-8000㈹

URL  https//front.g@if-binario.com

小松商工会議所 総務・事業課
☎0761-21-3121

　ベストウイズクラブでは、「福祉制度キャンペーン」を9/1～11/28に実施いたします。
（※9/1～9/30はアクサ単独キャンペーンとして実施）
　本キャンペーンは、『商工会議所福祉制度』を会員の皆様にご理解いただき、会員事業
所の福祉向上にお役立ていただくことを主な目的としています。
　『商工会議所福祉制度』は、経営者・役員の皆様の保障や退職金準備他、入院・介護・
老後に備えた様々な保障ニーズにお応えするものです。
　商工会議所職員とアクサ生命保険株式会社の担当社員がお伺いした際には、是非ご協
力いただきますようお願い申しあげます。

商工会議所福祉制度キャンペーン

※「ベストウイズクラブ」は、商工会議所共済制度・福祉制度の普及・推進を目的とし全国各地の商
工会議所およびアクサ生命保険株式会社により運営されている組織です。

お問合せ先

実施のお知らせ

事業承継円滑化補助金事業承継円滑化補助金
県内企業に蓄積された優れた技術やノウハウを次世代に引き継ぎ、安定的な雇用を確保するため、県内企業が円滑に
事業承継を推進する際の専門家の活用経費を支援します。

50万円 詳細はこちら▼

募集締切：令和8年1月31日土
※随時受付（申請額が予算の上限に達し次第終了）

補助対象者
譲渡側は石川県内に主たる事業所を有する
中小企業者
譲受側は県内企業の当該事業を引き継ぐ者
（事業を引き継ぐ創業予定者、法人、個人事業主、
親族、従業員等）
※ただし、令和7年4月1日～令和8年2月28日
までの間に事業承継を完了すること

補助上限額

2/3 (小規模事業者) (中小企業),  1/2補 助 率

お問い合わせ
公益財団法人
石川県産業創出支援機構
コンサルティング事業部
経営支援課
TEL：076-267-1244
※受付時間：9時～12時、13時～17時
　　　　　  （土日祝を除く）

記帳機械化
記帳機械化
委託事務所
募　集

■対象者（本所会員の個人事業者）
①従業員20名以下（商業・サービス業（宿泊業及び娯楽業除く）は5名以下）
②年間取得が400万円以下
③年間売上額3,000万円以下
④インターネットを利用して指定ソフト
　（freee）へ伝票入力のできる方

●詳しくは、小松商工会議所
　経営支援課
☎0761-21-3121

LOBO調査／雇用情報 中小企業相談所コーナー／ISICOコーナー

5 小松商工会議所 2025.10
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8
月
23
日
、
24
日
に
弁
慶
ス
タ
ジ

ア
ム
と
小
松
工
業
高
等
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
第
8
回
小
松
勧
進
帳
高
校
野

球
交
流
試
合（
主
催
：
石
川
県
高
等
学

校
野
球
連
盟
・
小
松
勧
進
帳
カ
ッ
プ
実

行
委
員
会
）を
開
催
し
、
市
内
高
校
６

校
と
招
待
校
の
京
都
国
際
高
校
が
対

戦
し
た
。

　　
本
交
流
試
合
は
小
松
の
高
校
野
球

の
競
技
力
向
上
と
と
も
に
、
野
球
の

普
及
振
興
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
交

流
人
口
の
増
加
や
地
域
産
業
の
活
性

化
を
目
的
に
開
催
。

　
招
待
校
と
し
て
当
初
予
定
し
て
い

た
岐
阜
県
立
岐
阜
商
業
高
校
が
甲
子

園
で
準
決
勝
ま
で
勝
ち
進
ん
だ
た
め
、

急
遽
、
京
都
国
際
高
校
に
変
更
と
な

っ
た
。

　
開
会
式
で
は
、
本
所
会
頭
の
西
正

次
実
行
委
員
会
会
長
が「
京
都
国
際
高

校
は
甲
子
園
で
ベ
ス
ト
8
入
り
し
た

強
豪
校
で
あ
る
。
こ
こ
小
松
市
に
お

い
て
も
小
松
大
谷
高
校
が
2
年
連
続

で
甲
子
園
に
出
場
し
て
い
る
。
確
実

に
小
松
地
区
の
高
校
野
球
が
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
し
、
実
力
を
つ
け
て
き
た
賜
物

だ
と
思
う
。
こ
の
交
流
試
合
を
通
じ

て
、
全
力
プ
レ
ー
の
中
で
一
層
力
を
つ

け
て
ほ
し
い
。」と
あ
い
さ
つ
し
、
越
田

幸
宏
小
松
市
副
市
長
が
激
励
し
た
。

　
１
、
2
年
生
の
新
チ
ー
ム
で
臨
ん

だ
地
元
の
球
児
は
、
強
豪
京
都
国
際

相
手
に
奮
闘
し
た
。

　
会
場
に
は
各
高
校
O
B
の
方
を
は

じ
め
、
学
童
野
球
の
児
童
、
京
都
国

際
の
保
護
者
の
ほ
か
、
野
球
フ
ァ
ン
ら

が
観
戦
に
集
ま
り
声
援
や
拍
手
を
送
っ

た
。

　
ま
た
23
日
第
3
試
合
終
了
後
、
小

松
市
高
校
野
球
部
O
B
会
連
合
会
に

よ
る
交
流
試
合
も
開
催
し
た
。
大
学

1
年
な
ど
、
卒
業
し
た
ば
か
り
の
若

手
選
手
を
中
心
に
、
2
チ
ー
ム
に
分

か
れ
て
戦
っ
た
。

　
閉
会
式
で
は
、
長
野
基
哉
本
所
青

年
部
副
会
長
が
京
都
国
際
の
選
手
に

記
念
品
と
し
て
蛍
米
パ
ッ
ク
ご
は
ん
を

手
渡
し
た
。
地
元
の
優
秀
校
を
た
た

え
る
金
賞
は
小
松
大
谷
高
校
が
、
銀

賞
に
は
小
松
商
業
高
校
が
そ
れ
ぞ
れ

輝
い
た
。

　
交
流
試
合
の
結
果
は
左
記
の
と
お

り
。

　
ご
協
賛
い
た
だ
い
た
皆
様
、
応
援

い
た
だ
い
て
い
る
皆
様
で
、
お
名
前

ご
紹
介
の
ご
承
諾
を
い
た
だ
い
た
方

を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

小
松
ウ
オ
ー
ル
工
業
株
式
会
社

小
松
か
が
や
き
法
律
事
務
所

小
松
鋼
機
株
式
会
社

株
式
会
社
コ
マ
テ
ッ
ク

コ
マ
ニ
ー
株
式
会
社

株
式
会
社
三
創
建
設

桃
宝
食
品
株
式
会
社

西
　清
人

東
本
電
気
株
式
会
社

株
式
会
社
ヒ
ロ
タ

北
陸
エ
ア
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
株
式

会
社

北
陸
電
力
株
式
会
社
小
松
支
店

株
式
会
社
丸
西
組

（
敬
称
略
・
五
十
音
順
）

　
そ
の
他
多
数
の
企
業
・
団
体
・
個
人

の
皆
様
に
ご
支
援
ご
協
力
い
た
だ
き

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

小
松
市
内
高
校
球
児

　
　 京
都
国
際
高
校
に

小
松
市
内
高
校
球
児

　
　 京
都
国
際
高
校
に

第
８
回
小
松
勧
進
帳
高
校
野
球
交
流
試
合
開
催

8月24日(日)

小松工業高校グラウンド

弁慶スタジアム

小松工業高校グラウンド

8月23日(土)
弁慶スタジアム

京都国際 10 － 2 小　　松
京都国際 8 － 1 小松商業
京都国際 6 － 3 小松市立

京都国際 9 － 2 小松明峰
京都国際 8 － 1 小松工業
京都国際 4 － 1 小松大谷

小松工業 15 － 2 小松明峰
小松大谷 8 － 1 小松明峰
小松大谷 7 － 1 小松工業

小松商業 3 － 1 小松市立
小松商業 3 － 1 小　　松
小松市立 6 － 7 小　　松

〈OB交流戦〉
弁　　慶 2 － 14 義　　経
※弁慶：工業、商業、小松
　義経：大谷、明峰、市立

力
試
し

力
試
し

小松商店会連盟からのお知らせ

　小松商店会連盟の「第15回こまつまちゼミ」が17店舗19講座の
内容で9月13日から10月12日の期間でスタートしています。
　「まちゼミ」は、お店の人が講師となって、プロならではの「コツ」
や「知識」を教えてくれるおトクで楽しい少人数制のミニ講座です。
　「季節の寄せ植え作り」や「スマホ教室体験」「お肌の回復エステ」
など参加しやすい内容で実施していますので、是非ご参加ください。
●10月1日～10月12日に開催する「まちゼミ」は次のと
おりです。申込方法については、右記QRコード、小
松商店会連盟・こまつまちゼミHPにてご確認ください。

初めての株式投資～NISA活用術～
弁護士による遺言・相続セミナー

事業者の方・中小企業の方向け～法律いろは＆ベンゴシ活用法～
ツヤツヤの髪になるためのシャンプー体験
肌の若返り体験をしてみませんか？
カイロプラクティック骨盤施術体験！！

肌の若返り体験をしてみませんか？

弁護士による遺言・相続セミナー
物価高騰に負けない！！賢いお金の備え方セミナー
夏の傷んだお肌回復エステ
肌の若返り体験をしてみませんか？
カイロプラクティック骨盤施術体験！！
北欧の〝ヒンメリ〞でお部屋を飾ります

夏の傷んだお肌回復エステ

事業者の方・中小企業の方向け～法律いろは＆ベンゴシ活用法～
肌の若返り体験をしてみませんか？
季節の寄せ植え　コンテナガーデンを作ろう！

季節の寄せ植え　コンテナガーデンを作ろう！

お店の人が教えてくれる!
得する街のゼミナール
inこまつ

「　　　　　　　　　　」
開催中

第15回こまつまちゼミ第15回こまつまちゼミ第15回こまつまちゼミ第15回こまつまちゼミ

１日

３日

５日

８日

９日

10日

11日

《10月開催分　開催日・講座名》

INFORMATION INFORMATION
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京都国際 4 － 1 小松大谷

小松工業 15 － 2 小松明峰
小松大谷 8 － 1 小松明峰
小松大谷 7 － 1 小松工業

小松商業 3 － 1 小松市立
小松商業 3 － 1 小　　松
小松市立 6 － 7 小　　松

〈OB交流戦〉
弁　　慶 2 － 14 義　　経
※弁慶：工業、商業、小松
　義経：大谷、明峰、市立

力
試
し

力
試
し

小松商店会連盟からのお知らせ

　小松商店会連盟の「第15回こまつまちゼミ」が17店舗19講座の
内容で9月13日から10月12日の期間でスタートしています。
　「まちゼミ」は、お店の人が講師となって、プロならではの「コツ」
や「知識」を教えてくれるおトクで楽しい少人数制のミニ講座です。
　「季節の寄せ植え作り」や「スマホ教室体験」「お肌の回復エステ」
など参加しやすい内容で実施していますので、是非ご参加ください。
●10月1日～10月12日に開催する「まちゼミ」は次のと
おりです。申込方法については、右記QRコード、小
松商店会連盟・こまつまちゼミHPにてご確認ください。

初めての株式投資～NISA活用術～
弁護士による遺言・相続セミナー

事業者の方・中小企業の方向け～法律いろは＆ベンゴシ活用法～
ツヤツヤの髪になるためのシャンプー体験
肌の若返り体験をしてみませんか？
カイロプラクティック骨盤施術体験！！

肌の若返り体験をしてみませんか？

弁護士による遺言・相続セミナー
物価高騰に負けない！！賢いお金の備え方セミナー
夏の傷んだお肌回復エステ
肌の若返り体験をしてみませんか？
カイロプラクティック骨盤施術体験！！
北欧の〝ヒンメリ〞でお部屋を飾ります

夏の傷んだお肌回復エステ

事業者の方・中小企業の方向け～法律いろは＆ベンゴシ活用法～
肌の若返り体験をしてみませんか？
季節の寄せ植え　コンテナガーデンを作ろう！

季節の寄せ植え　コンテナガーデンを作ろう！

お店の人が教えてくれる!
得する街のゼミナール
inこまつ

「　　　　　　　　　　」
開催中

第15回こまつまちゼミ第15回こまつまちゼミ第15回こまつまちゼミ第15回こまつまちゼミ

１日

３日

５日

８日

９日

10日

11日

《10月開催分　開催日・講座名》
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7 小松商工会議所 2025.10



人
手
不
足
の
課
題
が
顕
著
、米
国
関
税
の
影
響
等
先
行
き
不
透
明

新
た
な
挑
戦
が
求
め
ら
れ
る

人
手
不
足
の
課
題
が
顕
著
、米
国
関
税
の
影
響
等
先
行
き
不
透
明

新
た
な
挑
戦
が
求
め
ら
れ
る

組
合
員
減
少
、
高
齢
化
も
課
題

❶
三
日
市
商
店
街
振
興
組
合

　
物
価
高
騰
、
実
質
経
済
の
停
滞
感

の
影
響
も
あ
り
、
引
き
続
き
小
規
模

小
売
業
は
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
や
お
旅
ま
つ

り
の
期
間
に
は
、
帰
省
客
や
旅
行
客

を
含
め
多
く
の
人
の
姿
が
見
ら
れ
た

が
、
当
商
店
街
で
は
営
業
店
舗
、
組

合
員
と
も
に
減
少
が
続
き
、
イ
ベ
ン

ト
を
行
う
こ
と
も
困
難
と
な
り
集
客

力
が
大
変
弱
く
な
っ
て
い
る
。

　
前
回
の
調
査
か
ら
、
組
合
員
の
減

少
は
な
い
も
の
の
営
業
店
舗
数
は
更

に
減
少
し
、
今
後
も
明
る
い
見
通
し

は
見
ら
れ
な
い
。
ア
ー
ケ
ー
ド
の
問

題
、
組
合
員
の
高
齢
化
な
ど
問
題
は

山
積
み
と
な
っ
て
い
る
。
残
っ
て
い

る
組
合
員
の
力
だ
け
で
は
新
し
い
動

き
を
起
こ
せ
な
い
の
が
実
情
と
な
っ

て
い
る
。

新
幹
線
効
果
と
昼
夜
の
賑
わ
い

❷
小
松
中
央
通
り
商
店
街
振
興
組
合

　
北
陸
新
幹
線
の
延
伸
か
ら
一
定
期

間
が
経
過
し
た
小
松
駅
前
エ
リ
ア
の

現
状
に
つ
い
て
、
新
た
な
動
き
が
見

ら
れ
る
。

　
新
幹
線
延
伸
後
、
観
光
客
の
顕
著

な
増
加
は
ま
だ
見
ら
れ
な
い
が
、
研

修
な
ど
を
含
む
ビ
ジ
ネ
ス
出
張
者
の

来
訪
は
増
え
て
い
る
。
こ
れ
に
伴
い
、

駅
周
辺
で
は
新
た
な
飲
食
店
が
次
々

と
オ
ー
プ
ン
し
、
テ
ナ
ン
ト
出
店
の

問
い
合
わ
せ
も
増
え
て
い
る
状
況
で

あ
る
。

　
特
に
、
夜
間
の
飲
食
店
出
店
が
相

次
い
だ
こ
と
で
、
こ
の
エ
リ
ア
全
体

の
魅
力
が
高
ま
り
、
他
市
か
ら
の
訪

問
者
も
増
え
つ
つ
あ
る
。

　
一
方
で
、
昼
間
の
時
間
帯
は
ホ
テ

ル
へ
の
移
動
や
滞
在
が
中
心
で
、
消

費
活
動
に
は
繋
が
り
に
く
い
と
い
う

課
題
が
残
っ
て
い
る
。
ま
た
、
観
光

客
に
よ
る
消
費
効
果
は
、
昼
夜
を
問

わ
ず
依
然
と
し
て
限
定
的
と
な
っ
て

い
る
。

　
し
か
し
、
今
後
の
更
な
る
賑
わ
い

創
出
に
向
け
て
、
明
る
い
兆
し
も
見

え
て
い
る
。「
新
た
に
3
棟
の
ホ
テ
ル

建
設
予
定
」「
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
レ
ジ
ャ

ー
施
設
の
出
店
」。
こ
れ
ら
の
計
画
が

進
め
ば
、
小
松
駅
周
辺
は
更
に
活
気

づ
き
、
地
域
経
済
の
活
性
化
が
期
待

さ
れ
る
。

　
そ
の
他
、
商
店
街
の
大
き
な
課
題

と
し
て
、
ア
ー
ケ
ー
ド
の
老
朽
化
が

挙
げ
ら
れ
る
。
商
店
街
の
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
の
重
要
性
を
再
認
識
し
、
単

な
る
商
店
街
の
枠
を
超
え
て
、
街
全

体
の
課
題
と
し
て
ア
ー
ケ
ー
ド
の
あ

り
方
を
再
検
討
し
、
解
決
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
化
で

商
業
へ
の
影
響
も
懸
念

❸
粟
津
駅
前
商
交
会

　
小
松
南
部
は
、
ま
だ
ま
だ
景
気
回

復
と
は
言
え
な
い
。
粟
津
駅
前
で
は

通
勤
通
学
の
時
間
帯
に
交
通
混
雑
が

発
生
し
、
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
化（
円

形
交
差
点
）の
整
備
も
行
っ
て
い
る
が
、

商
店
街
へ
の
来
店
に
も
繋
が
っ
て
ほ

し
い
。

　
経
営
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足

に
加
え
、
昨
今
の
景
気
動
向
に
よ
り

見
通
し
は
ま
だ
ま
だ
暗
い
。

　
地
域
全
体
で
新
た
な
魅
力
づ
く
り

に
取
り
組
み
、
活
性
化
へ
の
可
能
性

を
探
っ
て
い
き
た
い
。

業
界
内
格
差
あ
る
も

新
た
な
挑
戦

❹
小
松
織
物
工
業
協
同
組
合

　
国
内
景
気
は
緩
や
か
な
回
復
基
調

に
あ
る
が
力
強
さ
は
感
じ
ら
れ
な
い
。

物
価
上
昇
も
続
き
、
消
費
者
の
節
約

志
向
が
強
ま
り
、
繊
維
商
品（
衣
料
品

等
）ま
で
消
費
が
ま
わ
っ
て
来
な
い
状

況
で
あ
る
。

　
小
松
織
物
関
連
の
景
気
動
向
は
、

イ
ン
テ
リ
ア
・
カ
ー
テ
ン
関
係
の
受
注

数
は
微
増
傾
向
に
あ
る
。
特
に
高
級

ゾ
ー
ン
が
好
調
で
織
機
の
稼
働
状
況

も
順
調
で
あ
る
。
半
面
、
定
番
商
品

は
工
賃
が
合
わ
ず
苦
し
い
状
況
は
変

わ
ら
な
い
。

　
一
方
、
衣
料
に
関
し
て
は
在
庫
調

整
の
影
響
で
苦
戦
状
況
が
続
き
、
デ

ザ
イ
ン
性
や
機
能
性
に
特
化
し
た
差

別
化
衣
料
や
好
調
だ
っ
た
ス
ポ
ー
ツ

《令和７年度の振興委員》 順不同
 委員名 団体名 役職名
 角谷　亮 三日市商店街振興組合 理 事 長
 掛田　英治 小松中央通り商店街振興組合 理 事 長
 永田　博幸 粟津駅前商交会 会　　長
 川田　秀実 小松織物工業協同組合 事務局長
 中森　勇人 小松撚糸工業協同組合 理 事 長
 小林与志次 小松鉄工機器協同組合 専務理事
 油片　吉徳 小松鉄工団地協同組合 専務理事
 谷口　潤一 （一社）小松能美建設業協会 専務理事
 三田　英則 石川県九谷窯元工業協同組合 理 事 長
 河畑　宏昭 加南トラック事業協同組合 事務局長
 真田　尚 石川県電気工事工業組合加南本部 業務課長
 ◎茗荷谷豊 小松管工事協同組合 理 事 長
 坂井　浩明 小松魚商協同組合 理 事 長
 坂野　義文 粟津温泉旅館協同組合 事務局長
 山内　勇 小松建具組合  組 合 長
 山岸　稔 小松能美建築組合連合会 会　　長

業
種
別
景
況
報
告（
令
和
７
年
度
上
期
）小
規
模
企
業
振
興
委
員
連
絡
会

小
規
模
企
業
振
興
委
員
連
絡
会

衣
料
に
翳
り
が
見
え
、
先
行
き
に
不

安
が
あ
る
。

　
伝
統
の
絹
織
物（
和
装
）に
つ
い
て

は
高
齢
化
及
び
後
継
者
不
足
が
ま
す

ま
す
進
み
、
仕
事
が
あ
る
が
対
応
可

能
な
機
屋
が
な
い
と
い
う
危
機
的
状

況
と
な
っ
て
い
る
。

　
11
月
に
開
催
さ
れ
る
、
国
際
繊
維

見
本
市（
総
合
テ
キ
ス
タ
イ
ル
展
）に

向
け
て
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
を
と
ら
え

た
高
い
デ
ザ
イ
ン
性
、
高
機
能
、
高

品
質
の
新
商
品
織
物
開
発
の
た
め
、

一
部
で
は
あ
る
が
設
備
投
資
や
織
物

品
種
転
換
に
伴
う
織
物
組
織
替
え
を

行
う
頼
も
し
い
事
業
所
も
出
て
き
て

お
り
組
合
全
体
と
し
て
し
っ
か
り
と

支
え
小
松
織
物
産
地
を
盛
り
上
げ
た

い
。差

別
化
技
術
と
効
率
改
善
で

成
長
を
目
指
す

❺
小
松
撚
糸
工
業
協
同
組
合

　
国
内
の
繊
維
製
品
の
消
費
自
体
が

減
少
傾
向
に
あ
る
。
背
景
と
し
て
人

口
減
少
・
安
価
な
輸
入
品
の
増
加
・
衣

料
消
費
の
低
迷
・
フ
ァ
ス
ト
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
の
影
響
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

ア
パ
レ
ル
メ
ー
カ
ー
や
商
社
も
海
外

調
達
が
中
心
に
な
り
、
国
内
撚
糸
の

受
注
が
減
少
し
て
い
る
。
特
に「
高
価

格
帯
の
国
産
糸
」の
需
要
が
減
少
し
、

輸
入
糸（
中
国
・
東
南
ア
ジ
ア
）が
増
加

傾
向
に
あ
る
。

　
ま
た
、
電
力
コ
ス
ト
の
高
騰
、
人

手
不
足（
職
人
技
術
に
依
存
し
て
い
る

部
分
が
多
く
若
い
担
い
手
が
少
な
い
）、

高
齢
化（
技
術
承
継
が
進
ま
ず
熟
練
者

の
引
退
で
品
質
維
持
が
難
し
く
な
る

懸
念
）、
設
備
の
老
朽
化
な
ど
課
題
は

山
積
す
る
。

　
撚
糸
工
程
は
電
力
依
存
度
が
高
い
。

撚
糸
機（
リ
ン
グ
撚
糸
機
、
カ
バ
ー
リ

ン
グ
マ
シ
ン
、
合
撚
機
な
ど
）は
モ
ー

タ
ー
が
中
心
で
あ
り
、
一
定
速
度
で

長
時
間
稼
働
す
る
た
め
電
力
消
費
量

が
大
き
い
。
ま
た
、
高
速
回
転
や
空

調
・
湿
度
管
理
な
ど
安
定
し
た
電
力
供

給
が
不
可
欠
で
あ
り
、
電
力
コ
ス
ト

の
比
率
が
高
く
、
直
撃
を
受
け
や
す

い
構
造
で
あ
る
。
特
に
大
規
模
工
場

で
は
、
電
力
コ
ス
ト
が
製
造
原
価
の

中
で
無
視
で
き
な
い
割
合
を
占
め
る
。

　
繊
維
業
界
は「
原
料
＋
人
件
費
＋
エ

ネ
ル
ギ
ー
」で
コ
ス
ト
が
決
ま
る
。
中

国
や
東
南
ア
ジ
ア
に
比
べ
る
と
日
本

は
電
力
単
価
が
高
い
た
め
、
価
格
競

争
で
不
利
に
な
り
や
す
い
。
特
に
撚

糸
は
24
時
間
稼
働
が
多
く
、
停
止
・
再

稼
働
に
は
ロ
ス
が
発
生
す
る
。
各
企

業
の
中
に
は
高
効
率
モ
ー
タ
ー
や
イ

ン
バ
ー
タ
ー
制
御
、Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
な
ど

の
導
入
や
空
調
設
備
の
見
直
し
が
進

ん
で
い
る
。

　
撚
糸
産
業
は
、「
電
力
コ
ス
ト
依
存

型
」で
あ
り
、
国
際
競
争
力
や
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
対
応
に
直
結
す
る
要
素

と
い
え
る
。
各
企
業
は
、
世
界
に
誇

れ
る
高
い
技
術
力
と
差
別
化
を
更
に

推
し
進
め
、「
電
力
効
率
を
ど
う
改
善

す
る
か
」が
今
後
の
存
続
・
成
長
の
大

き
な
カ
ギ
と
な
る
。

行
政
支
援
へ
の
期
待

❻
小
松
鉄
工
機
器
協
同
組
合

　
大
手
建
設
機
械
メ
ー
カ
ー
は
、
需

要
の
減
少
が
長
期
化
し
て
お
り
、
今

年
度
に
入
っ
て
も
引
き
続
き
減
産
と

な
っ
て
い
る
。
組
合
員
企
業
の
多
く

は
、
影
響
を
受
け
て
部
品
製
造
受
注

が
減
少
し
定
時
操
業
と
な
っ
て
い
る
。

　
業
界
全
体
と
し
て
は
、
コ
ス
ト
上

昇
分
の
価
格
転
嫁
は
あ
る
程
度
進
ん

で
い
る
も
の
の
、
原
材
料
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
価
格
が
高
止
ま
っ
て
お
り
、
借

入
金
利
の
上
昇
、
受
注
の
減
少
、
賃

上
げ
な
ど
で
収
益
状
況
・
景
況
が
悪
化

し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
本
年
４

月
か
ら
米
ト
ラ
ン
プ
政
権
に
よ
る
相

互
関
税
が
導
入
さ
れ
、
８
月
に
15
％

が
日
本
に
発
動
さ
れ
た
。
今
後
は
関

税
に
よ
る
輸
出
コ
ス
ト
の
増
加
や
世

界
経
済
の
下
振
れ
に
よ
り
、
業
界
の

受
注
が
更
に
減
少
し
な
い
か
注
視
し

て
い
る
。

　
ま
た
、
長
引
く
原
材
料
・
エ
ネ
ル
ギ

ー
関
連
価
格
の
高
騰
、
深
刻
化
す
る

人
手
不
足
や
更
な
る
金
利
上
昇
、
大

幅
な
賃
上
げ
、
受
注
の
減
少
な
ど
で
、

経
営
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。

　
そ
の
た
め
、
行
政
に
は
早
期
の
総

合
経
済
対
策
を
実
施
し
て
中
小
企
業

の
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。

持
続
的
発
展
の
た
め
、

人
材
確
保
と
デ
ジ
タ
ル
化
を

❼
小
松
鉄
工
団
地
協
同
組
合

　
石
川
県
の
鉄
工
業
界
を
取
り
巻
く

状
況
は
、
依
然
と
し
て
厳
し
さ
が
続

い
て
い
る
。

　
石
川
県
鉄
工
機
電
業
界
の
２
０
２

５
年
４
〜
６
月
期
の
Ｄ
Ｉ
調
査
に
よ

る
と
、
売
上
高
は
▲
26
・
4（
前
回
▲

27
・
5
）と
低
迷
し
、
収
益
状
況
も
▲

24
・
6
と
厳
し
い
状
態
が
続
い
て
い
る
。

特
に
原
材
料
価
格
の
上
昇（
▲
57
・
6
）

が
大
き
な
負
担
と
な
り
、
操
業
率
の

低
下（
▲
９
・
０
）や
設
備
投
資
の
横
ば

い
な
ど
、
生
産
体
制
の
弱
さ
も
浮
き

彫
り
に
な
っ
て
い
る
。
来
期
は
や
や

改
善
の
見
通
し
が
あ
る
も
の
の
、
依

然
と
し
て
マ
イ
ナ
ス
域
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
。
外
部
の
影
響
と
し
て
は
、

米
国
の
関
税
政
策
や
海
外
情
勢
の
不

透
明
さ
が
あ
り
、
内
部
の
課
題
と
し

て
は
受
注
の
不
安
定（
39
・
８
％
）、
人

材
不
足（
26
・
５
％
）が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。

　
ま
た
、
大
手
建
設
機
械
メ
ー
カ
ー
は
、

米
国
の「
相
互
関
税
」の
影
響
に
よ
り
、

産
業
機
械
の
コ
ス
ト
増
や
、
建
設
機

械
・
車
両
の
需
要
減
少
が
起
き
る
可
能

性
を
示
し
て
い
る
。
石
川
県
に
と
っ

て
建
設
機
械
は
主
要
な
輸
出
品
目
で

あ
る
た
め
、
大
手
企
業
の
動
向
が
地

域
産
業
に
大
き
く
直
結
す
る
。
そ
の

た
め
、
景
気
回
復
に
は
時
間
が
か
か

る
と
見
ら
れ
、
引
き
続
き
注
意
が
必

要
で
あ
る
。

　
更
に
物
流
業
界
で
も
、
人
件
費
や

燃
料
費
、
車
両
維
持
費
の
増
加
に
加

え
て
人
手
不
足
の
影
響
が
あ
り
景
気

に
冷
え
込
み
が
見
ら
れ
る
。

　
全
体
と
し
て
、
業
界
全
般
に
大
き

な
改
善
は
見
ら
れ
ず
停
滞
感
が
続
い

て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

　
米
国
の
関
税
政
策
、
円
安
、
原
材

料
の
高
騰
と
い
っ
た
外
部
要
因
が
引

き
続
き
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
。
一
方
で
、
人
材
不
足
や
設
備
投

資
の
停
滞
と
い
っ
た
内
部
の
課
題
も

解
決
す
べ
き
問
題
と
し
て
残
っ
て
い

る
。

　
今
後
は
、
こ
う
し
た
要
因
を
見
極

め
な
が
ら
、
デ
ジ
タ
ル
化
や
Ａ
Ｉ
を

活
用
し
た
自
動
化
・
遠
隔
化
を
進
め
る

こ
と
、
ま
た
環
境
技
術
の
進
展
に
合

わ
せ
た
対
応
を
行
う
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。
更
に
、
業
界
の
持
続
的
な
発

展
に
は
、
人
材
の
確
保
と
育
成
と
い

っ
た
基
盤
づ
く
り
も
欠
か
せ
な
い
。

復
興
進
展
と

人
手
不
足
の
板
挟
み

❽（
一
社
）小
松
能
美
建
設
業
協
会

　
能
登
半
島
地
震
の
復
旧
・
復
興
支
援

の
公
費
解
体
工
事
も
終
盤
を
向
か
え

て
お
り
、
今
後
は
住
宅
の
建
替
え
、

修
繕
が
始
ま
る
が
、
人
手
不
足
や
資

材
の
高
騰
、
物
価
高
、
人
件
費
の
高

騰
に
よ
り
、
能
登
で
は
新
築
で
坪
単

価
が
２
０
０
万
円
と
の
相
場
も
聞
こ

え
て
き
て
い
る
。

　
小
松
駅
周
辺
で
は
新
規
ホ
テ
ル
の

進
出
が
盛
ん
で
あ
り
、
民
間
投
資
の

活
性
化
が
顕
著
に
見
ら
れ
る
状
況
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
駅
東
地
区
の

拠
点
施
設
で
あ
る
複
合
ビ
ル「
ウ
レ
シ

ャ
ス
小
松
」が
10
月
に
竣
工
さ
れ
、
永

続
的
な
賑
わ
い
創
り
の
拠
点
と
し
て
、

ま
た
、
災
害
時
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
拠

点
と
し
て
の
機
能
を
備
え
た
ビ
ル
と

し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
一
方
で
、
依
然
と
し
て
円
安
に
起

因
し
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
や
原
材

料
費
の
高
騰
に
よ
り
、
物
価
高
が
続
き
、

庶
民
の
生
活
を
圧
迫
し
て
い
る
。
ま

た
、
最
低
賃
金
が
10
月
よ
り
70
円
上

が
っ
て
、
１
、
０
０
０
円
を
初
め
て

超
え
、
１
、
０
５
４
円
と
な
り
、
高

い
水
準
の
引
き
上
げ
が
続
い
て
お
り
、

人
手
不
足
の
状
況
に
も
改
善
の
兆
し

が
見
え
な
い
状
況
で
あ
る
。
今
後
、

賃
金
上
昇
に
建
設
業
界
と
し
て
、
継

続
し
て
対
応
で
き
る
か
が
問
わ
れ
る

こ
と
と
な
る
。

　
猛
暑
が
続
く
中
、
６
月
か
ら
熱
中

症
対
策
が
義
務
化
さ
れ
、
従
業
員
の

熱
中
症
対
策
や
休
日
の
確
保
、
環
境

改
善
な
ど
働
き
方
改
革
の
対
応
に
追

わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
解
体
工
事
現

場
に
お
い
て
転
落
に
よ
る
事
故
が
発

生
し
、
改
め
て
、
安
全
対
策
の
徹
底

を
建
設
現
場
担
当
者
に
指
示
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　
公
共
事
業
に
お
い
て
は
、
下
水
道

の
災
害
復
旧
工
事
が
発
注
さ
れ
、
来

年
度
中
の
完
了
を
目
指
し
て
施
工
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
民
間
事

業
で
は
、
住
宅
の
新
増
築
に
つ
い
て

は
価
格
の
高
騰
で
見
合
わ
せ
る
こ
と

が
今
後
懸
念
さ
れ
、
先
が
見
通
せ
な

い
状
況
が
続
く
と
予
想
さ
れ
る
。

　
人
手
不
足
や
担
い
手
不
足
が
顕
著

に
な
っ
て
来
て
お
り
、
実
業
高
校
は

も
と
よ
り
、
普
通
高
校
へ
も
建
設
業

の
魅
力
や
地
域
の
守
り
手
と
し
て
の

使
命
な
ど
を
発
信
し
、
働
き
方
改
革

に
よ
る
週
休
２
日
の
確
保
、
賃
金
の

改
善
な
ど
に
よ
り
、
新
規
入
職
者
の

確
保
へ
の
取
組
を
積
極
的
に
行
う
こ

と
が
必
修
と
な
っ
て
い
る
。
建
設
業

へ
の
入
職
に
つ
い
て
は
、
行
政
と
一

緒
に
な
っ
て
取
り
組
ま
な
い
と
、
災

害
・
除
雪
時
の
対
応
に
お
い
て「
地
域

の
守
り
手
」と
し
て
の
建
設
業
の
使
命

を
果
た
せ
な
い
こ
と
と
な
る
こ
と
が

懸
念
さ
れ
る
。「
地
域
の
守
り
手
」と

し
て
の
使
命
を
担
う
建
設
業
が
存
続

し
続
け
る
た
め
に
は
、
将
来
の
担
い

手
確
保
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　
人
材
確
保
に
向
け
た
賃
上
げ
等
や

建
設
業
を
目
指
す
若
者
が
、
夢
と
誇

り
を
も
っ
て
活
躍
で
き
る
希
望
に
満

ち
た
業
界
と
な
る
よ
う
建
設
業
の
魅

力
発
信
に
向
け
て
、
働
き
方
改
革
推
進
、

処
遇
改
善
、
生
産
性
の
向
上
、Ｉ
Ｃ
Ｔ・

Ｄ
Ｘ
の
推
進
、
魅
力
あ
る
建
設
業
の

発
信
・
広
報
活
動
の
推
進
を
進
め
る
た

め
、
高
校
生
へ
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
や
企
業
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
実
施
し
、

人
材
確
保
に
繋
げ
て
い
き
た
い
。

単
価
設
定
と
商
品
開
発
が

鍵
と
な
る

❾
石
川
県
九
谷
窯
元
工
業
協
同
組
合

　
海
外
向
け
や
観
光
客
向
け
に
需
要

は
安
定
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
職
人
の
高
齢
化
が
進
ん
で
き
て
い

る
の
で
、
今
ま
で
通
り
の
生
産
工
程

を
維
持
す
る
こ
と
の
厳
し
さ
が
増
し

て
き
て
い
る
。
ま
た
、
近
年
の
賃
金

の
急
激
な
上
昇
で
、
人
件
費
や
原
材

料
費
の
仕
入
れ
の
負
担
が
増
え
て
く

る
と
見
込
ま
れ
る
の
で
、
こ
の
先
単

価
の
設
定
や
、
商
品
開
発
等
、
業
界

の
経
営
戦
略
が
問
わ
れ
る
。

新
法
で
揺
れ
る
運
送
業
界

10
加
南
ト
ラ
ッ
ク
事
業
協
同
組
合

　
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
は
、
労
働
環

境
の
改
善
と
運
賃
制
度
の
見
直
し
を

中
心
に
、
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て

い
る
。
特
に
、
２
０
２
５
年
６
月
に

公
布
さ
れ
た「
ト
ラ
ッ
ク
新
法
」に
よ

り
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
処
遇
改
善
や
長

時
間
労
働
の
是
正
、
多
重
下
請
け
構

造
の
制
限
な
ど
が
法
的
に
強
化
さ
れ
、

業
界
全
体
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て

い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
運
送
事
業
者

は
安
全
管
理
や
法
令
遵
守
の
徹
底
が

求
め
ら
れ
、
許
可
更
新
制
の
導
入
に

よ
っ
て
事
業
の
継
続
性
に
も
厳
し
い

審
査
が
加
わ
る
よ
う
に
な
る
。

　
一
方
、
運
賃
面
で
は「
標
準
的
運
賃
」

が
法
的
根
拠
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、

著
し
く
低
い
契
約
が
禁
止
さ
れ
る
な

ど
、
荷
主
と
の
交
渉
力
が
強
化
さ
れ
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
収
益
性
の
改
善
が
期

待
さ
れ
る
一
方
で
、
人
件
費
や
燃
料

費
の
上
昇
が
収
益
を
圧
迫
す
る
要
因

と
な
っ
て
い
る
。

　
今
後
は
、
デ
ジ
タ
ル
化（
Ｄ
Ｘ
）の

導
入
に
よ
る
業
務
効
率
化
や
、
荷
主

と
の
対
等
な
契
約
関
係
の
構
築
が
重

要
な
課
題
。
業
界
再
編
の
動
き
も
加

速
し
て
お
り
、
中
小
事
業
者
の
淘
汰

や
統
合
が
進
む
可
能
性
が
高
い
中
、

持
続
可
能
な
経
営
体
制
の
構
築
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

復
興
と
地
域
経
済
の

厳
し
い
現
状

11
石
川
県
電
気
工
事
工
業
組
合
加
南
本
部

　
能
登
半
島
地
震
か
ら
１
年
８
ヵ
月

が
経
ち
、
能
登
地
区
の
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
復
旧
工
事
も
継
続
中
で
あ
る
が
、

地
域
の
人
口
減
少
も
加
わ
り
復
興
の

進
捗
実
感
が
乏
し
い
。

　
加
賀
地
区
の
住
宅
着
工
件
数
は
、

２
０
２
５
年
４
月
の
建
築
基
準
法
改

正
に
よ
り「
確
認
審
査
期
間
が
７
日
以

内
か
ら
35
日
以
内
」に
変
更
さ
れ
た
影

響
で
前
年
度
を
大
き
く
下
回
っ
て
い

る
。
ま
た
、
建
築
資
材
高
騰
や
子
育

て
世
代
の
減
少
な
ど
も
あ
り
住
宅
着

工
数
は
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
る
。

　
公
共
工
事
及
び
民
間
の
設
備
投
資

に
つ
い
て
は
、
前
年
度
並
み
の
受
注

は
あ
る
が
、
一
方
で
材
料
費
高
騰
や

人
件
費
等
が
受
注
金
額
の
反
映
に
は

ま
だ
至
っ
て
い
な
い
。

　
個
々
の
企
業
で
は
、
世
界
経
済
の

不
安
定
要
因
が
景
気
の
先
行
き
不
透

明
感
を
増
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て

い
る
。

　
ま
た
、
労
働
環
境
の
整
備
や
、
人

材
不
足
の
深
刻
化
な
ど
人
的
要
因
に

係
る
費
用
が
企
業
の
コ
ス
ト
ア
ッ
プ

と
な
り
経
営
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
新
築
住
宅
の
着
工
件
数
は
減
少
傾

向
と
予
想
、
公
共
工
事
と
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
関
連
の
内
需
企
業
へ
の
民
間
設

備
投
資
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
の
継
続

的
な
投
資
に
期
待
し
た
い
。

　
一
方
で
、
金
利
の
上
昇
傾
向
や
人

件
費
高
騰
に
よ
り
、
企
業
の
収
益
力

低
下
や
産
業
間
の
人
材
獲
得
競
争
激

化
が
予
想
さ
れ
る
。

　
労
働
人
口
の
減
少
が
急
激
に
進
む

た
め
、
多
様
な
人
材（
シ
ニ
ア
層
・
女

性
・
外
国
人
労
働
者
等
）の
活
用
・
定

着
化
に
向
け
た
柔
軟
な
勤
務
制
度
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
導
入（
生
産
性
向
上
）

な
ど
の
人
事
戦
略
に
取
り
組
む
こ
と

が
必
須
と
予
想
さ
れ
る
。

水
を
守
る
使
命
と

業
界
の
未
来
へ
の
挑
戦

12
小
松
管
工
事
協
同
組
合

　
我
が
国
経
済
は
一
部
で
は
持
ち
直

し
の
動
き
も
見
ら
れ
る
一
方
、
我
々

の
業
界
に
と
っ
て
は
数
年
前
か
ら
続

い
て
い
る
資
材
価
格
の
上
昇
が
著
し

く
、
資
材
に
よ
っ
て
は
年
に
何
回
も

値
上
げ
さ
れ
て
い
る
物
も
あ
り
、
そ

の
価
格
転
嫁
の
困
難
さ
や
加
え
て
若

手
を
中
心
と
し
た
人
手
不
足
と
い
っ

た
課
題
も
複
層
的
に
絡
み
合
っ
て
お

り
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
環
境
が
続

い
て
い
る
。

　
更
に
工
事
件
数
も
減
少
傾
向
で
、

先
行
き
不
透
明
な
状
況
で
今
後
に
不

安
を
感
じ
て
い
る
。

　
能
登
半
島
地
震
発
生
よ
り
１
年
8

か
月
を
過
ぎ
た
今
で
も
、
本
組
合
に

よ
る
被
災
地
で
の
水
道
管
路
の
応
急

復
旧
は
続
い
て
い
る
。

　
経
営
的
に
は
大
変
厳
し
い
環
境
が

続
い
て
い
る
が
、
今
後
も
人
が
生
き

て
い
く
上
で
大
切
な
水
を
守
っ
て
い

る
我
々
の
業
界
が
し
っ
か
り
と
存
続

し
て
い
く
た
め
に
も
、
魅
力
あ
る
業

界
の
P
R
、
業
界
内
の
全
て
の
会
社

が
適
正
な
利
潤
を
得
る
仕
組
み
づ
く

り
を
通
し
て
、
働
く
人
の
給
与
や
休

日
と
い
っ
た
処
遇
改
善
や
技
術
者
の

雇
用
と
育
成
に
努
め
、
若
年
層
を
中

心
と
し
た
人
手
不
足
解
消
、
社
会
的

地
位
向
上
に
真
剣
に
取
り
組
み
、
業

界
の
未
来
に
繋
げ
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

猛
暑
と
不
漁
に
揺
れ
る

13
小
松
魚
商
協
同
組
合

　
今
夏
の
猛
暑
や
原
材
料
価
格
の
高

騰
、
人
手
不
足
は
も
ち
ろ
ん
、
取
り

巻
く
環
境
は
大
変
厳
し
い
の
一
言
で

あ
る
。
特
に
、
７
月
８
月
と
漁
獲
量

が
大
変
少
な
く
、
鮮
魚
店
や
飲
食
店

で
も
提
供
す
る
魚
貝
の
量
・
質
と
も
品

薄
状
態
が
続
い
て
い
る
。

　
９
月
の
底
引
き
網
漁
に
よ
っ
て
漁

獲
量
に
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、

残
暑
が
長
引
く
恐
れ
も
あ
り
、
見
通

し
が
つ
か
な
い
現
状
で
あ
る
。

補
助
事
業
後
の
集
客
苦
境

14
粟
津
温
泉
旅
館
協
同
組
合

　
昨
年
ま
で
補
助
事
業
が
あ
り
、
順

調
な
集
客
、
売
上
が
あ
り
好
調
で
あ

っ
た
が
、
本
年
か
ら
は
補
助
事
業
も

な
く
、
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　
観
光
協
会
で
は
、
会
員
旅
館
に
お

い
て「
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
企
画
」を
行
い
、

地
元
企
業
の
従
業
員
割（
常
時
１
割
引

き
）を
行
い
、
集
客
に
努
め
て
い
る
。

　
見
通
し
は
景
気
次
第
で
は
あ
る
が
、

経
費
の
増
加
が
負
担
と
な
っ
て
き
て

い
る
。

　
逆
境
を
乗
り
越
え
る
工
夫
と
挑
戦

を
続
け
、
地
域
と
の
協
力
を
深
め
る

こ
と
で
、
安
定
し
た
集
客
へ
と
繋
げ

る
必
要
が
あ
る
。

業
界
活
発
化
の
た
め
、

若
手
の
確
保
を

15
小
松
建
具
組
合

　
能
登
半
島
地
震
か
ら
の
復
興
整
備

が
進
み
、
住
宅
の
着
工
数
は
増
加
傾

向
に
あ
る
が
、
公
共
的
に
は
ま
だ
イ

ン
フ
ラ
整
備
の
段
階
で
あ
り
、
建
築

へ
の
予
算
ま
で
出
て
い
な
い
の
が
現

状
で
あ
る
。
材
料
に
関
し
て
は
高
止

ま
り
に
な
っ
て
い
る
が
、
各
企
業
の

人
件
費
問
題
も
深
刻
化
し
て
お
り
、

い
つ
値
上
げ
要
請
が
来
る
か
分
か
ら

な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。
請
負
金
額

を
上
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
が
、
元

請
金
額
が
決
ま
っ
て
い
る
中
で
、
請

負
金
額
交
渉
が
難
し
い
の
も
ひ
と
つ

の
要
因
で
あ
る
。
業
界
的
に
は
、
ま

だ
厳
し
い
状
況
が
続
く
と
考
え
ら
れ

る
。

　
仕
事
は
年
末
に
向
け
て
増
加
傾
向

に
あ
る
が
、
請
負
金
額
が
急
激
に
上

が
る
と
は
考
え
に
く
く
、
各
企
業
の

一
層
の
努
力
が
必
要
に
な
っ
て
く
る

と
考
え
ら
れ
る
。

　
各
企
業
の
維
持
が
大
事
に
な
っ
て

く
る
中
で
、
親
方
経
営
、
家
族
経
営

で
廃
業
し
て
い
る
企
業
が
各
県
の
組

合
で
出
て
き
て
い
る
。
今
後
、
そ
の

よ
う
な
組
合
に
出
て
い
る
よ
う
な
企

業
が
増
加
し
て
、
同
業
者
が
減
少
し

て
い
く
の
で
は
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
の
よ
う
な
見
通
し
の
中
で
、
若

い
方
が
入
る
こ
と
で
、
各
企
業
が
活

発
に
な
っ
て
く
る
。
若
い
世
代
に
関

心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
業
界

の
魅
力
を
伝
え
て
い
く
こ
と
が
業
界

全
体
の
活
性
化
に
繋
が
る
と
考
え
て

い
る
。

基
準
法
改
正
で

期
待
と
課
題
が
交
錯

16
小
松
能
美
建
築
組
合
連
合
会

　
現
在
も
相
変
わ
ら
ず
職
人
不
足
は

慢
性
的
に
あ
る
現
状
で
あ
る
。

　
建
設
コ
ス
ト
の
上
昇
は
い
ま
だ
に

止
ま
る
こ
と
が
な
く
、
食
料
品
な
ど

の
価
格
と
同
じ
よ
う
に
機
器
や
資
材

の
値
上
が
り
が
進
ん
で
い
る
。

　
そ
の
上
、
令
和
７
年
４
月
か
ら
の

改
正
建
築
基
準
法
や
建
築
物
省
エ
ネ

法
が
全
面
施
行
さ
れ
、
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に
向
け
た
省
エ
ネ

の
強
化
と
木
材
利
用
促
進
を
目
的
と

し
て
い
て
、
新
築
住
宅
に
は
省
エ
ネ

基
準
適
合
が
義
務
化
さ
れ
、
リ
フ
ォ

ー
ム
工
事
で
は
確
認
申
請
が
必
要
な

物
件
が
増
え
る
な
ど
、
建
設
工
事
の

コ
ス
ト
が
増
加
し
て
い
る
。

　
基
準
法
の
改
正
は
、
省
エ
ネ
へ
の

ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
に
は
対
応
で
き
、

ま
た
、
木
材
使
用
で
の
建
築
物
の
木

造
化
も
省
エ
ネ
対
策
と
し
て
大
き
な

効
果
が
あ
る
。
そ
の
上
、
建
物
の
構

造
の
安
全
性
向
上
が
期
待
で
き
る
。

　
し
か
し
、
職
人
不
足
や
賃
金
の
増
額
、

働
き
方
改
革
に
よ
る
休
日
の
増
加
、

資
材
の
高
騰
な
ど
で
、
建
築
工
事
の

工
期
や
コ
ス
ト
の
増
加
が
進
む
見
通

し
と
な
っ
て
い
る
。

　
今
後
も
施
工
主
が
資
材
の
高
騰
や
、

工
期
延
長
の
工
賃
増
加
な
ど
で
の
工

事
費
全
体
の
増
加
へ
の
理
解
が
進
む

こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　
小
松
商
工
会
議
所
が
設
け
る「
小
規
模
企
業
振
興
委
員
」は
、
会
頭
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
16
名
の
方
々

で
、
市
内
の
各
協
同
組
合
、
商
店
街
の
役
員
等
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
委
員
は
経
営
改
善
普
及
事
業
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、
小
規
模
企
業
者
の
経
営
等
に
関
す
る
悩
み

や
相
談
を
気
軽
に
受
け
て
、
商
工
会
議
所
中
小
企
業
相
談
所
に
紹
介
し
、
経
営
指
導
員
と
協
力
し
て

事
業
者
の
悩
み
や
問
題
解
決
に
あ
た
る
、
商
工
会
議
所
と
小
規
模
企
業
者
と
の
橋
渡
し
役
で
す
。

　
委
員
が
こ
の
８
月
に
ま
と
め
た
小
松
管
内
の
景
況
は
次
の
通
り
で
す
。

◎代表幹事

小規模企業振興委員連絡会 小規模企業振興委員連絡会
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人
手
不
足
の
課
題
が
顕
著
、米
国
関
税
の
影
響
等
先
行
き
不
透
明

新
た
な
挑
戦
が
求
め
ら
れ
る

人
手
不
足
の
課
題
が
顕
著
、米
国
関
税
の
影
響
等
先
行
き
不
透
明

新
た
な
挑
戦
が
求
め
ら
れ
る

組
合
員
減
少
、
高
齢
化
も
課
題

❶
三
日
市
商
店
街
振
興
組
合

　
物
価
高
騰
、
実
質
経
済
の
停
滞
感

の
影
響
も
あ
り
、
引
き
続
き
小
規
模

小
売
業
は
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
や
お
旅
ま
つ

り
の
期
間
に
は
、
帰
省
客
や
旅
行
客

を
含
め
多
く
の
人
の
姿
が
見
ら
れ
た

が
、
当
商
店
街
で
は
営
業
店
舗
、
組

合
員
と
も
に
減
少
が
続
き
、
イ
ベ
ン

ト
を
行
う
こ
と
も
困
難
と
な
り
集
客

力
が
大
変
弱
く
な
っ
て
い
る
。

　
前
回
の
調
査
か
ら
、
組
合
員
の
減

少
は
な
い
も
の
の
営
業
店
舗
数
は
更

に
減
少
し
、
今
後
も
明
る
い
見
通
し

は
見
ら
れ
な
い
。
ア
ー
ケ
ー
ド
の
問

題
、
組
合
員
の
高
齢
化
な
ど
問
題
は

山
積
み
と
な
っ
て
い
る
。
残
っ
て
い

る
組
合
員
の
力
だ
け
で
は
新
し
い
動

き
を
起
こ
せ
な
い
の
が
実
情
と
な
っ

て
い
る
。

新
幹
線
効
果
と
昼
夜
の
賑
わ
い

❷
小
松
中
央
通
り
商
店
街
振
興
組
合

　
北
陸
新
幹
線
の
延
伸
か
ら
一
定
期

間
が
経
過
し
た
小
松
駅
前
エ
リ
ア
の

現
状
に
つ
い
て
、
新
た
な
動
き
が
見

ら
れ
る
。

　
新
幹
線
延
伸
後
、
観
光
客
の
顕
著

な
増
加
は
ま
だ
見
ら
れ
な
い
が
、
研

修
な
ど
を
含
む
ビ
ジ
ネ
ス
出
張
者
の

来
訪
は
増
え
て
い
る
。
こ
れ
に
伴
い
、

駅
周
辺
で
は
新
た
な
飲
食
店
が
次
々

と
オ
ー
プ
ン
し
、
テ
ナ
ン
ト
出
店
の

問
い
合
わ
せ
も
増
え
て
い
る
状
況
で

あ
る
。

　
特
に
、
夜
間
の
飲
食
店
出
店
が
相

次
い
だ
こ
と
で
、
こ
の
エ
リ
ア
全
体

の
魅
力
が
高
ま
り
、
他
市
か
ら
の
訪

問
者
も
増
え
つ
つ
あ
る
。

　
一
方
で
、
昼
間
の
時
間
帯
は
ホ
テ

ル
へ
の
移
動
や
滞
在
が
中
心
で
、
消

費
活
動
に
は
繋
が
り
に
く
い
と
い
う

課
題
が
残
っ
て
い
る
。
ま
た
、
観
光

客
に
よ
る
消
費
効
果
は
、
昼
夜
を
問

わ
ず
依
然
と
し
て
限
定
的
と
な
っ
て

い
る
。

　
し
か
し
、
今
後
の
更
な
る
賑
わ
い

創
出
に
向
け
て
、
明
る
い
兆
し
も
見

え
て
い
る
。「
新
た
に
3
棟
の
ホ
テ
ル

建
設
予
定
」「
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
レ
ジ
ャ

ー
施
設
の
出
店
」。
こ
れ
ら
の
計
画
が

進
め
ば
、
小
松
駅
周
辺
は
更
に
活
気

づ
き
、
地
域
経
済
の
活
性
化
が
期
待

さ
れ
る
。

　
そ
の
他
、
商
店
街
の
大
き
な
課
題

と
し
て
、
ア
ー
ケ
ー
ド
の
老
朽
化
が

挙
げ
ら
れ
る
。
商
店
街
の
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
の
重
要
性
を
再
認
識
し
、
単

な
る
商
店
街
の
枠
を
超
え
て
、
街
全

体
の
課
題
と
し
て
ア
ー
ケ
ー
ド
の
あ

り
方
を
再
検
討
し
、
解
決
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
化
で

商
業
へ
の
影
響
も
懸
念

❸
粟
津
駅
前
商
交
会

　
小
松
南
部
は
、
ま
だ
ま
だ
景
気
回

復
と
は
言
え
な
い
。
粟
津
駅
前
で
は

通
勤
通
学
の
時
間
帯
に
交
通
混
雑
が

発
生
し
、
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
化（
円

形
交
差
点
）の
整
備
も
行
っ
て
い
る
が
、

商
店
街
へ
の
来
店
に
も
繋
が
っ
て
ほ

し
い
。

　
経
営
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足

に
加
え
、
昨
今
の
景
気
動
向
に
よ
り

見
通
し
は
ま
だ
ま
だ
暗
い
。

　
地
域
全
体
で
新
た
な
魅
力
づ
く
り

に
取
り
組
み
、
活
性
化
へ
の
可
能
性

を
探
っ
て
い
き
た
い
。

業
界
内
格
差
あ
る
も

新
た
な
挑
戦

❹
小
松
織
物
工
業
協
同
組
合

　
国
内
景
気
は
緩
や
か
な
回
復
基
調

に
あ
る
が
力
強
さ
は
感
じ
ら
れ
な
い
。

物
価
上
昇
も
続
き
、
消
費
者
の
節
約

志
向
が
強
ま
り
、
繊
維
商
品（
衣
料
品

等
）ま
で
消
費
が
ま
わ
っ
て
来
な
い
状

況
で
あ
る
。

　
小
松
織
物
関
連
の
景
気
動
向
は
、

イ
ン
テ
リ
ア
・
カ
ー
テ
ン
関
係
の
受
注

数
は
微
増
傾
向
に
あ
る
。
特
に
高
級

ゾ
ー
ン
が
好
調
で
織
機
の
稼
働
状
況

も
順
調
で
あ
る
。
半
面
、
定
番
商
品

は
工
賃
が
合
わ
ず
苦
し
い
状
況
は
変

わ
ら
な
い
。

　
一
方
、
衣
料
に
関
し
て
は
在
庫
調

整
の
影
響
で
苦
戦
状
況
が
続
き
、
デ

ザ
イ
ン
性
や
機
能
性
に
特
化
し
た
差

別
化
衣
料
や
好
調
だ
っ
た
ス
ポ
ー
ツ

《令和７年度の振興委員》 順不同
 委員名 団体名 役職名
 角谷　亮 三日市商店街振興組合 理 事 長
 掛田　英治 小松中央通り商店街振興組合 理 事 長
 永田　博幸 粟津駅前商交会 会　　長
 川田　秀実 小松織物工業協同組合 事務局長
 中森　勇人 小松撚糸工業協同組合 理 事 長
 小林与志次 小松鉄工機器協同組合 専務理事
 油片　吉徳 小松鉄工団地協同組合 専務理事
 谷口　潤一 （一社）小松能美建設業協会 専務理事
 三田　英則 石川県九谷窯元工業協同組合 理 事 長
 河畑　宏昭 加南トラック事業協同組合 事務局長
 真田　尚 石川県電気工事工業組合加南本部 業務課長
 ◎茗荷谷豊 小松管工事協同組合 理 事 長
 坂井　浩明 小松魚商協同組合 理 事 長
 坂野　義文 粟津温泉旅館協同組合 事務局長
 山内　勇 小松建具組合  組 合 長
 山岸　稔 小松能美建築組合連合会 会　　長

業
種
別
景
況
報
告（
令
和
７
年
度
上
期
）小
規
模
企
業
振
興
委
員
連
絡
会

小
規
模
企
業
振
興
委
員
連
絡
会

衣
料
に
翳
り
が
見
え
、
先
行
き
に
不

安
が
あ
る
。

　
伝
統
の
絹
織
物（
和
装
）に
つ
い
て

は
高
齢
化
及
び
後
継
者
不
足
が
ま
す

ま
す
進
み
、
仕
事
が
あ
る
が
対
応
可

能
な
機
屋
が
な
い
と
い
う
危
機
的
状

況
と
な
っ
て
い
る
。

　
11
月
に
開
催
さ
れ
る
、
国
際
繊
維

見
本
市（
総
合
テ
キ
ス
タ
イ
ル
展
）に

向
け
て
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
を
と
ら
え

た
高
い
デ
ザ
イ
ン
性
、
高
機
能
、
高

品
質
の
新
商
品
織
物
開
発
の
た
め
、

一
部
で
は
あ
る
が
設
備
投
資
や
織
物

品
種
転
換
に
伴
う
織
物
組
織
替
え
を

行
う
頼
も
し
い
事
業
所
も
出
て
き
て

お
り
組
合
全
体
と
し
て
し
っ
か
り
と

支
え
小
松
織
物
産
地
を
盛
り
上
げ
た

い
。差

別
化
技
術
と
効
率
改
善
で

成
長
を
目
指
す

❺
小
松
撚
糸
工
業
協
同
組
合

　
国
内
の
繊
維
製
品
の
消
費
自
体
が

減
少
傾
向
に
あ
る
。
背
景
と
し
て
人

口
減
少
・
安
価
な
輸
入
品
の
増
加
・
衣

料
消
費
の
低
迷
・
フ
ァ
ス
ト
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
の
影
響
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

ア
パ
レ
ル
メ
ー
カ
ー
や
商
社
も
海
外

調
達
が
中
心
に
な
り
、
国
内
撚
糸
の

受
注
が
減
少
し
て
い
る
。
特
に「
高
価

格
帯
の
国
産
糸
」の
需
要
が
減
少
し
、

輸
入
糸（
中
国
・
東
南
ア
ジ
ア
）が
増
加

傾
向
に
あ
る
。

　
ま
た
、
電
力
コ
ス
ト
の
高
騰
、
人

手
不
足（
職
人
技
術
に
依
存
し
て
い
る

部
分
が
多
く
若
い
担
い
手
が
少
な
い
）、

高
齢
化（
技
術
承
継
が
進
ま
ず
熟
練
者

の
引
退
で
品
質
維
持
が
難
し
く
な
る

懸
念
）、
設
備
の
老
朽
化
な
ど
課
題
は

山
積
す
る
。

　
撚
糸
工
程
は
電
力
依
存
度
が
高
い
。

撚
糸
機（
リ
ン
グ
撚
糸
機
、
カ
バ
ー
リ

ン
グ
マ
シ
ン
、
合
撚
機
な
ど
）は
モ
ー

タ
ー
が
中
心
で
あ
り
、
一
定
速
度
で

長
時
間
稼
働
す
る
た
め
電
力
消
費
量

が
大
き
い
。
ま
た
、
高
速
回
転
や
空

調
・
湿
度
管
理
な
ど
安
定
し
た
電
力
供

給
が
不
可
欠
で
あ
り
、
電
力
コ
ス
ト

の
比
率
が
高
く
、
直
撃
を
受
け
や
す

い
構
造
で
あ
る
。
特
に
大
規
模
工
場

で
は
、
電
力
コ
ス
ト
が
製
造
原
価
の

中
で
無
視
で
き
な
い
割
合
を
占
め
る
。

　
繊
維
業
界
は「
原
料
＋
人
件
費
＋
エ

ネ
ル
ギ
ー
」で
コ
ス
ト
が
決
ま
る
。
中

国
や
東
南
ア
ジ
ア
に
比
べ
る
と
日
本

は
電
力
単
価
が
高
い
た
め
、
価
格
競

争
で
不
利
に
な
り
や
す
い
。
特
に
撚

糸
は
24
時
間
稼
働
が
多
く
、
停
止
・
再

稼
働
に
は
ロ
ス
が
発
生
す
る
。
各
企

業
の
中
に
は
高
効
率
モ
ー
タ
ー
や
イ

ン
バ
ー
タ
ー
制
御
、Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
な
ど

の
導
入
や
空
調
設
備
の
見
直
し
が
進

ん
で
い
る
。

　
撚
糸
産
業
は
、「
電
力
コ
ス
ト
依
存

型
」で
あ
り
、
国
際
競
争
力
や
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
対
応
に
直
結
す
る
要
素

と
い
え
る
。
各
企
業
は
、
世
界
に
誇

れ
る
高
い
技
術
力
と
差
別
化
を
更
に

推
し
進
め
、「
電
力
効
率
を
ど
う
改
善

す
る
か
」が
今
後
の
存
続
・
成
長
の
大

き
な
カ
ギ
と
な
る
。

行
政
支
援
へ
の
期
待

❻
小
松
鉄
工
機
器
協
同
組
合

　
大
手
建
設
機
械
メ
ー
カ
ー
は
、
需

要
の
減
少
が
長
期
化
し
て
お
り
、
今

年
度
に
入
っ
て
も
引
き
続
き
減
産
と

な
っ
て
い
る
。
組
合
員
企
業
の
多
く

は
、
影
響
を
受
け
て
部
品
製
造
受
注

が
減
少
し
定
時
操
業
と
な
っ
て
い
る
。

　
業
界
全
体
と
し
て
は
、
コ
ス
ト
上

昇
分
の
価
格
転
嫁
は
あ
る
程
度
進
ん

で
い
る
も
の
の
、
原
材
料
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
価
格
が
高
止
ま
っ
て
お
り
、
借

入
金
利
の
上
昇
、
受
注
の
減
少
、
賃

上
げ
な
ど
で
収
益
状
況
・
景
況
が
悪
化

し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
本
年
４

月
か
ら
米
ト
ラ
ン
プ
政
権
に
よ
る
相

互
関
税
が
導
入
さ
れ
、
８
月
に
15
％

が
日
本
に
発
動
さ
れ
た
。
今
後
は
関

税
に
よ
る
輸
出
コ
ス
ト
の
増
加
や
世

界
経
済
の
下
振
れ
に
よ
り
、
業
界
の

受
注
が
更
に
減
少
し
な
い
か
注
視
し

て
い
る
。

　
ま
た
、
長
引
く
原
材
料
・
エ
ネ
ル
ギ

ー
関
連
価
格
の
高
騰
、
深
刻
化
す
る

人
手
不
足
や
更
な
る
金
利
上
昇
、
大

幅
な
賃
上
げ
、
受
注
の
減
少
な
ど
で
、

経
営
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。

　
そ
の
た
め
、
行
政
に
は
早
期
の
総

合
経
済
対
策
を
実
施
し
て
中
小
企
業

の
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。

持
続
的
発
展
の
た
め
、

人
材
確
保
と
デ
ジ
タ
ル
化
を

❼
小
松
鉄
工
団
地
協
同
組
合

　
石
川
県
の
鉄
工
業
界
を
取
り
巻
く

状
況
は
、
依
然
と
し
て
厳
し
さ
が
続

い
て
い
る
。

　
石
川
県
鉄
工
機
電
業
界
の
２
０
２

５
年
４
〜
６
月
期
の
Ｄ
Ｉ
調
査
に
よ

る
と
、
売
上
高
は
▲
26
・
4（
前
回
▲

27
・
5
）と
低
迷
し
、
収
益
状
況
も
▲

24
・
6
と
厳
し
い
状
態
が
続
い
て
い
る
。

特
に
原
材
料
価
格
の
上
昇（
▲
57
・
6
）

が
大
き
な
負
担
と
な
り
、
操
業
率
の

低
下（
▲
９
・
０
）や
設
備
投
資
の
横
ば

い
な
ど
、
生
産
体
制
の
弱
さ
も
浮
き

彫
り
に
な
っ
て
い
る
。
来
期
は
や
や

改
善
の
見
通
し
が
あ
る
も
の
の
、
依

然
と
し
て
マ
イ
ナ
ス
域
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
。
外
部
の
影
響
と
し
て
は
、

米
国
の
関
税
政
策
や
海
外
情
勢
の
不

透
明
さ
が
あ
り
、
内
部
の
課
題
と
し

て
は
受
注
の
不
安
定（
39
・
８
％
）、
人

材
不
足（
26
・
５
％
）が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。

　
ま
た
、
大
手
建
設
機
械
メ
ー
カ
ー
は
、

米
国
の「
相
互
関
税
」の
影
響
に
よ
り
、

産
業
機
械
の
コ
ス
ト
増
や
、
建
設
機

械
・
車
両
の
需
要
減
少
が
起
き
る
可
能

性
を
示
し
て
い
る
。
石
川
県
に
と
っ

て
建
設
機
械
は
主
要
な
輸
出
品
目
で

あ
る
た
め
、
大
手
企
業
の
動
向
が
地

域
産
業
に
大
き
く
直
結
す
る
。
そ
の

た
め
、
景
気
回
復
に
は
時
間
が
か
か

る
と
見
ら
れ
、
引
き
続
き
注
意
が
必

要
で
あ
る
。

　
更
に
物
流
業
界
で
も
、
人
件
費
や

燃
料
費
、
車
両
維
持
費
の
増
加
に
加

え
て
人
手
不
足
の
影
響
が
あ
り
景
気

に
冷
え
込
み
が
見
ら
れ
る
。

　
全
体
と
し
て
、
業
界
全
般
に
大
き

な
改
善
は
見
ら
れ
ず
停
滞
感
が
続
い

て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

　
米
国
の
関
税
政
策
、
円
安
、
原
材

料
の
高
騰
と
い
っ
た
外
部
要
因
が
引

き
続
き
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
。
一
方
で
、
人
材
不
足
や
設
備
投

資
の
停
滞
と
い
っ
た
内
部
の
課
題
も

解
決
す
べ
き
問
題
と
し
て
残
っ
て
い

る
。

　
今
後
は
、
こ
う
し
た
要
因
を
見
極

め
な
が
ら
、
デ
ジ
タ
ル
化
や
Ａ
Ｉ
を

活
用
し
た
自
動
化
・
遠
隔
化
を
進
め
る

こ
と
、
ま
た
環
境
技
術
の
進
展
に
合

わ
せ
た
対
応
を
行
う
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。
更
に
、
業
界
の
持
続
的
な
発

展
に
は
、
人
材
の
確
保
と
育
成
と
い

っ
た
基
盤
づ
く
り
も
欠
か
せ
な
い
。

復
興
進
展
と

人
手
不
足
の
板
挟
み

❽（
一
社
）小
松
能
美
建
設
業
協
会

　
能
登
半
島
地
震
の
復
旧
・
復
興
支
援

の
公
費
解
体
工
事
も
終
盤
を
向
か
え

て
お
り
、
今
後
は
住
宅
の
建
替
え
、

修
繕
が
始
ま
る
が
、
人
手
不
足
や
資

材
の
高
騰
、
物
価
高
、
人
件
費
の
高

騰
に
よ
り
、
能
登
で
は
新
築
で
坪
単

価
が
２
０
０
万
円
と
の
相
場
も
聞
こ

え
て
き
て
い
る
。

　
小
松
駅
周
辺
で
は
新
規
ホ
テ
ル
の

進
出
が
盛
ん
で
あ
り
、
民
間
投
資
の

活
性
化
が
顕
著
に
見
ら
れ
る
状
況
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
駅
東
地
区
の

拠
点
施
設
で
あ
る
複
合
ビ
ル「
ウ
レ
シ

ャ
ス
小
松
」が
10
月
に
竣
工
さ
れ
、
永

続
的
な
賑
わ
い
創
り
の
拠
点
と
し
て
、

ま
た
、
災
害
時
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
拠

点
と
し
て
の
機
能
を
備
え
た
ビ
ル
と

し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
一
方
で
、
依
然
と
し
て
円
安
に
起

因
し
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
や
原
材

料
費
の
高
騰
に
よ
り
、
物
価
高
が
続
き
、

庶
民
の
生
活
を
圧
迫
し
て
い
る
。
ま

た
、
最
低
賃
金
が
10
月
よ
り
70
円
上

が
っ
て
、
１
、
０
０
０
円
を
初
め
て

超
え
、
１
、
０
５
４
円
と
な
り
、
高

い
水
準
の
引
き
上
げ
が
続
い
て
お
り
、

人
手
不
足
の
状
況
に
も
改
善
の
兆
し

が
見
え
な
い
状
況
で
あ
る
。
今
後
、

賃
金
上
昇
に
建
設
業
界
と
し
て
、
継

続
し
て
対
応
で
き
る
か
が
問
わ
れ
る

こ
と
と
な
る
。

　
猛
暑
が
続
く
中
、
６
月
か
ら
熱
中

症
対
策
が
義
務
化
さ
れ
、
従
業
員
の

熱
中
症
対
策
や
休
日
の
確
保
、
環
境

改
善
な
ど
働
き
方
改
革
の
対
応
に
追

わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
解
体
工
事
現

場
に
お
い
て
転
落
に
よ
る
事
故
が
発

生
し
、
改
め
て
、
安
全
対
策
の
徹
底

を
建
設
現
場
担
当
者
に
指
示
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　
公
共
事
業
に
お
い
て
は
、
下
水
道

の
災
害
復
旧
工
事
が
発
注
さ
れ
、
来

年
度
中
の
完
了
を
目
指
し
て
施
工
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
民
間
事

業
で
は
、
住
宅
の
新
増
築
に
つ
い
て

は
価
格
の
高
騰
で
見
合
わ
せ
る
こ
と

が
今
後
懸
念
さ
れ
、
先
が
見
通
せ
な

い
状
況
が
続
く
と
予
想
さ
れ
る
。

　
人
手
不
足
や
担
い
手
不
足
が
顕
著

に
な
っ
て
来
て
お
り
、
実
業
高
校
は

も
と
よ
り
、
普
通
高
校
へ
も
建
設
業

の
魅
力
や
地
域
の
守
り
手
と
し
て
の

使
命
な
ど
を
発
信
し
、
働
き
方
改
革

に
よ
る
週
休
２
日
の
確
保
、
賃
金
の

改
善
な
ど
に
よ
り
、
新
規
入
職
者
の

確
保
へ
の
取
組
を
積
極
的
に
行
う
こ

と
が
必
修
と
な
っ
て
い
る
。
建
設
業

へ
の
入
職
に
つ
い
て
は
、
行
政
と
一

緒
に
な
っ
て
取
り
組
ま
な
い
と
、
災

害
・
除
雪
時
の
対
応
に
お
い
て「
地
域

の
守
り
手
」と
し
て
の
建
設
業
の
使
命

を
果
た
せ
な
い
こ
と
と
な
る
こ
と
が

懸
念
さ
れ
る
。「
地
域
の
守
り
手
」と

し
て
の
使
命
を
担
う
建
設
業
が
存
続

し
続
け
る
た
め
に
は
、
将
来
の
担
い

手
確
保
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　
人
材
確
保
に
向
け
た
賃
上
げ
等
や

建
設
業
を
目
指
す
若
者
が
、
夢
と
誇

り
を
も
っ
て
活
躍
で
き
る
希
望
に
満

ち
た
業
界
と
な
る
よ
う
建
設
業
の
魅

力
発
信
に
向
け
て
、
働
き
方
改
革
推
進
、

処
遇
改
善
、
生
産
性
の
向
上
、Ｉ
Ｃ
Ｔ・

Ｄ
Ｘ
の
推
進
、
魅
力
あ
る
建
設
業
の

発
信
・
広
報
活
動
の
推
進
を
進
め
る
た

め
、
高
校
生
へ
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
や
企
業
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
実
施
し
、

人
材
確
保
に
繋
げ
て
い
き
た
い
。

単
価
設
定
と
商
品
開
発
が

鍵
と
な
る

❾
石
川
県
九
谷
窯
元
工
業
協
同
組
合

　
海
外
向
け
や
観
光
客
向
け
に
需
要

は
安
定
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
職
人
の
高
齢
化
が
進
ん
で
き
て
い

る
の
で
、
今
ま
で
通
り
の
生
産
工
程

を
維
持
す
る
こ
と
の
厳
し
さ
が
増
し

て
き
て
い
る
。
ま
た
、
近
年
の
賃
金

の
急
激
な
上
昇
で
、
人
件
費
や
原
材

料
費
の
仕
入
れ
の
負
担
が
増
え
て
く

る
と
見
込
ま
れ
る
の
で
、
こ
の
先
単

価
の
設
定
や
、
商
品
開
発
等
、
業
界

の
経
営
戦
略
が
問
わ
れ
る
。

新
法
で
揺
れ
る
運
送
業
界

10
加
南
ト
ラ
ッ
ク
事
業
協
同
組
合

　
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
は
、
労
働
環

境
の
改
善
と
運
賃
制
度
の
見
直
し
を

中
心
に
、
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て

い
る
。
特
に
、
２
０
２
５
年
６
月
に

公
布
さ
れ
た「
ト
ラ
ッ
ク
新
法
」に
よ

り
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
処
遇
改
善
や
長

時
間
労
働
の
是
正
、
多
重
下
請
け
構

造
の
制
限
な
ど
が
法
的
に
強
化
さ
れ
、

業
界
全
体
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て

い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
運
送
事
業
者

は
安
全
管
理
や
法
令
遵
守
の
徹
底
が

求
め
ら
れ
、
許
可
更
新
制
の
導
入
に

よ
っ
て
事
業
の
継
続
性
に
も
厳
し
い

審
査
が
加
わ
る
よ
う
に
な
る
。

　
一
方
、
運
賃
面
で
は「
標
準
的
運
賃
」

が
法
的
根
拠
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、

著
し
く
低
い
契
約
が
禁
止
さ
れ
る
な

ど
、
荷
主
と
の
交
渉
力
が
強
化
さ
れ
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
収
益
性
の
改
善
が
期

待
さ
れ
る
一
方
で
、
人
件
費
や
燃
料

費
の
上
昇
が
収
益
を
圧
迫
す
る
要
因

と
な
っ
て
い
る
。

　
今
後
は
、
デ
ジ
タ
ル
化（
Ｄ
Ｘ
）の

導
入
に
よ
る
業
務
効
率
化
や
、
荷
主

と
の
対
等
な
契
約
関
係
の
構
築
が
重

要
な
課
題
。
業
界
再
編
の
動
き
も
加

速
し
て
お
り
、
中
小
事
業
者
の
淘
汰

や
統
合
が
進
む
可
能
性
が
高
い
中
、

持
続
可
能
な
経
営
体
制
の
構
築
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

復
興
と
地
域
経
済
の

厳
し
い
現
状

11
石
川
県
電
気
工
事
工
業
組
合
加
南
本
部

　
能
登
半
島
地
震
か
ら
１
年
８
ヵ
月

が
経
ち
、
能
登
地
区
の
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
復
旧
工
事
も
継
続
中
で
あ
る
が
、

地
域
の
人
口
減
少
も
加
わ
り
復
興
の

進
捗
実
感
が
乏
し
い
。

　
加
賀
地
区
の
住
宅
着
工
件
数
は
、

２
０
２
５
年
４
月
の
建
築
基
準
法
改

正
に
よ
り「
確
認
審
査
期
間
が
７
日
以

内
か
ら
35
日
以
内
」に
変
更
さ
れ
た
影

響
で
前
年
度
を
大
き
く
下
回
っ
て
い

る
。
ま
た
、
建
築
資
材
高
騰
や
子
育

て
世
代
の
減
少
な
ど
も
あ
り
住
宅
着

工
数
は
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
る
。

　
公
共
工
事
及
び
民
間
の
設
備
投
資

に
つ
い
て
は
、
前
年
度
並
み
の
受
注

は
あ
る
が
、
一
方
で
材
料
費
高
騰
や

人
件
費
等
が
受
注
金
額
の
反
映
に
は

ま
だ
至
っ
て
い
な
い
。

　
個
々
の
企
業
で
は
、
世
界
経
済
の

不
安
定
要
因
が
景
気
の
先
行
き
不
透

明
感
を
増
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て

い
る
。

　
ま
た
、
労
働
環
境
の
整
備
や
、
人

材
不
足
の
深
刻
化
な
ど
人
的
要
因
に

係
る
費
用
が
企
業
の
コ
ス
ト
ア
ッ
プ

と
な
り
経
営
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
新
築
住
宅
の
着
工
件
数
は
減
少
傾

向
と
予
想
、
公
共
工
事
と
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
関
連
の
内
需
企
業
へ
の
民
間
設

備
投
資
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
の
継
続

的
な
投
資
に
期
待
し
た
い
。

　
一
方
で
、
金
利
の
上
昇
傾
向
や
人

件
費
高
騰
に
よ
り
、
企
業
の
収
益
力

低
下
や
産
業
間
の
人
材
獲
得
競
争
激

化
が
予
想
さ
れ
る
。

　
労
働
人
口
の
減
少
が
急
激
に
進
む

た
め
、
多
様
な
人
材（
シ
ニ
ア
層
・
女

性
・
外
国
人
労
働
者
等
）の
活
用
・
定

着
化
に
向
け
た
柔
軟
な
勤
務
制
度
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
導
入（
生
産
性
向
上
）

な
ど
の
人
事
戦
略
に
取
り
組
む
こ
と

が
必
須
と
予
想
さ
れ
る
。

水
を
守
る
使
命
と

業
界
の
未
来
へ
の
挑
戦

12
小
松
管
工
事
協
同
組
合

　
我
が
国
経
済
は
一
部
で
は
持
ち
直

し
の
動
き
も
見
ら
れ
る
一
方
、
我
々

の
業
界
に
と
っ
て
は
数
年
前
か
ら
続

い
て
い
る
資
材
価
格
の
上
昇
が
著
し

く
、
資
材
に
よ
っ
て
は
年
に
何
回
も

値
上
げ
さ
れ
て
い
る
物
も
あ
り
、
そ

の
価
格
転
嫁
の
困
難
さ
や
加
え
て
若

手
を
中
心
と
し
た
人
手
不
足
と
い
っ

た
課
題
も
複
層
的
に
絡
み
合
っ
て
お

り
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
環
境
が
続

い
て
い
る
。

　
更
に
工
事
件
数
も
減
少
傾
向
で
、

先
行
き
不
透
明
な
状
況
で
今
後
に
不

安
を
感
じ
て
い
る
。

　
能
登
半
島
地
震
発
生
よ
り
１
年
8

か
月
を
過
ぎ
た
今
で
も
、
本
組
合
に

よ
る
被
災
地
で
の
水
道
管
路
の
応
急

復
旧
は
続
い
て
い
る
。

　
経
営
的
に
は
大
変
厳
し
い
環
境
が

続
い
て
い
る
が
、
今
後
も
人
が
生
き

て
い
く
上
で
大
切
な
水
を
守
っ
て
い

る
我
々
の
業
界
が
し
っ
か
り
と
存
続

し
て
い
く
た
め
に
も
、
魅
力
あ
る
業

界
の
P
R
、
業
界
内
の
全
て
の
会
社

が
適
正
な
利
潤
を
得
る
仕
組
み
づ
く

り
を
通
し
て
、
働
く
人
の
給
与
や
休

日
と
い
っ
た
処
遇
改
善
や
技
術
者
の

雇
用
と
育
成
に
努
め
、
若
年
層
を
中

心
と
し
た
人
手
不
足
解
消
、
社
会
的

地
位
向
上
に
真
剣
に
取
り
組
み
、
業

界
の
未
来
に
繋
げ
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

猛
暑
と
不
漁
に
揺
れ
る

13
小
松
魚
商
協
同
組
合

　
今
夏
の
猛
暑
や
原
材
料
価
格
の
高

騰
、
人
手
不
足
は
も
ち
ろ
ん
、
取
り

巻
く
環
境
は
大
変
厳
し
い
の
一
言
で

あ
る
。
特
に
、
７
月
８
月
と
漁
獲
量

が
大
変
少
な
く
、
鮮
魚
店
や
飲
食
店

で
も
提
供
す
る
魚
貝
の
量
・
質
と
も
品

薄
状
態
が
続
い
て
い
る
。

　
９
月
の
底
引
き
網
漁
に
よ
っ
て
漁

獲
量
に
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、

残
暑
が
長
引
く
恐
れ
も
あ
り
、
見
通

し
が
つ
か
な
い
現
状
で
あ
る
。

補
助
事
業
後
の
集
客
苦
境

14
粟
津
温
泉
旅
館
協
同
組
合

　
昨
年
ま
で
補
助
事
業
が
あ
り
、
順

調
な
集
客
、
売
上
が
あ
り
好
調
で
あ

っ
た
が
、
本
年
か
ら
は
補
助
事
業
も

な
く
、
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　
観
光
協
会
で
は
、
会
員
旅
館
に
お

い
て「
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
企
画
」を
行
い
、

地
元
企
業
の
従
業
員
割（
常
時
１
割
引

き
）を
行
い
、
集
客
に
努
め
て
い
る
。

　
見
通
し
は
景
気
次
第
で
は
あ
る
が
、

経
費
の
増
加
が
負
担
と
な
っ
て
き
て

い
る
。

　
逆
境
を
乗
り
越
え
る
工
夫
と
挑
戦

を
続
け
、
地
域
と
の
協
力
を
深
め
る

こ
と
で
、
安
定
し
た
集
客
へ
と
繋
げ

る
必
要
が
あ
る
。

業
界
活
発
化
の
た
め
、

若
手
の
確
保
を

15
小
松
建
具
組
合

　
能
登
半
島
地
震
か
ら
の
復
興
整
備

が
進
み
、
住
宅
の
着
工
数
は
増
加
傾

向
に
あ
る
が
、
公
共
的
に
は
ま
だ
イ

ン
フ
ラ
整
備
の
段
階
で
あ
り
、
建
築

へ
の
予
算
ま
で
出
て
い
な
い
の
が
現

状
で
あ
る
。
材
料
に
関
し
て
は
高
止

ま
り
に
な
っ
て
い
る
が
、
各
企
業
の

人
件
費
問
題
も
深
刻
化
し
て
お
り
、

い
つ
値
上
げ
要
請
が
来
る
か
分
か
ら

な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。
請
負
金
額

を
上
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
が
、
元

請
金
額
が
決
ま
っ
て
い
る
中
で
、
請

負
金
額
交
渉
が
難
し
い
の
も
ひ
と
つ

の
要
因
で
あ
る
。
業
界
的
に
は
、
ま

だ
厳
し
い
状
況
が
続
く
と
考
え
ら
れ

る
。

　
仕
事
は
年
末
に
向
け
て
増
加
傾
向

に
あ
る
が
、
請
負
金
額
が
急
激
に
上

が
る
と
は
考
え
に
く
く
、
各
企
業
の

一
層
の
努
力
が
必
要
に
な
っ
て
く
る

と
考
え
ら
れ
る
。

　
各
企
業
の
維
持
が
大
事
に
な
っ
て

く
る
中
で
、
親
方
経
営
、
家
族
経
営

で
廃
業
し
て
い
る
企
業
が
各
県
の
組

合
で
出
て
き
て
い
る
。
今
後
、
そ
の

よ
う
な
組
合
に
出
て
い
る
よ
う
な
企

業
が
増
加
し
て
、
同
業
者
が
減
少
し

て
い
く
の
で
は
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
の
よ
う
な
見
通
し
の
中
で
、
若

い
方
が
入
る
こ
と
で
、
各
企
業
が
活

発
に
な
っ
て
く
る
。
若
い
世
代
に
関

心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
業
界

の
魅
力
を
伝
え
て
い
く
こ
と
が
業
界

全
体
の
活
性
化
に
繋
が
る
と
考
え
て

い
る
。

基
準
法
改
正
で

期
待
と
課
題
が
交
錯

16
小
松
能
美
建
築
組
合
連
合
会

　
現
在
も
相
変
わ
ら
ず
職
人
不
足
は

慢
性
的
に
あ
る
現
状
で
あ
る
。

　
建
設
コ
ス
ト
の
上
昇
は
い
ま
だ
に

止
ま
る
こ
と
が
な
く
、
食
料
品
な
ど

の
価
格
と
同
じ
よ
う
に
機
器
や
資
材

の
値
上
が
り
が
進
ん
で
い
る
。

　
そ
の
上
、
令
和
７
年
４
月
か
ら
の

改
正
建
築
基
準
法
や
建
築
物
省
エ
ネ

法
が
全
面
施
行
さ
れ
、
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に
向
け
た
省
エ
ネ

の
強
化
と
木
材
利
用
促
進
を
目
的
と

し
て
い
て
、
新
築
住
宅
に
は
省
エ
ネ

基
準
適
合
が
義
務
化
さ
れ
、
リ
フ
ォ

ー
ム
工
事
で
は
確
認
申
請
が
必
要
な

物
件
が
増
え
る
な
ど
、
建
設
工
事
の

コ
ス
ト
が
増
加
し
て
い
る
。

　
基
準
法
の
改
正
は
、
省
エ
ネ
へ
の

ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
に
は
対
応
で
き
、

ま
た
、
木
材
使
用
で
の
建
築
物
の
木

造
化
も
省
エ
ネ
対
策
と
し
て
大
き
な

効
果
が
あ
る
。
そ
の
上
、
建
物
の
構

造
の
安
全
性
向
上
が
期
待
で
き
る
。

　
し
か
し
、
職
人
不
足
や
賃
金
の
増
額
、

働
き
方
改
革
に
よ
る
休
日
の
増
加
、

資
材
の
高
騰
な
ど
で
、
建
築
工
事
の

工
期
や
コ
ス
ト
の
増
加
が
進
む
見
通

し
と
な
っ
て
い
る
。

　
今
後
も
施
工
主
が
資
材
の
高
騰
や
、

工
期
延
長
の
工
賃
増
加
な
ど
で
の
工

事
費
全
体
の
増
加
へ
の
理
解
が
進
む

こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　
小
松
商
工
会
議
所
が
設
け
る「
小
規
模
企
業
振
興
委
員
」は
、
会
頭
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
16
名
の
方
々

で
、
市
内
の
各
協
同
組
合
、
商
店
街
の
役
員
等
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
委
員
は
経
営
改
善
普
及
事
業
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、
小
規
模
企
業
者
の
経
営
等
に
関
す
る
悩
み

や
相
談
を
気
軽
に
受
け
て
、
商
工
会
議
所
中
小
企
業
相
談
所
に
紹
介
し
、
経
営
指
導
員
と
協
力
し
て

事
業
者
の
悩
み
や
問
題
解
決
に
あ
た
る
、
商
工
会
議
所
と
小
規
模
企
業
者
と
の
橋
渡
し
役
で
す
。

　
委
員
が
こ
の
８
月
に
ま
と
め
た
小
松
管
内
の
景
況
は
次
の
通
り
で
す
。

◎代表幹事
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組
合
員
減
少
、
高
齢
化
も
課
題

❶
三
日
市
商
店
街
振
興
組
合

　
物
価
高
騰
、
実
質
経
済
の
停
滞
感

の
影
響
も
あ
り
、
引
き
続
き
小
規
模

小
売
業
は
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
や
お
旅
ま
つ

り
の
期
間
に
は
、
帰
省
客
や
旅
行
客

を
含
め
多
く
の
人
の
姿
が
見
ら
れ
た

が
、
当
商
店
街
で
は
営
業
店
舗
、
組

合
員
と
も
に
減
少
が
続
き
、
イ
ベ
ン

ト
を
行
う
こ
と
も
困
難
と
な
り
集
客

力
が
大
変
弱
く
な
っ
て
い
る
。

　
前
回
の
調
査
か
ら
、
組
合
員
の
減

少
は
な
い
も
の
の
営
業
店
舗
数
は
更

に
減
少
し
、
今
後
も
明
る
い
見
通
し

は
見
ら
れ
な
い
。
ア
ー
ケ
ー
ド
の
問

題
、
組
合
員
の
高
齢
化
な
ど
問
題
は

山
積
み
と
な
っ
て
い
る
。
残
っ
て
い

る
組
合
員
の
力
だ
け
で
は
新
し
い
動

き
を
起
こ
せ
な
い
の
が
実
情
と
な
っ

て
い
る
。

新
幹
線
効
果
と
昼
夜
の
賑
わ
い

❷
小
松
中
央
通
り
商
店
街
振
興
組
合

　
北
陸
新
幹
線
の
延
伸
か
ら
一
定
期

間
が
経
過
し
た
小
松
駅
前
エ
リ
ア
の

現
状
に
つ
い
て
、
新
た
な
動
き
が
見

ら
れ
る
。

　
新
幹
線
延
伸
後
、
観
光
客
の
顕
著

な
増
加
は
ま
だ
見
ら
れ
な
い
が
、
研

修
な
ど
を
含
む
ビ
ジ
ネ
ス
出
張
者
の

来
訪
は
増
え
て
い
る
。
こ
れ
に
伴
い
、

駅
周
辺
で
は
新
た
な
飲
食
店
が
次
々

と
オ
ー
プ
ン
し
、
テ
ナ
ン
ト
出
店
の

問
い
合
わ
せ
も
増
え
て
い
る
状
況
で

あ
る
。

　
特
に
、
夜
間
の
飲
食
店
出
店
が
相

次
い
だ
こ
と
で
、
こ
の
エ
リ
ア
全
体

の
魅
力
が
高
ま
り
、
他
市
か
ら
の
訪

問
者
も
増
え
つ
つ
あ
る
。

　
一
方
で
、
昼
間
の
時
間
帯
は
ホ
テ

ル
へ
の
移
動
や
滞
在
が
中
心
で
、
消

費
活
動
に
は
繋
が
り
に
く
い
と
い
う

課
題
が
残
っ
て
い
る
。
ま
た
、
観
光

客
に
よ
る
消
費
効
果
は
、
昼
夜
を
問

わ
ず
依
然
と
し
て
限
定
的
と
な
っ
て

い
る
。

　
し
か
し
、
今
後
の
更
な
る
賑
わ
い

創
出
に
向
け
て
、
明
る
い
兆
し
も
見

え
て
い
る
。「
新
た
に
3
棟
の
ホ
テ
ル

建
設
予
定
」「
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
レ
ジ
ャ

ー
施
設
の
出
店
」。
こ
れ
ら
の
計
画
が

進
め
ば
、
小
松
駅
周
辺
は
更
に
活
気

づ
き
、
地
域
経
済
の
活
性
化
が
期
待

さ
れ
る
。

　
そ
の
他
、
商
店
街
の
大
き
な
課
題

と
し
て
、
ア
ー
ケ
ー
ド
の
老
朽
化
が

挙
げ
ら
れ
る
。
商
店
街
の
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
の
重
要
性
を
再
認
識
し
、
単

な
る
商
店
街
の
枠
を
超
え
て
、
街
全

体
の
課
題
と
し
て
ア
ー
ケ
ー
ド
の
あ

り
方
を
再
検
討
し
、
解
決
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
化
で

商
業
へ
の
影
響
も
懸
念

❸
粟
津
駅
前
商
交
会

　
小
松
南
部
は
、
ま
だ
ま
だ
景
気
回

復
と
は
言
え
な
い
。
粟
津
駅
前
で
は

通
勤
通
学
の
時
間
帯
に
交
通
混
雑
が

発
生
し
、
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
化（
円

形
交
差
点
）の
整
備
も
行
っ
て
い
る
が
、

商
店
街
へ
の
来
店
に
も
繋
が
っ
て
ほ

し
い
。

　
経
営
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足

に
加
え
、
昨
今
の
景
気
動
向
に
よ
り

見
通
し
は
ま
だ
ま
だ
暗
い
。

　
地
域
全
体
で
新
た
な
魅
力
づ
く
り

に
取
り
組
み
、
活
性
化
へ
の
可
能
性

を
探
っ
て
い
き
た
い
。

業
界
内
格
差
あ
る
も

新
た
な
挑
戦

❹
小
松
織
物
工
業
協
同
組
合

　
国
内
景
気
は
緩
や
か
な
回
復
基
調

に
あ
る
が
力
強
さ
は
感
じ
ら
れ
な
い
。

物
価
上
昇
も
続
き
、
消
費
者
の
節
約

志
向
が
強
ま
り
、
繊
維
商
品（
衣
料
品

等
）ま
で
消
費
が
ま
わ
っ
て
来
な
い
状

況
で
あ
る
。

　
小
松
織
物
関
連
の
景
気
動
向
は
、

イ
ン
テ
リ
ア
・
カ
ー
テ
ン
関
係
の
受
注

数
は
微
増
傾
向
に
あ
る
。
特
に
高
級

ゾ
ー
ン
が
好
調
で
織
機
の
稼
働
状
況

も
順
調
で
あ
る
。
半
面
、
定
番
商
品

は
工
賃
が
合
わ
ず
苦
し
い
状
況
は
変

わ
ら
な
い
。

　
一
方
、
衣
料
に
関
し
て
は
在
庫
調

整
の
影
響
で
苦
戦
状
況
が
続
き
、
デ

ザ
イ
ン
性
や
機
能
性
に
特
化
し
た
差

別
化
衣
料
や
好
調
だ
っ
た
ス
ポ
ー
ツ

衣
料
に
翳
り
が
見
え
、
先
行
き
に
不

安
が
あ
る
。

　
伝
統
の
絹
織
物（
和
装
）に
つ
い
て

は
高
齢
化
及
び
後
継
者
不
足
が
ま
す

ま
す
進
み
、
仕
事
が
あ
る
が
対
応
可

能
な
機
屋
が
な
い
と
い
う
危
機
的
状

況
と
な
っ
て
い
る
。

　
11
月
に
開
催
さ
れ
る
、
国
際
繊
維

見
本
市（
総
合
テ
キ
ス
タ
イ
ル
展
）に

向
け
て
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
を
と
ら
え

た
高
い
デ
ザ
イ
ン
性
、
高
機
能
、
高

品
質
の
新
商
品
織
物
開
発
の
た
め
、

一
部
で
は
あ
る
が
設
備
投
資
や
織
物

品
種
転
換
に
伴
う
織
物
組
織
替
え
を

行
う
頼
も
し
い
事
業
所
も
出
て
き
て

お
り
組
合
全
体
と
し
て
し
っ
か
り
と

支
え
小
松
織
物
産
地
を
盛
り
上
げ
た

い
。差

別
化
技
術
と
効
率
改
善
で

成
長
を
目
指
す

❺
小
松
撚
糸
工
業
協
同
組
合

　
国
内
の
繊
維
製
品
の
消
費
自
体
が

減
少
傾
向
に
あ
る
。
背
景
と
し
て
人

口
減
少
・
安
価
な
輸
入
品
の
増
加
・
衣

料
消
費
の
低
迷
・
フ
ァ
ス
ト
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
の
影
響
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

ア
パ
レ
ル
メ
ー
カ
ー
や
商
社
も
海
外

調
達
が
中
心
に
な
り
、
国
内
撚
糸
の

受
注
が
減
少
し
て
い
る
。
特
に「
高
価

格
帯
の
国
産
糸
」の
需
要
が
減
少
し
、

輸
入
糸（
中
国
・
東
南
ア
ジ
ア
）が
増
加

傾
向
に
あ
る
。

　
ま
た
、
電
力
コ
ス
ト
の
高
騰
、
人

手
不
足（
職
人
技
術
に
依
存
し
て
い
る

部
分
が
多
く
若
い
担
い
手
が
少
な
い
）、

高
齢
化（
技
術
承
継
が
進
ま
ず
熟
練
者

の
引
退
で
品
質
維
持
が
難
し
く
な
る

懸
念
）、
設
備
の
老
朽
化
な
ど
課
題
は

山
積
す
る
。

　
撚
糸
工
程
は
電
力
依
存
度
が
高
い
。

撚
糸
機（
リ
ン
グ
撚
糸
機
、
カ
バ
ー
リ

ン
グ
マ
シ
ン
、
合
撚
機
な
ど
）は
モ
ー

タ
ー
が
中
心
で
あ
り
、
一
定
速
度
で

長
時
間
稼
働
す
る
た
め
電
力
消
費
量

が
大
き
い
。
ま
た
、
高
速
回
転
や
空

調
・
湿
度
管
理
な
ど
安
定
し
た
電
力
供

給
が
不
可
欠
で
あ
り
、
電
力
コ
ス
ト

の
比
率
が
高
く
、
直
撃
を
受
け
や
す

い
構
造
で
あ
る
。
特
に
大
規
模
工
場

で
は
、
電
力
コ
ス
ト
が
製
造
原
価
の

中
で
無
視
で
き
な
い
割
合
を
占
め
る
。

　
繊
維
業
界
は「
原
料
＋
人
件
費
＋
エ

ネ
ル
ギ
ー
」で
コ
ス
ト
が
決
ま
る
。
中

国
や
東
南
ア
ジ
ア
に
比
べ
る
と
日
本

は
電
力
単
価
が
高
い
た
め
、
価
格
競

争
で
不
利
に
な
り
や
す
い
。
特
に
撚

糸
は
24
時
間
稼
働
が
多
く
、
停
止
・
再

稼
働
に
は
ロ
ス
が
発
生
す
る
。
各
企

業
の
中
に
は
高
効
率
モ
ー
タ
ー
や
イ

ン
バ
ー
タ
ー
制
御
、Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
な
ど

の
導
入
や
空
調
設
備
の
見
直
し
が
進

ん
で
い
る
。

　
撚
糸
産
業
は
、「
電
力
コ
ス
ト
依
存

型
」で
あ
り
、
国
際
競
争
力
や
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
対
応
に
直
結
す
る
要
素

と
い
え
る
。
各
企
業
は
、
世
界
に
誇

れ
る
高
い
技
術
力
と
差
別
化
を
更
に

推
し
進
め
、「
電
力
効
率
を
ど
う
改
善

す
る
か
」が
今
後
の
存
続
・
成
長
の
大

き
な
カ
ギ
と
な
る
。

行
政
支
援
へ
の
期
待

❻
小
松
鉄
工
機
器
協
同
組
合

　
大
手
建
設
機
械
メ
ー
カ
ー
は
、
需

要
の
減
少
が
長
期
化
し
て
お
り
、
今

年
度
に
入
っ
て
も
引
き
続
き
減
産
と

な
っ
て
い
る
。
組
合
員
企
業
の
多
く

は
、
影
響
を
受
け
て
部
品
製
造
受
注

が
減
少
し
定
時
操
業
と
な
っ
て
い
る
。

　
業
界
全
体
と
し
て
は
、
コ
ス
ト
上

昇
分
の
価
格
転
嫁
は
あ
る
程
度
進
ん

で
い
る
も
の
の
、
原
材
料
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
価
格
が
高
止
ま
っ
て
お
り
、
借

入
金
利
の
上
昇
、
受
注
の
減
少
、
賃

上
げ
な
ど
で
収
益
状
況
・
景
況
が
悪
化

し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
本
年
４

月
か
ら
米
ト
ラ
ン
プ
政
権
に
よ
る
相

互
関
税
が
導
入
さ
れ
、
８
月
に
15
％

が
日
本
に
発
動
さ
れ
た
。
今
後
は
関

税
に
よ
る
輸
出
コ
ス
ト
の
増
加
や
世

界
経
済
の
下
振
れ
に
よ
り
、
業
界
の

受
注
が
更
に
減
少
し
な
い
か
注
視
し

て
い
る
。

　
ま
た
、
長
引
く
原
材
料
・
エ
ネ
ル
ギ

ー
関
連
価
格
の
高
騰
、
深
刻
化
す
る

人
手
不
足
や
更
な
る
金
利
上
昇
、
大

幅
な
賃
上
げ
、
受
注
の
減
少
な
ど
で
、

経
営
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。

　
そ
の
た
め
、
行
政
に
は
早
期
の
総

合
経
済
対
策
を
実
施
し
て
中
小
企
業

の
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。

持
続
的
発
展
の
た
め
、

人
材
確
保
と
デ
ジ
タ
ル
化
を

❼
小
松
鉄
工
団
地
協
同
組
合

　
石
川
県
の
鉄
工
業
界
を
取
り
巻
く

状
況
は
、
依
然
と
し
て
厳
し
さ
が
続

い
て
い
る
。

　
石
川
県
鉄
工
機
電
業
界
の
２
０
２

５
年
４
〜
６
月
期
の
Ｄ
Ｉ
調
査
に
よ

る
と
、
売
上
高
は
▲
26
・
4（
前
回
▲

27
・
5
）と
低
迷
し
、
収
益
状
況
も
▲

24
・
6
と
厳
し
い
状
態
が
続
い
て
い
る
。

特
に
原
材
料
価
格
の
上
昇（
▲
57
・
6
）

が
大
き
な
負
担
と
な
り
、
操
業
率
の

低
下（
▲
９
・
０
）や
設
備
投
資
の
横
ば

い
な
ど
、
生
産
体
制
の
弱
さ
も
浮
き

彫
り
に
な
っ
て
い
る
。
来
期
は
や
や

改
善
の
見
通
し
が
あ
る
も
の
の
、
依

然
と
し
て
マ
イ
ナ
ス
域
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
。
外
部
の
影
響
と
し
て
は
、

米
国
の
関
税
政
策
や
海
外
情
勢
の
不

透
明
さ
が
あ
り
、
内
部
の
課
題
と
し

て
は
受
注
の
不
安
定（
39
・
８
％
）、
人

材
不
足（
26
・
５
％
）が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。

　
ま
た
、
大
手
建
設
機
械
メ
ー
カ
ー
は
、

米
国
の「
相
互
関
税
」の
影
響
に
よ
り
、

産
業
機
械
の
コ
ス
ト
増
や
、
建
設
機

械
・
車
両
の
需
要
減
少
が
起
き
る
可
能

性
を
示
し
て
い
る
。
石
川
県
に
と
っ

て
建
設
機
械
は
主
要
な
輸
出
品
目
で

あ
る
た
め
、
大
手
企
業
の
動
向
が
地

域
産
業
に
大
き
く
直
結
す
る
。
そ
の

た
め
、
景
気
回
復
に
は
時
間
が
か
か

る
と
見
ら
れ
、
引
き
続
き
注
意
が
必

要
で
あ
る
。

　
更
に
物
流
業
界
で
も
、
人
件
費
や

燃
料
費
、
車
両
維
持
費
の
増
加
に
加

え
て
人
手
不
足
の
影
響
が
あ
り
景
気

に
冷
え
込
み
が
見
ら
れ
る
。

　
全
体
と
し
て
、
業
界
全
般
に
大
き

な
改
善
は
見
ら
れ
ず
停
滞
感
が
続
い

て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

　
米
国
の
関
税
政
策
、
円
安
、
原
材

料
の
高
騰
と
い
っ
た
外
部
要
因
が
引

き
続
き
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
。
一
方
で
、
人
材
不
足
や
設
備
投

資
の
停
滞
と
い
っ
た
内
部
の
課
題
も

解
決
す
べ
き
問
題
と
し
て
残
っ
て
い

る
。

　
今
後
は
、
こ
う
し
た
要
因
を
見
極

め
な
が
ら
、
デ
ジ
タ
ル
化
や
Ａ
Ｉ
を

活
用
し
た
自
動
化
・
遠
隔
化
を
進
め
る

こ
と
、
ま
た
環
境
技
術
の
進
展
に
合

わ
せ
た
対
応
を
行
う
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。
更
に
、
業
界
の
持
続
的
な
発

展
に
は
、
人
材
の
確
保
と
育
成
と
い

っ
た
基
盤
づ
く
り
も
欠
か
せ
な
い
。

復
興
進
展
と

人
手
不
足
の
板
挟
み

❽（
一
社
）小
松
能
美
建
設
業
協
会

　
能
登
半
島
地
震
の
復
旧
・
復
興
支
援

の
公
費
解
体
工
事
も
終
盤
を
向
か
え

て
お
り
、
今
後
は
住
宅
の
建
替
え
、

修
繕
が
始
ま
る
が
、
人
手
不
足
や
資

材
の
高
騰
、
物
価
高
、
人
件
費
の
高

騰
に
よ
り
、
能
登
で
は
新
築
で
坪
単

価
が
２
０
０
万
円
と
の
相
場
も
聞
こ

え
て
き
て
い
る
。

　
小
松
駅
周
辺
で
は
新
規
ホ
テ
ル
の

進
出
が
盛
ん
で
あ
り
、
民
間
投
資
の

活
性
化
が
顕
著
に
見
ら
れ
る
状
況
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
駅
東
地
区
の

拠
点
施
設
で
あ
る
複
合
ビ
ル「
ウ
レ
シ

ャ
ス
小
松
」が
10
月
に
竣
工
さ
れ
、
永

続
的
な
賑
わ
い
創
り
の
拠
点
と
し
て
、

ま
た
、
災
害
時
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
拠

点
と
し
て
の
機
能
を
備
え
た
ビ
ル
と

し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
一
方
で
、
依
然
と
し
て
円
安
に
起

因
し
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
や
原
材

料
費
の
高
騰
に
よ
り
、
物
価
高
が
続
き
、

庶
民
の
生
活
を
圧
迫
し
て
い
る
。
ま

た
、
最
低
賃
金
が
10
月
よ
り
70
円
上

が
っ
て
、
１
、
０
０
０
円
を
初
め
て

超
え
、
１
、
０
５
４
円
と
な
り
、
高

い
水
準
の
引
き
上
げ
が
続
い
て
お
り
、

人
手
不
足
の
状
況
に
も
改
善
の
兆
し

が
見
え
な
い
状
況
で
あ
る
。
今
後
、

賃
金
上
昇
に
建
設
業
界
と
し
て
、
継

続
し
て
対
応
で
き
る
か
が
問
わ
れ
る

こ
と
と
な
る
。

　
猛
暑
が
続
く
中
、
６
月
か
ら
熱
中

症
対
策
が
義
務
化
さ
れ
、
従
業
員
の

熱
中
症
対
策
や
休
日
の
確
保
、
環
境

改
善
な
ど
働
き
方
改
革
の
対
応
に
追

わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
解
体
工
事
現

場
に
お
い
て
転
落
に
よ
る
事
故
が
発

生
し
、
改
め
て
、
安
全
対
策
の
徹
底

を
建
設
現
場
担
当
者
に
指
示
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　
公
共
事
業
に
お
い
て
は
、
下
水
道

の
災
害
復
旧
工
事
が
発
注
さ
れ
、
来

年
度
中
の
完
了
を
目
指
し
て
施
工
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
民
間
事

業
で
は
、
住
宅
の
新
増
築
に
つ
い
て

は
価
格
の
高
騰
で
見
合
わ
せ
る
こ
と

が
今
後
懸
念
さ
れ
、
先
が
見
通
せ
な

い
状
況
が
続
く
と
予
想
さ
れ
る
。

　
人
手
不
足
や
担
い
手
不
足
が
顕
著

に
な
っ
て
来
て
お
り
、
実
業
高
校
は

も
と
よ
り
、
普
通
高
校
へ
も
建
設
業

の
魅
力
や
地
域
の
守
り
手
と
し
て
の

使
命
な
ど
を
発
信
し
、
働
き
方
改
革

に
よ
る
週
休
２
日
の
確
保
、
賃
金
の

改
善
な
ど
に
よ
り
、
新
規
入
職
者
の

確
保
へ
の
取
組
を
積
極
的
に
行
う
こ

と
が
必
修
と
な
っ
て
い
る
。
建
設
業

へ
の
入
職
に
つ
い
て
は
、
行
政
と
一

緒
に
な
っ
て
取
り
組
ま
な
い
と
、
災

害
・
除
雪
時
の
対
応
に
お
い
て「
地
域

の
守
り
手
」と
し
て
の
建
設
業
の
使
命

を
果
た
せ
な
い
こ
と
と
な
る
こ
と
が

懸
念
さ
れ
る
。「
地
域
の
守
り
手
」と

し
て
の
使
命
を
担
う
建
設
業
が
存
続

し
続
け
る
た
め
に
は
、
将
来
の
担
い

手
確
保
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　
人
材
確
保
に
向
け
た
賃
上
げ
等
や

建
設
業
を
目
指
す
若
者
が
、
夢
と
誇

り
を
も
っ
て
活
躍
で
き
る
希
望
に
満

ち
た
業
界
と
な
る
よ
う
建
設
業
の
魅

力
発
信
に
向
け
て
、
働
き
方
改
革
推
進
、

処
遇
改
善
、
生
産
性
の
向
上
、Ｉ
Ｃ
Ｔ・

Ｄ
Ｘ
の
推
進
、
魅
力
あ
る
建
設
業
の

発
信
・
広
報
活
動
の
推
進
を
進
め
る
た

め
、
高
校
生
へ
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
や
企
業
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
実
施
し
、

人
材
確
保
に
繋
げ
て
い
き
た
い
。

単
価
設
定
と
商
品
開
発
が

鍵
と
な
る

❾
石
川
県
九
谷
窯
元
工
業
協
同
組
合

　
海
外
向
け
や
観
光
客
向
け
に
需
要

は
安
定
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
職
人
の
高
齢
化
が
進
ん
で
き
て
い

る
の
で
、
今
ま
で
通
り
の
生
産
工
程

を
維
持
す
る
こ
と
の
厳
し
さ
が
増
し

て
き
て
い
る
。
ま
た
、
近
年
の
賃
金

の
急
激
な
上
昇
で
、
人
件
費
や
原
材

料
費
の
仕
入
れ
の
負
担
が
増
え
て
く

る
と
見
込
ま
れ
る
の
で
、
こ
の
先
単

価
の
設
定
や
、
商
品
開
発
等
、
業
界

の
経
営
戦
略
が
問
わ
れ
る
。

新
法
で
揺
れ
る
運
送
業
界

10
加
南
ト
ラ
ッ
ク
事
業
協
同
組
合

　
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
は
、
労
働
環

境
の
改
善
と
運
賃
制
度
の
見
直
し
を

中
心
に
、
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て

い
る
。
特
に
、
２
０
２
５
年
６
月
に

公
布
さ
れ
た「
ト
ラ
ッ
ク
新
法
」に
よ

り
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
処
遇
改
善
や
長

時
間
労
働
の
是
正
、
多
重
下
請
け
構

造
の
制
限
な
ど
が
法
的
に
強
化
さ
れ
、

業
界
全
体
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て

い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
運
送
事
業
者

は
安
全
管
理
や
法
令
遵
守
の
徹
底
が

求
め
ら
れ
、
許
可
更
新
制
の
導
入
に

よ
っ
て
事
業
の
継
続
性
に
も
厳
し
い

審
査
が
加
わ
る
よ
う
に
な
る
。

　
一
方
、
運
賃
面
で
は「
標
準
的
運
賃
」

が
法
的
根
拠
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、

著
し
く
低
い
契
約
が
禁
止
さ
れ
る
な

ど
、
荷
主
と
の
交
渉
力
が
強
化
さ
れ
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
収
益
性
の
改
善
が
期

待
さ
れ
る
一
方
で
、
人
件
費
や
燃
料

費
の
上
昇
が
収
益
を
圧
迫
す
る
要
因

と
な
っ
て
い
る
。

　
今
後
は
、
デ
ジ
タ
ル
化（
Ｄ
Ｘ
）の

導
入
に
よ
る
業
務
効
率
化
や
、
荷
主

と
の
対
等
な
契
約
関
係
の
構
築
が
重

要
な
課
題
。
業
界
再
編
の
動
き
も
加

速
し
て
お
り
、
中
小
事
業
者
の
淘
汰

や
統
合
が
進
む
可
能
性
が
高
い
中
、

持
続
可
能
な
経
営
体
制
の
構
築
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

復
興
と
地
域
経
済
の

厳
し
い
現
状

11
石
川
県
電
気
工
事
工
業
組
合
加
南
本
部

　
能
登
半
島
地
震
か
ら
１
年
８
ヵ
月

が
経
ち
、
能
登
地
区
の
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
復
旧
工
事
も
継
続
中
で
あ
る
が
、

地
域
の
人
口
減
少
も
加
わ
り
復
興
の

進
捗
実
感
が
乏
し
い
。

　
加
賀
地
区
の
住
宅
着
工
件
数
は
、

２
０
２
５
年
４
月
の
建
築
基
準
法
改

正
に
よ
り「
確
認
審
査
期
間
が
７
日
以

内
か
ら
35
日
以
内
」に
変
更
さ
れ
た
影

響
で
前
年
度
を
大
き
く
下
回
っ
て
い

る
。
ま
た
、
建
築
資
材
高
騰
や
子
育

て
世
代
の
減
少
な
ど
も
あ
り
住
宅
着

工
数
は
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
る
。

　
公
共
工
事
及
び
民
間
の
設
備
投
資

に
つ
い
て
は
、
前
年
度
並
み
の
受
注

は
あ
る
が
、
一
方
で
材
料
費
高
騰
や

人
件
費
等
が
受
注
金
額
の
反
映
に
は

ま
だ
至
っ
て
い
な
い
。

　
個
々
の
企
業
で
は
、
世
界
経
済
の

不
安
定
要
因
が
景
気
の
先
行
き
不
透

明
感
を
増
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て

い
る
。

　
ま
た
、
労
働
環
境
の
整
備
や
、
人

材
不
足
の
深
刻
化
な
ど
人
的
要
因
に

係
る
費
用
が
企
業
の
コ
ス
ト
ア
ッ
プ

と
な
り
経
営
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
新
築
住
宅
の
着
工
件
数
は
減
少
傾

向
と
予
想
、
公
共
工
事
と
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
関
連
の
内
需
企
業
へ
の
民
間
設

備
投
資
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
の
継
続

的
な
投
資
に
期
待
し
た
い
。

　
一
方
で
、
金
利
の
上
昇
傾
向
や
人

件
費
高
騰
に
よ
り
、
企
業
の
収
益
力

低
下
や
産
業
間
の
人
材
獲
得
競
争
激

化
が
予
想
さ
れ
る
。

　
労
働
人
口
の
減
少
が
急
激
に
進
む

た
め
、
多
様
な
人
材（
シ
ニ
ア
層
・
女

性
・
外
国
人
労
働
者
等
）の
活
用
・
定

着
化
に
向
け
た
柔
軟
な
勤
務
制
度
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
導
入（
生
産
性
向
上
）

な
ど
の
人
事
戦
略
に
取
り
組
む
こ
と

が
必
須
と
予
想
さ
れ
る
。

水
を
守
る
使
命
と

業
界
の
未
来
へ
の
挑
戦

12
小
松
管
工
事
協
同
組
合

　
我
が
国
経
済
は
一
部
で
は
持
ち
直

し
の
動
き
も
見
ら
れ
る
一
方
、
我
々

の
業
界
に
と
っ
て
は
数
年
前
か
ら
続

い
て
い
る
資
材
価
格
の
上
昇
が
著
し

く
、
資
材
に
よ
っ
て
は
年
に
何
回
も

値
上
げ
さ
れ
て
い
る
物
も
あ
り
、
そ

の
価
格
転
嫁
の
困
難
さ
や
加
え
て
若

手
を
中
心
と
し
た
人
手
不
足
と
い
っ

た
課
題
も
複
層
的
に
絡
み
合
っ
て
お

り
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
環
境
が
続

い
て
い
る
。

　
更
に
工
事
件
数
も
減
少
傾
向
で
、

先
行
き
不
透
明
な
状
況
で
今
後
に
不

安
を
感
じ
て
い
る
。

　
能
登
半
島
地
震
発
生
よ
り
１
年
8

か
月
を
過
ぎ
た
今
で
も
、
本
組
合
に

よ
る
被
災
地
で
の
水
道
管
路
の
応
急

復
旧
は
続
い
て
い
る
。

　
経
営
的
に
は
大
変
厳
し
い
環
境
が

続
い
て
い
る
が
、
今
後
も
人
が
生
き

て
い
く
上
で
大
切
な
水
を
守
っ
て
い

る
我
々
の
業
界
が
し
っ
か
り
と
存
続

し
て
い
く
た
め
に
も
、
魅
力
あ
る
業

界
の
P
R
、
業
界
内
の
全
て
の
会
社

が
適
正
な
利
潤
を
得
る
仕
組
み
づ
く

り
を
通
し
て
、
働
く
人
の
給
与
や
休

日
と
い
っ
た
処
遇
改
善
や
技
術
者
の

雇
用
と
育
成
に
努
め
、
若
年
層
を
中

心
と
し
た
人
手
不
足
解
消
、
社
会
的

地
位
向
上
に
真
剣
に
取
り
組
み
、
業

界
の
未
来
に
繋
げ
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

猛
暑
と
不
漁
に
揺
れ
る

13
小
松
魚
商
協
同
組
合

　
今
夏
の
猛
暑
や
原
材
料
価
格
の
高

騰
、
人
手
不
足
は
も
ち
ろ
ん
、
取
り

巻
く
環
境
は
大
変
厳
し
い
の
一
言
で

あ
る
。
特
に
、
７
月
８
月
と
漁
獲
量

が
大
変
少
な
く
、
鮮
魚
店
や
飲
食
店

で
も
提
供
す
る
魚
貝
の
量
・
質
と
も
品

薄
状
態
が
続
い
て
い
る
。

　
９
月
の
底
引
き
網
漁
に
よ
っ
て
漁

獲
量
に
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、

残
暑
が
長
引
く
恐
れ
も
あ
り
、
見
通

し
が
つ
か
な
い
現
状
で
あ
る
。

補
助
事
業
後
の
集
客
苦
境

14
粟
津
温
泉
旅
館
協
同
組
合

　
昨
年
ま
で
補
助
事
業
が
あ
り
、
順

調
な
集
客
、
売
上
が
あ
り
好
調
で
あ

っ
た
が
、
本
年
か
ら
は
補
助
事
業
も

な
く
、
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　
観
光
協
会
で
は
、
会
員
旅
館
に
お

い
て「
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
企
画
」を
行
い
、

地
元
企
業
の
従
業
員
割（
常
時
１
割
引

き
）を
行
い
、
集
客
に
努
め
て
い
る
。

　
見
通
し
は
景
気
次
第
で
は
あ
る
が
、

経
費
の
増
加
が
負
担
と
な
っ
て
き
て

い
る
。

　
逆
境
を
乗
り
越
え
る
工
夫
と
挑
戦

を
続
け
、
地
域
と
の
協
力
を
深
め
る

こ
と
で
、
安
定
し
た
集
客
へ
と
繋
げ

る
必
要
が
あ
る
。

業
界
活
発
化
の
た
め
、

若
手
の
確
保
を

15
小
松
建
具
組
合

　
能
登
半
島
地
震
か
ら
の
復
興
整
備

が
進
み
、
住
宅
の
着
工
数
は
増
加
傾

向
に
あ
る
が
、
公
共
的
に
は
ま
だ
イ

ン
フ
ラ
整
備
の
段
階
で
あ
り
、
建
築

へ
の
予
算
ま
で
出
て
い
な
い
の
が
現

状
で
あ
る
。
材
料
に
関
し
て
は
高
止

ま
り
に
な
っ
て
い
る
が
、
各
企
業
の

人
件
費
問
題
も
深
刻
化
し
て
お
り
、

い
つ
値
上
げ
要
請
が
来
る
か
分
か
ら

な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。
請
負
金
額

を
上
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
が
、
元

請
金
額
が
決
ま
っ
て
い
る
中
で
、
請

負
金
額
交
渉
が
難
し
い
の
も
ひ
と
つ

の
要
因
で
あ
る
。
業
界
的
に
は
、
ま

だ
厳
し
い
状
況
が
続
く
と
考
え
ら
れ

る
。

　
仕
事
は
年
末
に
向
け
て
増
加
傾
向

に
あ
る
が
、
請
負
金
額
が
急
激
に
上

が
る
と
は
考
え
に
く
く
、
各
企
業
の

一
層
の
努
力
が
必
要
に
な
っ
て
く
る

と
考
え
ら
れ
る
。

　
各
企
業
の
維
持
が
大
事
に
な
っ
て

く
る
中
で
、
親
方
経
営
、
家
族
経
営

で
廃
業
し
て
い
る
企
業
が
各
県
の
組

合
で
出
て
き
て
い
る
。
今
後
、
そ
の

よ
う
な
組
合
に
出
て
い
る
よ
う
な
企

業
が
増
加
し
て
、
同
業
者
が
減
少
し

て
い
く
の
で
は
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
の
よ
う
な
見
通
し
の
中
で
、
若

い
方
が
入
る
こ
と
で
、
各
企
業
が
活

発
に
な
っ
て
く
る
。
若
い
世
代
に
関

心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
業
界

の
魅
力
を
伝
え
て
い
く
こ
と
が
業
界

全
体
の
活
性
化
に
繋
が
る
と
考
え
て

い
る
。

基
準
法
改
正
で

期
待
と
課
題
が
交
錯

16
小
松
能
美
建
築
組
合
連
合
会

　
現
在
も
相
変
わ
ら
ず
職
人
不
足
は

慢
性
的
に
あ
る
現
状
で
あ
る
。

　
建
設
コ
ス
ト
の
上
昇
は
い
ま
だ
に

止
ま
る
こ
と
が
な
く
、
食
料
品
な
ど

の
価
格
と
同
じ
よ
う
に
機
器
や
資
材

の
値
上
が
り
が
進
ん
で
い
る
。

　
そ
の
上
、
令
和
７
年
４
月
か
ら
の

改
正
建
築
基
準
法
や
建
築
物
省
エ
ネ

法
が
全
面
施
行
さ
れ
、
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に
向
け
た
省
エ
ネ

の
強
化
と
木
材
利
用
促
進
を
目
的
と

し
て
い
て
、
新
築
住
宅
に
は
省
エ
ネ

基
準
適
合
が
義
務
化
さ
れ
、
リ
フ
ォ

ー
ム
工
事
で
は
確
認
申
請
が
必
要
な

物
件
が
増
え
る
な
ど
、
建
設
工
事
の

コ
ス
ト
が
増
加
し
て
い
る
。

　
基
準
法
の
改
正
は
、
省
エ
ネ
へ
の

ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
に
は
対
応
で
き
、

ま
た
、
木
材
使
用
で
の
建
築
物
の
木

造
化
も
省
エ
ネ
対
策
と
し
て
大
き
な

効
果
が
あ
る
。
そ
の
上
、
建
物
の
構

造
の
安
全
性
向
上
が
期
待
で
き
る
。

　
し
か
し
、
職
人
不
足
や
賃
金
の
増
額
、

働
き
方
改
革
に
よ
る
休
日
の
増
加
、

資
材
の
高
騰
な
ど
で
、
建
築
工
事
の

工
期
や
コ
ス
ト
の
増
加
が
進
む
見
通

し
と
な
っ
て
い
る
。

　
今
後
も
施
工
主
が
資
材
の
高
騰
や
、

工
期
延
長
の
工
賃
増
加
な
ど
で
の
工

事
費
全
体
の
増
加
へ
の
理
解
が
進
む

こ
と
を
期
待
し
た
い
。
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　　　　　　　　観光編13：00～（20分25問）
11月19日（水） 　観光編13：00～（20分25問） ※オンラインのみ
令和7年10月1日（水）～10月31日（金）9：00～17：00（土日・祝日は除く）
一般：1,000円／大学生：300円／高校生以下：無料　
(大学生以下の方は申込の際に学生証等を提示してください）
小松商工会議所 総務・事業課　
TEL：0761-21-3121　FAX：0761-21-3120

実施日
会　場
受検級

申込期間
検定料

申込先
「初級編」「観光編」はオンライン受験
も実施します。詳しくはホームペー
ジをご確認ください。

　ふるさとへの理解を深め、より多くの皆さんに小松の魅力を知っていただくため、
今年も、ふるさと小松検定を実施します。

ふるさと再発見！！
～来て、見て、感じて、小松～

令和７年度『観光編』テーマ

■ドリルとテキストについて　申込書並びにテキスト・ドリル・過去問題はふるさと
小松検定Webページからダウンロードしてください。貸出、購入もできます。

ふるさと小松検定第21回

NPO法人　ふるさと小松検定

小規模企業振興委員連絡会 小規模企業振興委員連絡会

10



組
合
員
減
少
、
高
齢
化
も
課
題

❶
三
日
市
商
店
街
振
興
組
合

　
物
価
高
騰
、
実
質
経
済
の
停
滞
感

の
影
響
も
あ
り
、
引
き
続
き
小
規
模

小
売
業
は
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
や
お
旅
ま
つ

り
の
期
間
に
は
、
帰
省
客
や
旅
行
客

を
含
め
多
く
の
人
の
姿
が
見
ら
れ
た

が
、
当
商
店
街
で
は
営
業
店
舗
、
組

合
員
と
も
に
減
少
が
続
き
、
イ
ベ
ン

ト
を
行
う
こ
と
も
困
難
と
な
り
集
客

力
が
大
変
弱
く
な
っ
て
い
る
。

　
前
回
の
調
査
か
ら
、
組
合
員
の
減

少
は
な
い
も
の
の
営
業
店
舗
数
は
更

に
減
少
し
、
今
後
も
明
る
い
見
通
し

は
見
ら
れ
な
い
。
ア
ー
ケ
ー
ド
の
問

題
、
組
合
員
の
高
齢
化
な
ど
問
題
は

山
積
み
と
な
っ
て
い
る
。
残
っ
て
い

る
組
合
員
の
力
だ
け
で
は
新
し
い
動

き
を
起
こ
せ
な
い
の
が
実
情
と
な
っ

て
い
る
。

新
幹
線
効
果
と
昼
夜
の
賑
わ
い

❷
小
松
中
央
通
り
商
店
街
振
興
組
合

　
北
陸
新
幹
線
の
延
伸
か
ら
一
定
期

間
が
経
過
し
た
小
松
駅
前
エ
リ
ア
の

現
状
に
つ
い
て
、
新
た
な
動
き
が
見

ら
れ
る
。

　
新
幹
線
延
伸
後
、
観
光
客
の
顕
著

な
増
加
は
ま
だ
見
ら
れ
な
い
が
、
研

修
な
ど
を
含
む
ビ
ジ
ネ
ス
出
張
者
の

来
訪
は
増
え
て
い
る
。
こ
れ
に
伴
い
、

駅
周
辺
で
は
新
た
な
飲
食
店
が
次
々

と
オ
ー
プ
ン
し
、
テ
ナ
ン
ト
出
店
の

問
い
合
わ
せ
も
増
え
て
い
る
状
況
で

あ
る
。

　
特
に
、
夜
間
の
飲
食
店
出
店
が
相

次
い
だ
こ
と
で
、
こ
の
エ
リ
ア
全
体

の
魅
力
が
高
ま
り
、
他
市
か
ら
の
訪

問
者
も
増
え
つ
つ
あ
る
。

　
一
方
で
、
昼
間
の
時
間
帯
は
ホ
テ

ル
へ
の
移
動
や
滞
在
が
中
心
で
、
消

費
活
動
に
は
繋
が
り
に
く
い
と
い
う

課
題
が
残
っ
て
い
る
。
ま
た
、
観
光

客
に
よ
る
消
費
効
果
は
、
昼
夜
を
問

わ
ず
依
然
と
し
て
限
定
的
と
な
っ
て

い
る
。

　
し
か
し
、
今
後
の
更
な
る
賑
わ
い

創
出
に
向
け
て
、
明
る
い
兆
し
も
見

え
て
い
る
。「
新
た
に
3
棟
の
ホ
テ
ル

建
設
予
定
」「
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
レ
ジ
ャ

ー
施
設
の
出
店
」。
こ
れ
ら
の
計
画
が

進
め
ば
、
小
松
駅
周
辺
は
更
に
活
気

づ
き
、
地
域
経
済
の
活
性
化
が
期
待

さ
れ
る
。

　
そ
の
他
、
商
店
街
の
大
き
な
課
題

と
し
て
、
ア
ー
ケ
ー
ド
の
老
朽
化
が

挙
げ
ら
れ
る
。
商
店
街
の
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
の
重
要
性
を
再
認
識
し
、
単

な
る
商
店
街
の
枠
を
超
え
て
、
街
全

体
の
課
題
と
し
て
ア
ー
ケ
ー
ド
の
あ

り
方
を
再
検
討
し
、
解
決
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
化
で

商
業
へ
の
影
響
も
懸
念

❸
粟
津
駅
前
商
交
会

　
小
松
南
部
は
、
ま
だ
ま
だ
景
気
回

復
と
は
言
え
な
い
。
粟
津
駅
前
で
は

通
勤
通
学
の
時
間
帯
に
交
通
混
雑
が

発
生
し
、
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
化（
円

形
交
差
点
）の
整
備
も
行
っ
て
い
る
が
、

商
店
街
へ
の
来
店
に
も
繋
が
っ
て
ほ

し
い
。

　
経
営
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足

に
加
え
、
昨
今
の
景
気
動
向
に
よ
り

見
通
し
は
ま
だ
ま
だ
暗
い
。

　
地
域
全
体
で
新
た
な
魅
力
づ
く
り

に
取
り
組
み
、
活
性
化
へ
の
可
能
性

を
探
っ
て
い
き
た
い
。

業
界
内
格
差
あ
る
も

新
た
な
挑
戦

❹
小
松
織
物
工
業
協
同
組
合

　
国
内
景
気
は
緩
や
か
な
回
復
基
調

に
あ
る
が
力
強
さ
は
感
じ
ら
れ
な
い
。

物
価
上
昇
も
続
き
、
消
費
者
の
節
約

志
向
が
強
ま
り
、
繊
維
商
品（
衣
料
品

等
）ま
で
消
費
が
ま
わ
っ
て
来
な
い
状

況
で
あ
る
。

　
小
松
織
物
関
連
の
景
気
動
向
は
、

イ
ン
テ
リ
ア
・
カ
ー
テ
ン
関
係
の
受
注

数
は
微
増
傾
向
に
あ
る
。
特
に
高
級

ゾ
ー
ン
が
好
調
で
織
機
の
稼
働
状
況

も
順
調
で
あ
る
。
半
面
、
定
番
商
品

は
工
賃
が
合
わ
ず
苦
し
い
状
況
は
変

わ
ら
な
い
。

　
一
方
、
衣
料
に
関
し
て
は
在
庫
調

整
の
影
響
で
苦
戦
状
況
が
続
き
、
デ

ザ
イ
ン
性
や
機
能
性
に
特
化
し
た
差

別
化
衣
料
や
好
調
だ
っ
た
ス
ポ
ー
ツ

衣
料
に
翳
り
が
見
え
、
先
行
き
に
不

安
が
あ
る
。

　
伝
統
の
絹
織
物（
和
装
）に
つ
い
て

は
高
齢
化
及
び
後
継
者
不
足
が
ま
す

ま
す
進
み
、
仕
事
が
あ
る
が
対
応
可

能
な
機
屋
が
な
い
と
い
う
危
機
的
状

況
と
な
っ
て
い
る
。

　
11
月
に
開
催
さ
れ
る
、
国
際
繊
維

見
本
市（
総
合
テ
キ
ス
タ
イ
ル
展
）に

向
け
て
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
を
と
ら
え

た
高
い
デ
ザ
イ
ン
性
、
高
機
能
、
高

品
質
の
新
商
品
織
物
開
発
の
た
め
、

一
部
で
は
あ
る
が
設
備
投
資
や
織
物

品
種
転
換
に
伴
う
織
物
組
織
替
え
を

行
う
頼
も
し
い
事
業
所
も
出
て
き
て

お
り
組
合
全
体
と
し
て
し
っ
か
り
と

支
え
小
松
織
物
産
地
を
盛
り
上
げ
た

い
。差

別
化
技
術
と
効
率
改
善
で

成
長
を
目
指
す

❺
小
松
撚
糸
工
業
協
同
組
合

　
国
内
の
繊
維
製
品
の
消
費
自
体
が

減
少
傾
向
に
あ
る
。
背
景
と
し
て
人

口
減
少
・
安
価
な
輸
入
品
の
増
加
・
衣

料
消
費
の
低
迷
・
フ
ァ
ス
ト
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
の
影
響
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

ア
パ
レ
ル
メ
ー
カ
ー
や
商
社
も
海
外

調
達
が
中
心
に
な
り
、
国
内
撚
糸
の

受
注
が
減
少
し
て
い
る
。
特
に「
高
価

格
帯
の
国
産
糸
」の
需
要
が
減
少
し
、

輸
入
糸（
中
国
・
東
南
ア
ジ
ア
）が
増
加

傾
向
に
あ
る
。

　
ま
た
、
電
力
コ
ス
ト
の
高
騰
、
人

手
不
足（
職
人
技
術
に
依
存
し
て
い
る

部
分
が
多
く
若
い
担
い
手
が
少
な
い
）、

高
齢
化（
技
術
承
継
が
進
ま
ず
熟
練
者

の
引
退
で
品
質
維
持
が
難
し
く
な
る

懸
念
）、
設
備
の
老
朽
化
な
ど
課
題
は

山
積
す
る
。

　
撚
糸
工
程
は
電
力
依
存
度
が
高
い
。

撚
糸
機（
リ
ン
グ
撚
糸
機
、
カ
バ
ー
リ

ン
グ
マ
シ
ン
、
合
撚
機
な
ど
）は
モ
ー

タ
ー
が
中
心
で
あ
り
、
一
定
速
度
で

長
時
間
稼
働
す
る
た
め
電
力
消
費
量

が
大
き
い
。
ま
た
、
高
速
回
転
や
空

調
・
湿
度
管
理
な
ど
安
定
し
た
電
力
供

給
が
不
可
欠
で
あ
り
、
電
力
コ
ス
ト

の
比
率
が
高
く
、
直
撃
を
受
け
や
す

い
構
造
で
あ
る
。
特
に
大
規
模
工
場

で
は
、
電
力
コ
ス
ト
が
製
造
原
価
の

中
で
無
視
で
き
な
い
割
合
を
占
め
る
。

　
繊
維
業
界
は「
原
料
＋
人
件
費
＋
エ

ネ
ル
ギ
ー
」で
コ
ス
ト
が
決
ま
る
。
中

国
や
東
南
ア
ジ
ア
に
比
べ
る
と
日
本

は
電
力
単
価
が
高
い
た
め
、
価
格
競

争
で
不
利
に
な
り
や
す
い
。
特
に
撚

糸
は
24
時
間
稼
働
が
多
く
、
停
止
・
再

稼
働
に
は
ロ
ス
が
発
生
す
る
。
各
企

業
の
中
に
は
高
効
率
モ
ー
タ
ー
や
イ

ン
バ
ー
タ
ー
制
御
、Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
な
ど

の
導
入
や
空
調
設
備
の
見
直
し
が
進

ん
で
い
る
。

　
撚
糸
産
業
は
、「
電
力
コ
ス
ト
依
存

型
」で
あ
り
、
国
際
競
争
力
や
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
対
応
に
直
結
す
る
要
素

と
い
え
る
。
各
企
業
は
、
世
界
に
誇

れ
る
高
い
技
術
力
と
差
別
化
を
更
に

推
し
進
め
、「
電
力
効
率
を
ど
う
改
善

す
る
か
」が
今
後
の
存
続
・
成
長
の
大

き
な
カ
ギ
と
な
る
。

行
政
支
援
へ
の
期
待

❻
小
松
鉄
工
機
器
協
同
組
合

　
大
手
建
設
機
械
メ
ー
カ
ー
は
、
需

要
の
減
少
が
長
期
化
し
て
お
り
、
今

年
度
に
入
っ
て
も
引
き
続
き
減
産
と

な
っ
て
い
る
。
組
合
員
企
業
の
多
く

は
、
影
響
を
受
け
て
部
品
製
造
受
注

が
減
少
し
定
時
操
業
と
な
っ
て
い
る
。

　
業
界
全
体
と
し
て
は
、
コ
ス
ト
上

昇
分
の
価
格
転
嫁
は
あ
る
程
度
進
ん

で
い
る
も
の
の
、
原
材
料
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
価
格
が
高
止
ま
っ
て
お
り
、
借

入
金
利
の
上
昇
、
受
注
の
減
少
、
賃

上
げ
な
ど
で
収
益
状
況
・
景
況
が
悪
化

し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
本
年
４

月
か
ら
米
ト
ラ
ン
プ
政
権
に
よ
る
相

互
関
税
が
導
入
さ
れ
、
８
月
に
15
％

が
日
本
に
発
動
さ
れ
た
。
今
後
は
関

税
に
よ
る
輸
出
コ
ス
ト
の
増
加
や
世

界
経
済
の
下
振
れ
に
よ
り
、
業
界
の

受
注
が
更
に
減
少
し
な
い
か
注
視
し

て
い
る
。

　
ま
た
、
長
引
く
原
材
料
・
エ
ネ
ル
ギ

ー
関
連
価
格
の
高
騰
、
深
刻
化
す
る

人
手
不
足
や
更
な
る
金
利
上
昇
、
大

幅
な
賃
上
げ
、
受
注
の
減
少
な
ど
で
、

経
営
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。

　
そ
の
た
め
、
行
政
に
は
早
期
の
総

合
経
済
対
策
を
実
施
し
て
中
小
企
業

の
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。

持
続
的
発
展
の
た
め
、

人
材
確
保
と
デ
ジ
タ
ル
化
を

❼
小
松
鉄
工
団
地
協
同
組
合

　
石
川
県
の
鉄
工
業
界
を
取
り
巻
く

状
況
は
、
依
然
と
し
て
厳
し
さ
が
続

い
て
い
る
。

　
石
川
県
鉄
工
機
電
業
界
の
２
０
２

５
年
４
〜
６
月
期
の
Ｄ
Ｉ
調
査
に
よ

る
と
、
売
上
高
は
▲
26
・
4（
前
回
▲

27
・
5
）と
低
迷
し
、
収
益
状
況
も
▲

24
・
6
と
厳
し
い
状
態
が
続
い
て
い
る
。

特
に
原
材
料
価
格
の
上
昇（
▲
57
・
6
）

が
大
き
な
負
担
と
な
り
、
操
業
率
の

低
下（
▲
９
・
０
）や
設
備
投
資
の
横
ば

い
な
ど
、
生
産
体
制
の
弱
さ
も
浮
き

彫
り
に
な
っ
て
い
る
。
来
期
は
や
や

改
善
の
見
通
し
が
あ
る
も
の
の
、
依

然
と
し
て
マ
イ
ナ
ス
域
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
。
外
部
の
影
響
と
し
て
は
、

米
国
の
関
税
政
策
や
海
外
情
勢
の
不

透
明
さ
が
あ
り
、
内
部
の
課
題
と
し

て
は
受
注
の
不
安
定（
39
・
８
％
）、
人

材
不
足（
26
・
５
％
）が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。

　
ま
た
、
大
手
建
設
機
械
メ
ー
カ
ー
は
、

米
国
の「
相
互
関
税
」の
影
響
に
よ
り
、

産
業
機
械
の
コ
ス
ト
増
や
、
建
設
機

械
・
車
両
の
需
要
減
少
が
起
き
る
可
能

性
を
示
し
て
い
る
。
石
川
県
に
と
っ

て
建
設
機
械
は
主
要
な
輸
出
品
目
で

あ
る
た
め
、
大
手
企
業
の
動
向
が
地

域
産
業
に
大
き
く
直
結
す
る
。
そ
の

た
め
、
景
気
回
復
に
は
時
間
が
か
か

る
と
見
ら
れ
、
引
き
続
き
注
意
が
必

要
で
あ
る
。

　
更
に
物
流
業
界
で
も
、
人
件
費
や

燃
料
費
、
車
両
維
持
費
の
増
加
に
加

え
て
人
手
不
足
の
影
響
が
あ
り
景
気

に
冷
え
込
み
が
見
ら
れ
る
。

　
全
体
と
し
て
、
業
界
全
般
に
大
き

な
改
善
は
見
ら
れ
ず
停
滞
感
が
続
い

て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

　
米
国
の
関
税
政
策
、
円
安
、
原
材

料
の
高
騰
と
い
っ
た
外
部
要
因
が
引

き
続
き
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
。
一
方
で
、
人
材
不
足
や
設
備
投

資
の
停
滞
と
い
っ
た
内
部
の
課
題
も

解
決
す
べ
き
問
題
と
し
て
残
っ
て
い

る
。

　
今
後
は
、
こ
う
し
た
要
因
を
見
極

め
な
が
ら
、
デ
ジ
タ
ル
化
や
Ａ
Ｉ
を

活
用
し
た
自
動
化
・
遠
隔
化
を
進
め
る

こ
と
、
ま
た
環
境
技
術
の
進
展
に
合

わ
せ
た
対
応
を
行
う
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。
更
に
、
業
界
の
持
続
的
な
発

展
に
は
、
人
材
の
確
保
と
育
成
と
い

っ
た
基
盤
づ
く
り
も
欠
か
せ
な
い
。

復
興
進
展
と

人
手
不
足
の
板
挟
み

❽（
一
社
）小
松
能
美
建
設
業
協
会

　
能
登
半
島
地
震
の
復
旧
・
復
興
支
援

の
公
費
解
体
工
事
も
終
盤
を
向
か
え

て
お
り
、
今
後
は
住
宅
の
建
替
え
、

修
繕
が
始
ま
る
が
、
人
手
不
足
や
資

材
の
高
騰
、
物
価
高
、
人
件
費
の
高

騰
に
よ
り
、
能
登
で
は
新
築
で
坪
単

価
が
２
０
０
万
円
と
の
相
場
も
聞
こ

え
て
き
て
い
る
。

　
小
松
駅
周
辺
で
は
新
規
ホ
テ
ル
の

進
出
が
盛
ん
で
あ
り
、
民
間
投
資
の

活
性
化
が
顕
著
に
見
ら
れ
る
状
況
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
駅
東
地
区
の

拠
点
施
設
で
あ
る
複
合
ビ
ル「
ウ
レ
シ

ャ
ス
小
松
」が
10
月
に
竣
工
さ
れ
、
永

続
的
な
賑
わ
い
創
り
の
拠
点
と
し
て
、

ま
た
、
災
害
時
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
拠

点
と
し
て
の
機
能
を
備
え
た
ビ
ル
と

し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
一
方
で
、
依
然
と
し
て
円
安
に
起

因
し
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
や
原
材

料
費
の
高
騰
に
よ
り
、
物
価
高
が
続
き
、

庶
民
の
生
活
を
圧
迫
し
て
い
る
。
ま

た
、
最
低
賃
金
が
10
月
よ
り
70
円
上

が
っ
て
、
１
、
０
０
０
円
を
初
め
て

超
え
、
１
、
０
５
４
円
と
な
り
、
高

い
水
準
の
引
き
上
げ
が
続
い
て
お
り
、

人
手
不
足
の
状
況
に
も
改
善
の
兆
し

が
見
え
な
い
状
況
で
あ
る
。
今
後
、

賃
金
上
昇
に
建
設
業
界
と
し
て
、
継

続
し
て
対
応
で
き
る
か
が
問
わ
れ
る

こ
と
と
な
る
。

　
猛
暑
が
続
く
中
、
６
月
か
ら
熱
中

症
対
策
が
義
務
化
さ
れ
、
従
業
員
の

熱
中
症
対
策
や
休
日
の
確
保
、
環
境

改
善
な
ど
働
き
方
改
革
の
対
応
に
追

わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
解
体
工
事
現

場
に
お
い
て
転
落
に
よ
る
事
故
が
発

生
し
、
改
め
て
、
安
全
対
策
の
徹
底

を
建
設
現
場
担
当
者
に
指
示
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　
公
共
事
業
に
お
い
て
は
、
下
水
道

の
災
害
復
旧
工
事
が
発
注
さ
れ
、
来

年
度
中
の
完
了
を
目
指
し
て
施
工
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
民
間
事

業
で
は
、
住
宅
の
新
増
築
に
つ
い
て

は
価
格
の
高
騰
で
見
合
わ
せ
る
こ
と

が
今
後
懸
念
さ
れ
、
先
が
見
通
せ
な

い
状
況
が
続
く
と
予
想
さ
れ
る
。

　
人
手
不
足
や
担
い
手
不
足
が
顕
著

に
な
っ
て
来
て
お
り
、
実
業
高
校
は

も
と
よ
り
、
普
通
高
校
へ
も
建
設
業

の
魅
力
や
地
域
の
守
り
手
と
し
て
の

使
命
な
ど
を
発
信
し
、
働
き
方
改
革

に
よ
る
週
休
２
日
の
確
保
、
賃
金
の

改
善
な
ど
に
よ
り
、
新
規
入
職
者
の

確
保
へ
の
取
組
を
積
極
的
に
行
う
こ

と
が
必
修
と
な
っ
て
い
る
。
建
設
業

へ
の
入
職
に
つ
い
て
は
、
行
政
と
一

緒
に
な
っ
て
取
り
組
ま
な
い
と
、
災

害
・
除
雪
時
の
対
応
に
お
い
て「
地
域

の
守
り
手
」と
し
て
の
建
設
業
の
使
命

を
果
た
せ
な
い
こ
と
と
な
る
こ
と
が

懸
念
さ
れ
る
。「
地
域
の
守
り
手
」と

し
て
の
使
命
を
担
う
建
設
業
が
存
続

し
続
け
る
た
め
に
は
、
将
来
の
担
い

手
確
保
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　
人
材
確
保
に
向
け
た
賃
上
げ
等
や

建
設
業
を
目
指
す
若
者
が
、
夢
と
誇

り
を
も
っ
て
活
躍
で
き
る
希
望
に
満

ち
た
業
界
と
な
る
よ
う
建
設
業
の
魅

力
発
信
に
向
け
て
、
働
き
方
改
革
推
進
、

処
遇
改
善
、
生
産
性
の
向
上
、Ｉ
Ｃ
Ｔ・

Ｄ
Ｘ
の
推
進
、
魅
力
あ
る
建
設
業
の

発
信
・
広
報
活
動
の
推
進
を
進
め
る
た

め
、
高
校
生
へ
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
や
企
業
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
実
施
し
、

人
材
確
保
に
繋
げ
て
い
き
た
い
。

単
価
設
定
と
商
品
開
発
が

鍵
と
な
る

❾
石
川
県
九
谷
窯
元
工
業
協
同
組
合

　
海
外
向
け
や
観
光
客
向
け
に
需
要

は
安
定
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
職
人
の
高
齢
化
が
進
ん
で
き
て
い

る
の
で
、
今
ま
で
通
り
の
生
産
工
程

を
維
持
す
る
こ
と
の
厳
し
さ
が
増
し

て
き
て
い
る
。
ま
た
、
近
年
の
賃
金

の
急
激
な
上
昇
で
、
人
件
費
や
原
材

料
費
の
仕
入
れ
の
負
担
が
増
え
て
く

る
と
見
込
ま
れ
る
の
で
、
こ
の
先
単

価
の
設
定
や
、
商
品
開
発
等
、
業
界

の
経
営
戦
略
が
問
わ
れ
る
。

新
法
で
揺
れ
る
運
送
業
界

10
加
南
ト
ラ
ッ
ク
事
業
協
同
組
合

　
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
は
、
労
働
環

境
の
改
善
と
運
賃
制
度
の
見
直
し
を

中
心
に
、
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て

い
る
。
特
に
、
２
０
２
５
年
６
月
に

公
布
さ
れ
た「
ト
ラ
ッ
ク
新
法
」に
よ

り
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
処
遇
改
善
や
長

時
間
労
働
の
是
正
、
多
重
下
請
け
構

造
の
制
限
な
ど
が
法
的
に
強
化
さ
れ
、

業
界
全
体
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て

い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
運
送
事
業
者

は
安
全
管
理
や
法
令
遵
守
の
徹
底
が

求
め
ら
れ
、
許
可
更
新
制
の
導
入
に

よ
っ
て
事
業
の
継
続
性
に
も
厳
し
い

審
査
が
加
わ
る
よ
う
に
な
る
。

　
一
方
、
運
賃
面
で
は「
標
準
的
運
賃
」

が
法
的
根
拠
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、

著
し
く
低
い
契
約
が
禁
止
さ
れ
る
な

ど
、
荷
主
と
の
交
渉
力
が
強
化
さ
れ
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
収
益
性
の
改
善
が
期

待
さ
れ
る
一
方
で
、
人
件
費
や
燃
料

費
の
上
昇
が
収
益
を
圧
迫
す
る
要
因

と
な
っ
て
い
る
。

　
今
後
は
、
デ
ジ
タ
ル
化（
Ｄ
Ｘ
）の

導
入
に
よ
る
業
務
効
率
化
や
、
荷
主

と
の
対
等
な
契
約
関
係
の
構
築
が
重

要
な
課
題
。
業
界
再
編
の
動
き
も
加

速
し
て
お
り
、
中
小
事
業
者
の
淘
汰

や
統
合
が
進
む
可
能
性
が
高
い
中
、

持
続
可
能
な
経
営
体
制
の
構
築
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

復
興
と
地
域
経
済
の

厳
し
い
現
状

11
石
川
県
電
気
工
事
工
業
組
合
加
南
本
部

　
能
登
半
島
地
震
か
ら
１
年
８
ヵ
月

が
経
ち
、
能
登
地
区
の
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
復
旧
工
事
も
継
続
中
で
あ
る
が
、

地
域
の
人
口
減
少
も
加
わ
り
復
興
の

進
捗
実
感
が
乏
し
い
。

　
加
賀
地
区
の
住
宅
着
工
件
数
は
、

２
０
２
５
年
４
月
の
建
築
基
準
法
改

正
に
よ
り「
確
認
審
査
期
間
が
７
日
以

内
か
ら
35
日
以
内
」に
変
更
さ
れ
た
影

響
で
前
年
度
を
大
き
く
下
回
っ
て
い

る
。
ま
た
、
建
築
資
材
高
騰
や
子
育

て
世
代
の
減
少
な
ど
も
あ
り
住
宅
着

工
数
は
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
る
。

　
公
共
工
事
及
び
民
間
の
設
備
投
資

に
つ
い
て
は
、
前
年
度
並
み
の
受
注

は
あ
る
が
、
一
方
で
材
料
費
高
騰
や

人
件
費
等
が
受
注
金
額
の
反
映
に
は

ま
だ
至
っ
て
い
な
い
。

　
個
々
の
企
業
で
は
、
世
界
経
済
の

不
安
定
要
因
が
景
気
の
先
行
き
不
透

明
感
を
増
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て

い
る
。

　
ま
た
、
労
働
環
境
の
整
備
や
、
人

材
不
足
の
深
刻
化
な
ど
人
的
要
因
に

係
る
費
用
が
企
業
の
コ
ス
ト
ア
ッ
プ

と
な
り
経
営
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
新
築
住
宅
の
着
工
件
数
は
減
少
傾

向
と
予
想
、
公
共
工
事
と
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
関
連
の
内
需
企
業
へ
の
民
間
設

備
投
資
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
の
継
続

的
な
投
資
に
期
待
し
た
い
。

　
一
方
で
、
金
利
の
上
昇
傾
向
や
人

件
費
高
騰
に
よ
り
、
企
業
の
収
益
力

低
下
や
産
業
間
の
人
材
獲
得
競
争
激

化
が
予
想
さ
れ
る
。

　
労
働
人
口
の
減
少
が
急
激
に
進
む

た
め
、
多
様
な
人
材（
シ
ニ
ア
層
・
女

性
・
外
国
人
労
働
者
等
）の
活
用
・
定

着
化
に
向
け
た
柔
軟
な
勤
務
制
度
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
導
入（
生
産
性
向
上
）

な
ど
の
人
事
戦
略
に
取
り
組
む
こ
と

が
必
須
と
予
想
さ
れ
る
。

水
を
守
る
使
命
と

業
界
の
未
来
へ
の
挑
戦

12
小
松
管
工
事
協
同
組
合

　
我
が
国
経
済
は
一
部
で
は
持
ち
直

し
の
動
き
も
見
ら
れ
る
一
方
、
我
々

の
業
界
に
と
っ
て
は
数
年
前
か
ら
続

い
て
い
る
資
材
価
格
の
上
昇
が
著
し

く
、
資
材
に
よ
っ
て
は
年
に
何
回
も

値
上
げ
さ
れ
て
い
る
物
も
あ
り
、
そ

の
価
格
転
嫁
の
困
難
さ
や
加
え
て
若

手
を
中
心
と
し
た
人
手
不
足
と
い
っ

た
課
題
も
複
層
的
に
絡
み
合
っ
て
お

り
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
環
境
が
続

い
て
い
る
。

　
更
に
工
事
件
数
も
減
少
傾
向
で
、

先
行
き
不
透
明
な
状
況
で
今
後
に
不

安
を
感
じ
て
い
る
。

　
能
登
半
島
地
震
発
生
よ
り
１
年
8

か
月
を
過
ぎ
た
今
で
も
、
本
組
合
に

よ
る
被
災
地
で
の
水
道
管
路
の
応
急

復
旧
は
続
い
て
い
る
。

　
経
営
的
に
は
大
変
厳
し
い
環
境
が

続
い
て
い
る
が
、
今
後
も
人
が
生
き

て
い
く
上
で
大
切
な
水
を
守
っ
て
い

る
我
々
の
業
界
が
し
っ
か
り
と
存
続

し
て
い
く
た
め
に
も
、
魅
力
あ
る
業

界
の
P
R
、
業
界
内
の
全
て
の
会
社

が
適
正
な
利
潤
を
得
る
仕
組
み
づ
く

り
を
通
し
て
、
働
く
人
の
給
与
や
休

日
と
い
っ
た
処
遇
改
善
や
技
術
者
の

雇
用
と
育
成
に
努
め
、
若
年
層
を
中

心
と
し
た
人
手
不
足
解
消
、
社
会
的

地
位
向
上
に
真
剣
に
取
り
組
み
、
業

界
の
未
来
に
繋
げ
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

猛
暑
と
不
漁
に
揺
れ
る

13
小
松
魚
商
協
同
組
合

　
今
夏
の
猛
暑
や
原
材
料
価
格
の
高

騰
、
人
手
不
足
は
も
ち
ろ
ん
、
取
り

巻
く
環
境
は
大
変
厳
し
い
の
一
言
で

あ
る
。
特
に
、
７
月
８
月
と
漁
獲
量

が
大
変
少
な
く
、
鮮
魚
店
や
飲
食
店

で
も
提
供
す
る
魚
貝
の
量
・
質
と
も
品

薄
状
態
が
続
い
て
い
る
。

　
９
月
の
底
引
き
網
漁
に
よ
っ
て
漁

獲
量
に
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、

残
暑
が
長
引
く
恐
れ
も
あ
り
、
見
通

し
が
つ
か
な
い
現
状
で
あ
る
。

補
助
事
業
後
の
集
客
苦
境

14
粟
津
温
泉
旅
館
協
同
組
合

　
昨
年
ま
で
補
助
事
業
が
あ
り
、
順

調
な
集
客
、
売
上
が
あ
り
好
調
で
あ

っ
た
が
、
本
年
か
ら
は
補
助
事
業
も

な
く
、
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　
観
光
協
会
で
は
、
会
員
旅
館
に
お

い
て「
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
企
画
」を
行
い
、

地
元
企
業
の
従
業
員
割（
常
時
１
割
引

き
）を
行
い
、
集
客
に
努
め
て
い
る
。

　
見
通
し
は
景
気
次
第
で
は
あ
る
が
、

経
費
の
増
加
が
負
担
と
な
っ
て
き
て

い
る
。

　
逆
境
を
乗
り
越
え
る
工
夫
と
挑
戦

を
続
け
、
地
域
と
の
協
力
を
深
め
る

こ
と
で
、
安
定
し
た
集
客
へ
と
繋
げ

る
必
要
が
あ
る
。

業
界
活
発
化
の
た
め
、

若
手
の
確
保
を

15
小
松
建
具
組
合

　
能
登
半
島
地
震
か
ら
の
復
興
整
備

が
進
み
、
住
宅
の
着
工
数
は
増
加
傾

向
に
あ
る
が
、
公
共
的
に
は
ま
だ
イ

ン
フ
ラ
整
備
の
段
階
で
あ
り
、
建
築

へ
の
予
算
ま
で
出
て
い
な
い
の
が
現

状
で
あ
る
。
材
料
に
関
し
て
は
高
止

ま
り
に
な
っ
て
い
る
が
、
各
企
業
の

人
件
費
問
題
も
深
刻
化
し
て
お
り
、

い
つ
値
上
げ
要
請
が
来
る
か
分
か
ら

な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。
請
負
金
額

を
上
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
が
、
元

請
金
額
が
決
ま
っ
て
い
る
中
で
、
請

負
金
額
交
渉
が
難
し
い
の
も
ひ
と
つ

の
要
因
で
あ
る
。
業
界
的
に
は
、
ま

だ
厳
し
い
状
況
が
続
く
と
考
え
ら
れ

る
。

　
仕
事
は
年
末
に
向
け
て
増
加
傾
向

に
あ
る
が
、
請
負
金
額
が
急
激
に
上

が
る
と
は
考
え
に
く
く
、
各
企
業
の

一
層
の
努
力
が
必
要
に
な
っ
て
く
る

と
考
え
ら
れ
る
。

　
各
企
業
の
維
持
が
大
事
に
な
っ
て

く
る
中
で
、
親
方
経
営
、
家
族
経
営

で
廃
業
し
て
い
る
企
業
が
各
県
の
組

合
で
出
て
き
て
い
る
。
今
後
、
そ
の

よ
う
な
組
合
に
出
て
い
る
よ
う
な
企

業
が
増
加
し
て
、
同
業
者
が
減
少
し

て
い
く
の
で
は
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
の
よ
う
な
見
通
し
の
中
で
、
若

い
方
が
入
る
こ
と
で
、
各
企
業
が
活

発
に
な
っ
て
く
る
。
若
い
世
代
に
関

心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
業
界

の
魅
力
を
伝
え
て
い
く
こ
と
が
業
界

全
体
の
活
性
化
に
繋
が
る
と
考
え
て

い
る
。

基
準
法
改
正
で

期
待
と
課
題
が
交
錯

16
小
松
能
美
建
築
組
合
連
合
会

　
現
在
も
相
変
わ
ら
ず
職
人
不
足
は

慢
性
的
に
あ
る
現
状
で
あ
る
。

　
建
設
コ
ス
ト
の
上
昇
は
い
ま
だ
に

止
ま
る
こ
と
が
な
く
、
食
料
品
な
ど

の
価
格
と
同
じ
よ
う
に
機
器
や
資
材

の
値
上
が
り
が
進
ん
で
い
る
。

　
そ
の
上
、
令
和
７
年
４
月
か
ら
の

改
正
建
築
基
準
法
や
建
築
物
省
エ
ネ

法
が
全
面
施
行
さ
れ
、
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に
向
け
た
省
エ
ネ

の
強
化
と
木
材
利
用
促
進
を
目
的
と

し
て
い
て
、
新
築
住
宅
に
は
省
エ
ネ

基
準
適
合
が
義
務
化
さ
れ
、
リ
フ
ォ

ー
ム
工
事
で
は
確
認
申
請
が
必
要
な

物
件
が
増
え
る
な
ど
、
建
設
工
事
の

コ
ス
ト
が
増
加
し
て
い
る
。

　
基
準
法
の
改
正
は
、
省
エ
ネ
へ
の

ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
に
は
対
応
で
き
、

ま
た
、
木
材
使
用
で
の
建
築
物
の
木

造
化
も
省
エ
ネ
対
策
と
し
て
大
き
な

効
果
が
あ
る
。
そ
の
上
、
建
物
の
構

造
の
安
全
性
向
上
が
期
待
で
き
る
。

　
し
か
し
、
職
人
不
足
や
賃
金
の
増
額
、

働
き
方
改
革
に
よ
る
休
日
の
増
加
、

資
材
の
高
騰
な
ど
で
、
建
築
工
事
の

工
期
や
コ
ス
ト
の
増
加
が
進
む
見
通

し
と
な
っ
て
い
る
。

　
今
後
も
施
工
主
が
資
材
の
高
騰
や
、

工
期
延
長
の
工
賃
増
加
な
ど
で
の
工

事
費
全
体
の
増
加
へ
の
理
解
が
進
む

こ
と
を
期
待
し
た
い
。

令和7年11月16日（日）、19日※（水）13：00～ ※観光編オンラインのみ
第一地区コミュニティセンター
11月16日（日）　 初級編10：00～／中級編11：00～／上級編12：00～（各30分50問）
　　　　　　　　観光編13：00～（20分25問）
11月19日（水） 　観光編13：00～（20分25問） ※オンラインのみ
令和7年10月1日（水）～10月31日（金）9：00～17：00（土日・祝日は除く）
一般：1,000円／大学生：300円／高校生以下：無料　
(大学生以下の方は申込の際に学生証等を提示してください）
小松商工会議所 総務・事業課　
TEL：0761-21-3121　FAX：0761-21-3120

実施日
会　場
受検級

申込期間
検定料

申込先
「初級編」「観光編」はオンライン受験
も実施します。詳しくはホームペー
ジをご確認ください。

　ふるさとへの理解を深め、より多くの皆さんに小松の魅力を知っていただくため、
今年も、ふるさと小松検定を実施します。

ふるさと再発見！！
～来て、見て、感じて、小松～

令和７年度『観光編』テーマ

■ドリルとテキストについて　申込書並びにテキスト・ドリル・過去問題はふるさと
小松検定Webページからダウンロードしてください。貸出、購入もできます。

ふるさと小松検定第21回

NPO法人　ふるさと小松検定

小規模企業振興委員連絡会 小規模企業振興委員連絡会
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本
所
空
港
・
都
市
政
策
委
員
会（
委
員
長
：
今
出
真
稔
）は
、
小
松

空
港
の
現
状
と
課
題
、
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ

と
を
目
的
と
し「
小
松
空
港
の
現
状
と
今
後
の
取
組
み
に
つ
い
て
」と

題
し
た
委
員
会
を
開
催
し
、
委
員
18
名
が
参
加
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
北
陸
エ
ア
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長
の

南
井
浩
昌
氏
よ
り
、
小
松
空
港
の
概
要
と
し
て
、
令
和
6
年
度
の
国
内
線
・

国
際
線
利
用
者
数
は
、
北
陸
新
幹
線
開
業
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

か
ら
回
復
傾
向
に
あ
る
こ
と
、
国
際
線
は
令
和
7
年
4
月
の
香
港
便
再
開
で

全
路
線
が
復
活
し
た
こ
と
な
ど
を
説
明
い
た
だ
い
た
。

　
続
い
て
、
石
川
県
企
画
振
興
部
交
通
総
合
対
策
監
の
三
林
直
慶
氏
か
ら
、

小
松
空
港
の
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
説
明
い
た
だ
い
た
。
新
幹
線
と
の
競

合
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
の
老
朽
化
を
課
題
と
し
つ
つ
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要

の
取
り
込
み
や
北
陸
全
体
の
拠
点
空
港
と
し
て
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
挙
げ
、

空
港
を
核
と
し
た
地
域
全
体
で
の
賑
わ
い
創
出
を
図
る
た
め
、
空
港
運
営
へ

の
民
間
活
力
導
入
や
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
の
機
能
強
化
を
進
め
て
い
る
と
話
さ

れ
た
。

地
域
を
支
え
多
様
な
交
流
を
生
み
出
す
小
松
空
港

講師の冨島氏、池上氏、藤井氏説明会の様子

　
本
所
で
は
、
石
川
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室
の
冨
島
真
樹

企
画
・
調
整
係
長
、
池
上
奈
穂
企
画
・
調
整
係
、
石
川
県
商
工

労
働
部
労
働
企
画
課
藤
井
美
咲
主
任
主
事
を
講
師
に
迎
え
、「
厚

労
省
助
成
金
」説
明
会
を
開
催
。
説
明
会
終
了
後
に
社
会
保
険

労
務
士
に
よ
る
個
別
相
談
会
を
実
施
し
、
市
内
事
業
者
８
名
が

参
加
し
た
。

　
は
じ
め
に
石
川
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室
よ
り「
両
立
支
援
等
助
成

金
」「
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
助
成
金
」「
働
き
方
改
革
推
進
支
援
助
成
金
」「
業

務
改
善
助
成
金
」に
関
す
る
概
要
や
要
件
、
拡
充
し
た
助
成
内
容
、
石
川

働
き
方
改
革
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
ワ
ン
・
ス
ト
ッ
プ
無
料
相
談
等

に
つ
い
て
説
明
。
次
に
石
川
県
商
工
労
働
部
労
働
企
画
課
よ
り
業
務
改

善
助
成
金
の
上
乗
せ
支
援
と
な
る「
石
川
県
業
務
改
善
奨
励
金
」事
業
に

つ
い
て
概
要
や
補
助
内
容
、
申
請
方
法
な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

　
働
き
方
改
革
関
連
法
が
施
行
さ
れ
、
労
働
環
境
の
改
善
や
人
材
の
育

成
・
定
着
に
向
け
た
取
り
組
み
が
重
要
と
な
っ
て
い
る
な
か
、
職
場
環
境

整
備
や
業
務
効
率
化
、
賃
上
げ
や
人
材
確
保
に
対
す
る
厚
生
労
働
省
助

成
金
の
説
明
に
受
講
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

働
き
方
改
革
、
賃
上
げ
に
活
用
で
き
る
助
成
金
に
つ
い
て

挨拶する西会頭挨拶する和田氏

　
本
所
で
は
8
月
26
日
、
臨
時
議
員
総
会
・
評
議
員

会
を
開
催
し
、
議
員
、
評
議
員
83
名
が
出
席
し
た
。

　
会
議
で
は
冒
頭
、
会
頭
選
考
委
員
会
の
吉
原
愼
吾
委
員

長
か
ら
、
選
考
委
員
会
の
活
動
経
過
の
報
告
が
な
さ
れ
、

次
期
会
頭
と
し
て
小
松
ガ
ス
㈱
代
表
取
締
役
社
長
の
和
田

学
氏
が
満
場
一
致
に
よ
り
選
任
さ
れ
た
。

　
そ
の
他
、
議
員
選
挙
運
営
方
針
の
件
、
部
会
別
議
員
割

当
の
件
な
ど
、
す
べ
て
の
議
案
に
お
い
て
承
認
さ
れ
た
。

　
本
年
度
任
期
満
了
に
伴
い
実
施
さ
れ
る
議
員
選
挙
の
方

針
を
決
定
し
た
こ
と
か
ら
、
11
月
以
降
の
新
体
制
に
つ
い

て
本
格
的
に
調
整
が
図
ら
れ
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

次
期
会
頭
に
和
田
学
氏
を
選
任

説明する奥支店長ウレシャス小松前にて

　
本
所
産
業
政
策
委
員
会（
委
員
長
：
木
村
勉
）で
は
、
10
月

に
開
業
を
控
え
、
急
ピ
ッ
チ
で
作
業
を
進
め
る「
ウ
レ
シ
ャ
ス

小
松
」の
現
場
視
察
会
を
22
名
の
参
加
の
も
と
実
施
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
本
委
員
会
の
委
員
で
も
あ
る
北
陸
電
力
㈱
小
松
支
店

の
奥
支
店
長
よ
り
、「
ウ
レ
シ
ャ
ス
小
松
」の
概
要
、
地
域
の
に
ぎ
わ

い
創
出
に
向
け
て
の
取
組
や
今
後
予
定
さ
れ
て
い
る
具
体
的
な
イ
ベ

ン
ト
な
ど
に
つ
い
て
ご
説
明
い
た
だ
い
た
。

　
照
明
・
空
調
な
ど
の
省
エ
ネ
シ
ス
テ
ム
の
導
入
や
窓
を
多
く
設
け

た
開
放
的
な
空
間
な
ど
、
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
、
快
適
性
と
環
境
へ
の

配
慮
が
な
さ
れ
た
施
設
に
つ
い
て
見
学
し
た
。

　
委
員
か
ら
は「
駅
前
の
魅
力
が
一
層
高
ま
る
」「
市
民
が
誇
り
に
思

え
る
施
設
に
な
る
」と
の
声
も
あ
が
り
、
小
松
駅
周
辺
の
新
た
な
交

流
や
に
ぎ
わ
い
の
拠
点
と
し
て
、
多
く
の
市
民
や
来
訪
者
に
親
し
ま

れ
る
施
設
と
な
る
と
感
じ
ら
れ
た
視
察
で
あ
っ
た
。

試
験
日
　
11
月
16
日（
日
）

申
込
期
間
　
9
月
29
日（
月
）〜
10
月
17
日（
金
）ま
で

申
込
方
法
　
本
所
窓
口
ま
た
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

受
験
料
　
１
級
　
８
、
８
０
０
円

　
　
　
　
２
級
　
５
、
５
０
０
円

　
　
　
　
３
級
　
３
、
３
０
０
円

　
日
商
簿
記
検
定
　
１
〜
３
級

「
ウ
レ
シ
ャ
ス
小
松
」現
場
視
察
会
を
実
施

「厚労省助成金」
説明会・個別相談会

講師の菅田芳恵氏講義の様子

　
本
所
で
は
、
働
き
方
改
革
関
連
法
改
正
、
お
よ
び
事
業
者
が
取

る
べ
き
対
応
策
に
つ
い
て
解
説
す
る「
働
き
方
改
革
セ
ミ
ナ
ー
」を

開
催
し
、
9
名
が
参
加
し
た
。

　
本
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
講
師
に
社
会
保
険
労
務
士
の
菅
田
芳
恵
氏
を
迎

え
、
2
0
2
5
年
施
行
の
改
正
育
児
・
介
護
休
業
法
、
柔
軟
な
働
き
方
を

実
現
す
る
た
め
の
措
置
、
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
な
ど
、
多
く

の
法
改
正
が
事
業
者
の
義
務
と
し
て
定
め
ら
れ
、
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整

備
や
従
業
員
へ
の
教
育
が
必
要
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
年
収
の
壁
の
改
正
に
つ
い
て
、
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
の
社
会

保
険
加
入
義
務
が
生
じ
る
年
収
上
限
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
や
、
国
の

支
援
策
と
し
て
、
従
業
員
の
社
会
保
険
料
負
担
分
を
企
業
が
支
給
で
き

る「
社
会
保
険
適
用
促
進
手
当
」な
ど
が
紹
介
さ
れ
た
。

　
最
後
に
、
菅
田
氏
よ
り
少
子
高
齢
化
に
よ
る
労
働
力
減
少
が
進
む
中
、

多
様
な
人
々
が
働
き
や
す
い
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
社
員
と
の
対
話
を

通
じ
て
職
場
環
境
を
改
善
す
る
こ
と
が
、
事
業
者
の
競
争
力
強
化
に
つ
な

が
る
と
話
さ
れ
た
。

法
改
正
と
義
務
化
へ
の
対
応

小松YEG
（グローバルビジョン勉強会） 8/19

空港・都市政策委員会 8/218/25

小松YEG（World Summer 
Festival in Komatsu） 8/22・23臨時議員総会・評議員会 8/26

産業政策委員会 9/3

働き方改革セミナー 9/16

パネルディスカッショングループで課題を洗い出し

講師の南井社長講師の三林対策監

　
本
所
Y
E
G（
会
長
：
廣
田
有
希
雄
）は
８
月
19
日
、
メ
ン
バ

ー
の
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
展
開
を
後
押
し
す
る
た
め
グ
ロ
ー
バ

ル
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
勉
強
会
を
開
催
、
42
名
が
参
加
し
た
。

　
勉
強
会
を
企
画
し
た
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
推
進
委
員
会
は
、
人
口
減
少

や
地
方
の
過
疎
化
が
進
む
中
で
国
際
市
場
へ
目
を
向
け
る
こ
と
は
、

青
年
経
済
人
と
し
て
選
択
せ
ざ
る
を
得
な
い
生
存
戦
略
と
考
え
、
メ

ン
バ
ー
が
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
へ
と
踏
み
出
す
き
っ
か
け
と
し
て
勉
強
会
を

開
催
し
た
。

　
講
師
に
東
証
プ
ラ
イ
ム
上
場
企
業
の
リ
ン
テ
ッ
ク
㈱
に
て
海
外
事
業

の
立
ち
上
げ
に
携
わ
っ
た
泉
氏
を
お
招
き
し
、
海
外
展
開
を
す
る
た

め
の
課
題
や
メ
ソ
ッ
ド
に
つ
い
て
、
経
験
を
も
と
に
解
説
い
た
だ
い
た
。

　
そ
の
後
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
行
い
、

参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ
が
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
に
対
し
て
抱
え
て
い
る
課
題

を
見
つ
め
な
お
し
た
。

　
今
後
は
小
松
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
し
て
も
グ
ロ
ー
バ
ル
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
の
構
築
を

進
め
て
い
く
。

国
際
ビ
ジ
ネ
ス
に
漕
ぎ
出
す
き
っ
か
け
に

ドリンクを販売するメンバーフラダンスの披露

　
８
月
22
日（
土
）、
23
日（
日
）の
２
日
間
、
Ｗ
ｏ
ｒ
ｌ
ｄ 

Ｓ
ｕ
ｍ
ｍ
ｅ
ｒ 

Ｆ
ｅ
ｓ
ｔ
ｉ
ｖ
ａ
ｌ 

ｉ
ｎ 

Ｋ
ｏ
ｍ
ａ
ｔ
ｓ
ｕ

が
開
催
さ
れ
た
。
本
イ
ベ
ン
ト
は
同
日
に
小
松
市
で
開
催
さ
れ

た
全
国
青
年
市
長
会
総
会
お
よ
び
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
研
究
大
会

石
川
大
会
に
合
わ
せ
小
松
駅
周
辺
の
盛
り
上
げ
を
創
出
す
る
た

め
、
小
松
Y
E
G
、
小
松
市
、
こ
ま
つ
曳
山
交
流
館
み
よ
っ
さ
、

小
松
市
国
際
交
流
協
会
が
共
同
で
開
催
し
た
。

　
小
松
Ｙ
Ｅ
Ｇ
は
全
体
の
企
画
調
整
と
、
当
日
は
ド
リ
ン
ク
の
販
売
を

行
っ
た
。

　
れ
ん
が
花
道
通
り
に
は
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
や
露
店
が
並
び
、
花
道
広
場

よ
ろ
っ
さ
で
は
フ
ラ
ダ
ン
ス
や
フ
ラ
メ
ン
コ
、
サ
ン
バ
な
ど
世
界
の
踊
り

が
披
露
さ
れ
た
。
23
日
の
夕
方
か
ら
は
輪
踊
り
が
行
わ
れ
、
市
民
ら
が

大
き
な
輪
を
作
り
提
灯
の
灯
り
の
下
で
盆
踊
り
を
踊
っ
た
。

　
ま
た
、Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
が
同
期
間
に
行
わ
れ
、
世
界
か
ら
の
留

学
生
に
日
本
の
文
化
に
親
し
ん
で
も
ら
う
機
会
と
な
っ
た
。

　
２
日
間
に
渡
り
厳
し
い
暑
さ
の
中
だ
っ
た
が
、
様
々
な
人
た
ち
が
行

き
交
う
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
。

駅
周
辺
の
盛
り
上
げ
に
汗
を
流
す

お
問
合
せ
先
　  

小
松
商
工
会
議
所
　
総
務
・
事
業
課

　
　
　
　
　
　  

☎（
０
７
６
１
）21
・
３
１
２
１

検
定
試
験
の
お
知
ら
せ

検
定
試
験
の
お
知
ら
せ

詳
細
は
こ
ち
ら
か
ら
◀

会議所の動き 会議所の動き

12



　
本
所
空
港
・
都
市
政
策
委
員
会（
委
員
長
：
今
出
真
稔
）は
、
小
松

空
港
の
現
状
と
課
題
、
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ

と
を
目
的
と
し「
小
松
空
港
の
現
状
と
今
後
の
取
組
み
に
つ
い
て
」と

題
し
た
委
員
会
を
開
催
し
、
委
員
18
名
が
参
加
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
北
陸
エ
ア
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長
の

南
井
浩
昌
氏
よ
り
、
小
松
空
港
の
概
要
と
し
て
、
令
和
6
年
度
の
国
内
線
・

国
際
線
利
用
者
数
は
、
北
陸
新
幹
線
開
業
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

か
ら
回
復
傾
向
に
あ
る
こ
と
、
国
際
線
は
令
和
7
年
4
月
の
香
港
便
再
開
で

全
路
線
が
復
活
し
た
こ
と
な
ど
を
説
明
い
た
だ
い
た
。

　
続
い
て
、
石
川
県
企
画
振
興
部
交
通
総
合
対
策
監
の
三
林
直
慶
氏
か
ら
、

小
松
空
港
の
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
説
明
い
た
だ
い
た
。
新
幹
線
と
の
競

合
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
の
老
朽
化
を
課
題
と
し
つ
つ
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要

の
取
り
込
み
や
北
陸
全
体
の
拠
点
空
港
と
し
て
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
挙
げ
、

空
港
を
核
と
し
た
地
域
全
体
で
の
賑
わ
い
創
出
を
図
る
た
め
、
空
港
運
営
へ

の
民
間
活
力
導
入
や
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
の
機
能
強
化
を
進
め
て
い
る
と
話
さ

れ
た
。

地
域
を
支
え
多
様
な
交
流
を
生
み
出
す
小
松
空
港

講師の冨島氏、池上氏、藤井氏説明会の様子

　
本
所
で
は
、
石
川
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室
の
冨
島
真
樹

企
画
・
調
整
係
長
、
池
上
奈
穂
企
画
・
調
整
係
、
石
川
県
商
工

労
働
部
労
働
企
画
課
藤
井
美
咲
主
任
主
事
を
講
師
に
迎
え
、「
厚

労
省
助
成
金
」説
明
会
を
開
催
。
説
明
会
終
了
後
に
社
会
保
険

労
務
士
に
よ
る
個
別
相
談
会
を
実
施
し
、
市
内
事
業
者
８
名
が

参
加
し
た
。

　
は
じ
め
に
石
川
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室
よ
り「
両
立
支
援
等
助
成

金
」「
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
助
成
金
」「
働
き
方
改
革
推
進
支
援
助
成
金
」「
業

務
改
善
助
成
金
」に
関
す
る
概
要
や
要
件
、
拡
充
し
た
助
成
内
容
、
石
川

働
き
方
改
革
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
ワ
ン
・
ス
ト
ッ
プ
無
料
相
談
等

に
つ
い
て
説
明
。
次
に
石
川
県
商
工
労
働
部
労
働
企
画
課
よ
り
業
務
改

善
助
成
金
の
上
乗
せ
支
援
と
な
る「
石
川
県
業
務
改
善
奨
励
金
」事
業
に

つ
い
て
概
要
や
補
助
内
容
、
申
請
方
法
な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

　
働
き
方
改
革
関
連
法
が
施
行
さ
れ
、
労
働
環
境
の
改
善
や
人
材
の
育

成
・
定
着
に
向
け
た
取
り
組
み
が
重
要
と
な
っ
て
い
る
な
か
、
職
場
環
境

整
備
や
業
務
効
率
化
、
賃
上
げ
や
人
材
確
保
に
対
す
る
厚
生
労
働
省
助

成
金
の
説
明
に
受
講
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

働
き
方
改
革
、
賃
上
げ
に
活
用
で
き
る
助
成
金
に
つ
い
て

挨拶する西会頭挨拶する和田氏

　
本
所
で
は
8
月
26
日
、
臨
時
議
員
総
会
・
評
議
員

会
を
開
催
し
、
議
員
、
評
議
員
83
名
が
出
席
し
た
。

　
会
議
で
は
冒
頭
、
会
頭
選
考
委
員
会
の
吉
原
愼
吾
委
員

長
か
ら
、
選
考
委
員
会
の
活
動
経
過
の
報
告
が
な
さ
れ
、

次
期
会
頭
と
し
て
小
松
ガ
ス
㈱
代
表
取
締
役
社
長
の
和
田

学
氏
が
満
場
一
致
に
よ
り
選
任
さ
れ
た
。

　
そ
の
他
、
議
員
選
挙
運
営
方
針
の
件
、
部
会
別
議
員
割

当
の
件
な
ど
、
す
べ
て
の
議
案
に
お
い
て
承
認
さ
れ
た
。

　
本
年
度
任
期
満
了
に
伴
い
実
施
さ
れ
る
議
員
選
挙
の
方

針
を
決
定
し
た
こ
と
か
ら
、
11
月
以
降
の
新
体
制
に
つ
い

て
本
格
的
に
調
整
が
図
ら
れ
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

次
期
会
頭
に
和
田
学
氏
を
選
任

説明する奥支店長ウレシャス小松前にて

　
本
所
産
業
政
策
委
員
会（
委
員
長
：
木
村
勉
）で
は
、
10
月

に
開
業
を
控
え
、
急
ピ
ッ
チ
で
作
業
を
進
め
る「
ウ
レ
シ
ャ
ス

小
松
」の
現
場
視
察
会
を
22
名
の
参
加
の
も
と
実
施
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
本
委
員
会
の
委
員
で
も
あ
る
北
陸
電
力
㈱
小
松
支
店

の
奥
支
店
長
よ
り
、「
ウ
レ
シ
ャ
ス
小
松
」の
概
要
、
地
域
の
に
ぎ
わ

い
創
出
に
向
け
て
の
取
組
や
今
後
予
定
さ
れ
て
い
る
具
体
的
な
イ
ベ

ン
ト
な
ど
に
つ
い
て
ご
説
明
い
た
だ
い
た
。

　
照
明
・
空
調
な
ど
の
省
エ
ネ
シ
ス
テ
ム
の
導
入
や
窓
を
多
く
設
け

た
開
放
的
な
空
間
な
ど
、
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
、
快
適
性
と
環
境
へ
の

配
慮
が
な
さ
れ
た
施
設
に
つ
い
て
見
学
し
た
。

　
委
員
か
ら
は「
駅
前
の
魅
力
が
一
層
高
ま
る
」「
市
民
が
誇
り
に
思

え
る
施
設
に
な
る
」と
の
声
も
あ
が
り
、
小
松
駅
周
辺
の
新
た
な
交

流
や
に
ぎ
わ
い
の
拠
点
と
し
て
、
多
く
の
市
民
や
来
訪
者
に
親
し
ま

れ
る
施
設
と
な
る
と
感
じ
ら
れ
た
視
察
で
あ
っ
た
。

試
験
日
　
11
月
16
日（
日
）

申
込
期
間
　
9
月
29
日（
月
）〜
10
月
17
日（
金
）ま
で

申
込
方
法
　
本
所
窓
口
ま
た
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

受
験
料
　
１
級
　
８
、
８
０
０
円

　
　
　
　
２
級
　
５
、
５
０
０
円

　
　
　
　
３
級
　
３
、
３
０
０
円

　
日
商
簿
記
検
定
　
１
〜
３
級

「
ウ
レ
シ
ャ
ス
小
松
」現
場
視
察
会
を
実
施

「厚労省助成金」
説明会・個別相談会

講師の菅田芳恵氏講義の様子

　
本
所
で
は
、
働
き
方
改
革
関
連
法
改
正
、
お
よ
び
事
業
者
が
取

る
べ
き
対
応
策
に
つ
い
て
解
説
す
る「
働
き
方
改
革
セ
ミ
ナ
ー
」を

開
催
し
、
9
名
が
参
加
し
た
。

　
本
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
講
師
に
社
会
保
険
労
務
士
の
菅
田
芳
恵
氏
を
迎

え
、
2
0
2
5
年
施
行
の
改
正
育
児
・
介
護
休
業
法
、
柔
軟
な
働
き
方
を

実
現
す
る
た
め
の
措
置
、
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
な
ど
、
多
く

の
法
改
正
が
事
業
者
の
義
務
と
し
て
定
め
ら
れ
、
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整

備
や
従
業
員
へ
の
教
育
が
必
要
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
年
収
の
壁
の
改
正
に
つ
い
て
、
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
の
社
会

保
険
加
入
義
務
が
生
じ
る
年
収
上
限
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
や
、
国
の

支
援
策
と
し
て
、
従
業
員
の
社
会
保
険
料
負
担
分
を
企
業
が
支
給
で
き

る「
社
会
保
険
適
用
促
進
手
当
」な
ど
が
紹
介
さ
れ
た
。

　
最
後
に
、
菅
田
氏
よ
り
少
子
高
齢
化
に
よ
る
労
働
力
減
少
が
進
む
中
、

多
様
な
人
々
が
働
き
や
す
い
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
社
員
と
の
対
話
を

通
じ
て
職
場
環
境
を
改
善
す
る
こ
と
が
、
事
業
者
の
競
争
力
強
化
に
つ
な

が
る
と
話
さ
れ
た
。

法
改
正
と
義
務
化
へ
の
対
応

小松YEG
（グローバルビジョン勉強会） 8/19

空港・都市政策委員会 8/218/25

小松YEG（World Summer 
Festival in Komatsu） 8/22・23臨時議員総会・評議員会 8/26

産業政策委員会 9/3

働き方改革セミナー 9/16

パネルディスカッショングループで課題を洗い出し

講師の南井社長講師の三林対策監

　
本
所
Y
E
G（
会
長
：
廣
田
有
希
雄
）は
８
月
19
日
、
メ
ン
バ

ー
の
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
展
開
を
後
押
し
す
る
た
め
グ
ロ
ー
バ

ル
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
勉
強
会
を
開
催
、
42
名
が
参
加
し
た
。

　
勉
強
会
を
企
画
し
た
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
推
進
委
員
会
は
、
人
口
減
少

や
地
方
の
過
疎
化
が
進
む
中
で
国
際
市
場
へ
目
を
向
け
る
こ
と
は
、

青
年
経
済
人
と
し
て
選
択
せ
ざ
る
を
得
な
い
生
存
戦
略
と
考
え
、
メ

ン
バ
ー
が
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
へ
と
踏
み
出
す
き
っ
か
け
と
し
て
勉
強
会
を

開
催
し
た
。

　
講
師
に
東
証
プ
ラ
イ
ム
上
場
企
業
の
リ
ン
テ
ッ
ク
㈱
に
て
海
外
事
業

の
立
ち
上
げ
に
携
わ
っ
た
泉
氏
を
お
招
き
し
、
海
外
展
開
を
す
る
た

め
の
課
題
や
メ
ソ
ッ
ド
に
つ
い
て
、
経
験
を
も
と
に
解
説
い
た
だ
い
た
。

　
そ
の
後
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
行
い
、

参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ
が
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
に
対
し
て
抱
え
て
い
る
課
題

を
見
つ
め
な
お
し
た
。

　
今
後
は
小
松
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
し
て
も
グ
ロ
ー
バ
ル
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
の
構
築
を

進
め
て
い
く
。

国
際
ビ
ジ
ネ
ス
に
漕
ぎ
出
す
き
っ
か
け
に

ドリンクを販売するメンバーフラダンスの披露

　
８
月
22
日（
土
）、
23
日（
日
）の
２
日
間
、
Ｗ
ｏ
ｒ
ｌ
ｄ 

Ｓ
ｕ
ｍ
ｍ
ｅ
ｒ 

Ｆ
ｅ
ｓ
ｔ
ｉ
ｖ
ａ
ｌ 

ｉ
ｎ 

Ｋ
ｏ
ｍ
ａ
ｔ
ｓ
ｕ

が
開
催
さ
れ
た
。
本
イ
ベ
ン
ト
は
同
日
に
小
松
市
で
開
催
さ
れ

た
全
国
青
年
市
長
会
総
会
お
よ
び
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
研
究
大
会

石
川
大
会
に
合
わ
せ
小
松
駅
周
辺
の
盛
り
上
げ
を
創
出
す
る
た

め
、
小
松
Y
E
G
、
小
松
市
、
こ
ま
つ
曳
山
交
流
館
み
よ
っ
さ
、

小
松
市
国
際
交
流
協
会
が
共
同
で
開
催
し
た
。

　
小
松
Ｙ
Ｅ
Ｇ
は
全
体
の
企
画
調
整
と
、
当
日
は
ド
リ
ン
ク
の
販
売
を

行
っ
た
。

　
れ
ん
が
花
道
通
り
に
は
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
や
露
店
が
並
び
、
花
道
広
場

よ
ろ
っ
さ
で
は
フ
ラ
ダ
ン
ス
や
フ
ラ
メ
ン
コ
、
サ
ン
バ
な
ど
世
界
の
踊
り

が
披
露
さ
れ
た
。
23
日
の
夕
方
か
ら
は
輪
踊
り
が
行
わ
れ
、
市
民
ら
が

大
き
な
輪
を
作
り
提
灯
の
灯
り
の
下
で
盆
踊
り
を
踊
っ
た
。

　
ま
た
、Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
が
同
期
間
に
行
わ
れ
、
世
界
か
ら
の
留

学
生
に
日
本
の
文
化
に
親
し
ん
で
も
ら
う
機
会
と
な
っ
た
。

　
２
日
間
に
渡
り
厳
し
い
暑
さ
の
中
だ
っ
た
が
、
様
々
な
人
た
ち
が
行

き
交
う
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
。

駅
周
辺
の
盛
り
上
げ
に
汗
を
流
す

お
問
合
せ
先
　  

小
松
商
工
会
議
所
　
総
務
・
事
業
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小
松
か
が
や
き
法
律
事
務
所
は
、

1
9
9
5
年
に「
川
本
藏
石
法
律
事
務

所
」と
し
て
ス
タ
ー
ト
。
2
0
0
1
年

に
現
在
の
殿
町
へ
移
転
し
た
際
に
、

事
務
所
名
を「
小
松
か
が
や
き
法
律
事

務
所
」に
改
名
し
ま
し
た
。
こ
の
改
名

に
は
、「
小
松
」と
い
う
地
域
に
育
て
て

も
ら
っ
た
こ
と
へ
の
感
謝
と
、
恩
返

し
へ
の
意
欲
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
同
事
務
所
は
、
小
松
市
を
含
む
南

加
賀
地
区
で
最
も
長
く
業
務
を
続
け

て
お
り
、
長
年
に
わ
た
る
豊
富
な
経

験
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
所
属
弁
護
士
は
4
名
で
、
ご

相
談
事
案
の
深
い
検
討
や
相
談
者
に

寄
り
添
っ
た
丁
寧
な
対
応
を
強
み
と

し
て
い
ま
す
。

　
近
年
、
特
に
力
を
入
れ
て
い
る
の

が「
弁
護
士
の
敷
居
を
下
げ
る
こ
と
」

で
す
。
そ
の
背
景
に
は
、「
も
っ
と
早

く
相
談
す
れ
ば
良
か
っ
た
」と
い
う
相

談
者
の
声
を
減
ら
し
た
い
と
い
う
強

い
思
い
が
あ
り
ま
す
。
問
題
が
深
刻

化
・
長
期
化
す
る
前
に
気
軽
に
頼
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
、「
こ
ま
つ
ま
ち
ゼ

ミ
」や「
プ
レ
ミ
ア
ム
・
パ
ス
ポ
ー
ト

協
賛
」と
い
っ
た
取
り
組
み
に
も
積
極

的
に
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
所
長
の
川
本
樹
弁
護
士
は
、「
ど
の

よ
う
な
分
野
の
問
題
で
も
、
気
軽
に

相
談
し
て
ほ
し
い
」と
話
し
ま
す
。
弁

護
士
に
相
談
す
べ
き
こ
と
か
ど
う
か

分
か
ら
な
い
と
迷
っ
て
い
る
う
ち
に
、

問
題
が
深
刻
化
す
る
ケ
ー
ス
も
少
な

く
な
い
た
め
、
ま
ず
は
気
軽
に
問
い

合
わ
せ
て
ほ
し
い
と
の
こ
と
で
す
。

　
地
域
貢
献
の
一
環
と
し
て
、
今
後

は「
ト
ラ
ブ
ル
予
防
」の
観
点
か
ら
、

法
律
知
識
を
広
め
る
活
動
に
も
力
を

入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
同

事
務
所
。
会
社
や
学
校
で
の
講
演
・

講
義
だ
け
で
な
く
、
少
人
数
の
座
談

会
な
ど
様
々
な
方
法
を
模
索
し
て
い

ま
す
。

「パソコン教室」の
のぼり旗が目印！

会員事業所紹介気
軽
に
頼
れ
る
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
り
た
い

気
軽
に
頼
れ
る
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
り
た
い
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本
所
会
報
で
は
、
毎
号
、

会
員
事
業
所
の
皆
様
を
ご

紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
掲
載
は
無
料
で
す
の
で
、

希
望
さ
れ
る
方
は
左
記
申
込

フ
ォ
ー
ム
か
ら
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

※

掲
載
は
お
申
し
込
み
受
付

順
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

お問合せ先
小松商工会議所
総務・事業課

☎0761-21-3121

申込フォーム▶

会員事業所
　　紹介コーナー
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小
学
生（
環
境
・
ゴ
ミ
問
題
）ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
作
品

こ
ま
つ
曳
山
交
流
館
み
よ
っ
さ
に
て
展
示

　
環
境
問
題
へ
の
啓
発
活
動
を
目
的
と
し
て
当
女
性

会
が
継
続
し
て
行
っ
て
い
る
小
学
生（
環
境
・
ゴ
ミ

問
題
）ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
が
開
催
さ
れ
、
平
成

9
年
か
ら
28
回
目
と
な
る
今
回
は
、
市
内
7
小
学
校

よ
り
51
点
の
応
募
が
あ
っ
た
。

　
応
募
作
品
よ
り
、
厳
正
な
る
審
査
の
結
果
、
全
国

商
工
会
議
所
女
性

会
連
合
会
会
長
賞
・

小
松
商
工
会
議
所

女
性
会
会
長
賞
・
特

別
賞
・
金
賞
の
計
9

作
品
が
選
ば
れ
た
。

入
賞
作
品
・
応
募
作

品
は
10
月
9
日
〜

13
日
の
間
、
こ
ま

つ
曳
山
交
流
館
み

よ
っ
さ
に
て
展
示

さ
れ
、
10
月
12
日

に
は
同
会
場
で
表

彰
式
が
開
催
さ
れ

る
。

一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か

女
性
の
元
気
を
求
め
て
い
ま
す

　
小
松
商
工
会
議
所
女
性
会
は
、
平
成
９
年

に
設
立
さ
れ
、
各
種
研
修
会
の
開
催
等
を
通

じ
て
、
研
鑽
に
努
め
る
と
と
も
に
、
地
域
の

振
興
は
も
と
よ
り
、
環
境
の
保
全
、
福
祉
の

増
進
、
青
少
年
の
健
全
な
育
成
ま
で
様
々
な

問
題
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
女
性
な
ら
で
は
の
し
な
や
か
な
感
性
と
大

胆
な
発
想
を
大
い
に
活
か
し
て
、
積
極
的
な

活
動
を
し
て
い
き
ま
す
。
当
会
で
は
、
一
緒

に
活
動
し
て
い
た
だ
け
る
メ
ン
バ
ー
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　
入
会
資
格
は
本
所
会
員
事
業
所
に
従
事
す

る
女
性
が
対
象
で

年
会
費
は
一
万
円
。

　
詳
細
に
つ
き
ま

し
て
は
、
事
務
局

ま
で
お
気
軽
に
お

問
合
せ
下
さ
い
。
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